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序章　婚こん約やく騒そう動どう









　お空を見上げている。

「ぶああああああああああああ」

　俺の現実逃とう避ひのやり方は、主に二つだ。

「ふんぬっ、ふんぬあああああああああああ」

　一つ目はやけ食い。

　ストレス解消にもってこいなのである。

「ああああ、ああああああ、あ」

　そして、二つ目が身体を動かすことである。

　過激なダイエットを通して最近気づいたのだが、運動をすると気分がリフレッシュするのだ。健康な心は健康な身体に宿ると言われるが、まさにその通りである。

　──つまり、何が言いたいかと言うと。

「ふんなああああああああああ」

　今、俺が行っている全速力ダッシュは、ダイエット目的ではない。

　これは、現実逃避だ。現実から逃にげているんだ。逃げ続けているんだ。

　つい先さき程ほどの話。

　シューヤから、俺とアリシアが婚約と聞かされた俺は、現実逃避の真っ最中なのであった。







　衝しよう撃げきの度合いで言ったら、俺がアニメ知識を得た時と同じくらいの衝撃が俺の身体を駆かけ抜ぬけたと言っていいだろう。

　だってさ、考えてもみてくれ。

　俺がアリシアと結けつ婚こん？　冗じよう談だんにしても質たちが悪すぎるって。

　シューヤの話は、寝ね耳みみに水。

「ぶひ、ぶひ」

　オーク言葉を口に出し、男子寮りようまでの道を一人で歩いている。

　夜間と言っても、治安の良さに問題はない。クルッシュ魔ま法ほう学園は安全だ。

　以前、賊ぞくが侵しん入にゆうしてきたこともあったが、あんなの滅めつ多たにあることじゃない。

「ぶひっ、ぶひっ」

　現実逃避はやめて、もう一度シューヤとの会話を思い出してみるか。




『俺もちょっとした噂うわさ話ばなしで聞いただけだから、びっくりしたんだけど、お前とアリシアの婚約の話って、とっくに無くなったものだと思っていたよ』




　うーん、だめだ。思い出してみても訳が分からなかった。

　仮に、だ。仮に……シューヤの話が事実としてみても、だ。

　そもそもどうしてシューヤからあんな大事な話を聞かされないといけないんだよ。

　あいつはあいつで誰だれから聞いたんだよ。アリシアか？

　アリシアがシューヤに俺とのことを相談するとは思えないって。

　俺の悪口なら散々言ってるだろうけど。

「……」

　あれが事実だとしても、だ。

　アリシアからシューヤに、俺との婚約話が伝わっているとは考えられない。

　だったら、どこでシューヤは知った？　まさか、学園で噂になってるのか？

　それだったら、最悪だ。




「考えるだけ……バカバカしいって」

　シューヤの言葉を、そんなことあるもんかって笑い飛ばしたい。

　俺とアリシアの婚約？　そんなの俺がリアルオークになってとっくに消えている話だっての。今いま更さら、俺たちの話が蒸むし返されるなんて夢にも思っていない。

　というか、アリシア自身が誰よりも嫌いやがるだろう。

　だって、婚約相手が俺だしな。

「ふうっ、ふうっ」

　肩かたで息をしながら、呼吸を整えていく。

　でも、シューヤがわざわざ俺に嘘うそをついてくるとは思えなかった。あいつはあれで、性しよう根ねが真っ直すぐで気の良いやつなのである。伊達だてにアニメの主人公をやっていないのだ。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになると、男子寮へ戻もどる俺を見る生徒たちの視線も気になった。

　その目は俺が汗あせ臭くさいことを咎とがめているのではなくて……もしかしたら、俺とアリシアの婚約話を聞きたがっているのかもしれないのだ。

　俺が考えても結論は出ないのに、気になると止まらなかった。

　ああ、もう。この際、なんで俺を見ているんだよと問い詰つめてやろうか。

「……」

　当然、しない。そんなことしたら、また真っ黒豚ぶた公こう爵しやくとか言われちゃうからな。

　でも、やっぱり可笑おかしいな。何で、シューヤなんだよ。

　もしも、だ。あの話が仮に、仮にだよ？　事実だとしてさ……。




　シューヤの話が本当なら、どうしてシューヤが大事な情報を知っていて！

　当事者である俺が！　俺の婚約なんて、大事な情報を知らないんだよ！




　これはやっぱりあれか？

　俺の友達の数が少ないからか？

　くっそ！　なんでああいう情報が俺に入ってこないんだ！




　シューヤの言葉は冗談に決まっている。

　冗談に決まっている。冗談に決まっている！

　こんな夜よ更ふけにシャーロットを呼び出すわけにもいかないし、俺は男子寮に戻ると静かに寝ね床どこへついた。




「……ぶひい」

　当然眠ねむれるわけもない。

　しかも、悪い出来事は続くものなのか……その日、俺は悪夢を見た。

　アリシアにぼこぼこにされる夢である。どうして私がスロウみたいなオークと結婚しないといけないのよ！　と、怒いかり狂くるうアリシアにフルボッコにされる夢である。

　あれが明めい晰せき夢にならないことを祈いのるだけだ。







「……」

　軽く顔を洗って、シャーロットがくる時間を待っている。

　まだ太陽も昇のぼっていないけど、これ以上眠れそうにはなかった。

　シャーロットを待っている間、時計の針がやけに遅く感じられた。

　たった一分が無限の時間のように思える。

　シャーロットを待つ理由。

　それは週に一度、シャーロットが公爵家からの手紙を持ってくるからだ。

　夜中にクルッシュ魔法学園へ届く手紙を持って、朝早くに男子寮四階の俺の部屋へ。

　スロウ様お手紙が届きましたよ～って具合にやってくるのだ。

　シューヤから爆ばく弾だん発言をされた翌日。つまり今日が、ちょうどその日なのだ。

「……まだか。まだかまだか」

　シャーロットがやってくるよりも早くあっちへ出向いてもいいのだが、シャーロットが住んでいるのは女子寮だ。従者の女の子達が住まうそこへ向かってもいいけど、シャーロットも寝ね起おきの顔を俺に見られるのは嫌だろう。許可さえ貰もらえば女子寮に入れるけど、俺が朝早くに女子寮に入れば何かと噂になることは目に見えていた。

　俺は配はい慮りよが出来る男の子なんだ。

「ふっ、ふっ、ふっ」

　扉とびらの前に立つ。

　シャーロット、早くきてくれ。考えが回めぐって、頭がパンクしそうだ。

　俺とアリシアの婚約の話、シューヤの言葉は本当だったのか。

　すぐにでも答えが知りたい。こんな状態生殺しだ。

　シューヤの話が真実だったのか、誰かに確かめようにもさ。

『俺の婚約の話なんだけどさ、俺とアリシアがまた婚約するって本当？』

　なんて聞けるわけがないだろ。どうして自分の未来に関かかわる重大事じ項こうを当事者でもない学園関係者から聞かないといけないんだ。

「ぶひ、ぶひ」

　勝手に足が、腰こしが動く。

　頭をリフレッシュさせるために、スクワットを始めた。昨夜ゆうべに引き続いて、だ。昨夜馬ば鹿かげた全速力ダッシュを小一時間してしまったせいで、筋肉が悲鳴を上げている。

「ふっふっ、ふっ」

　けれど、構うものかよ。

　何もしてなければ、シューヤから聞かされたあの件について考えてしまうのだ。




　俺とアリシアが婚約なんてありえない。スロウ様そんなのデマカセです、ってシャーロットの言葉を聞いて、二人で笑い飛ばしてしまおう。それがいい。

　筋トレに集中しすぎて、室内に響ひびくノックの音も耳に入らなかった。

「す、す、スロウ様！　起きてますか、大変です！　大変なことがきゃあああああああ、どうして裸はだかで目の前にいるんですか！　服！　まずは、服を着てください！」

　血相を変えて室内に飛び込んできたシャーロットともつれ合って、倒たおれてしまう。

　シャーロットはあわあわしながら立ち上がり、迅じん速そくな動きで棚たなから俺の服を取り出して渡わたしてくれる。シャーロットは俺以上に俺の部屋について詳くわしいのだ。

「しゃ、シャーロット、おはよう」

「おはようじゃないですよ！　服！　着てください！　裸じゃないですか！」

「シャーロット。まずは、落ち着いて。何か俺に関して大変なことが起きていない？　まずはそれを教えて欲しい」

「大変なことが起きてますよ！　どうして扉を開けたら裸のスロウ様がいるんですか！」




　おっといけない。配慮が足りなかった。

　体温が上がってきて、いつの間にか服を脱ぬいでいたようだ。

　床ゆかには脱ぎ散らかした服が転がっていた。

　シャーロットは顔を赤くしながら服を渡してくれる。

　しかし、俺は服どころではない。ずっと、シャーロットを待っていたんだから。

「シャーロット！　俺に関する重大事件を教えてくれ！　服はそれから着る！」

「もう！　分かりました！　じゃあ、言います！　デニング公爵家から、お手紙が届きました。スロウ様とアリシア様の婚こん約やくを発表するから、一度、家に戻って来いって！」







　男子寮りようを出ると学園中がパニックになっていた。

　注目を浴びるのはもう慣れっこになっていたが、今回はちょっと話が違ちがう。

「みろよ、噂のデニング様だ！　涼すずしい顔していやがるぜ！」

「女の子には興味ないみたいな顔をしていた癖くせにやることやってるんだから、さっすが公爵家だよなあ！」

　これまでの比じゃないほどの注目の的であった。

　それはなんていうか好こう奇きの視線だ。だけど彼らが何の噂話をしているのかは、その所々から聞こえてくる断だん片ぺん的な情報でわかってしまうのであった。

「おい。聞いたかよ、あの話！　アリシア様とあのデニングが婚約だって！」

　朝に全く同じことをシャーロットから聞いていた。

　しかしさすがに俺はまだ完全に信じきることが出来なかったので、シャーロットに改めて公爵家に確かく認にんするよう指示を出したのだ。

「デニング様！　あのアリシア様をどうやって落としたんですか！　ひいい、ごめんなさい調子乗りました！」

　一ひと睨にらみで消えて行く癖に、変なことを聞くんじゃない。

　しかし、居い心地ごこちが悪いなんてもんじゃないなこれ。

「でも、公爵家とサーキスタ王室のアリシア様との婚約なんてビッグニュースだぞ！　それを知りながら今まで隠かくし通していたんだから、デニング様は役者だなあ」

「ばあか、あの公爵家だぞ。それぐらいお手の物だって。見ろよ、あの堂々とした顔。俺たちが何言ったって全く気にしていない顔だぜ！　ひゅー！　かっこいいな！」

　いや、滅め茶ちや苦く茶ちや気にしてますけど。

　出来ることなら授業をさぼって、布ふ団とんの中で現実逃とう避ひに勤いそしみたいところだけど。

　しかし、不思議だ。

　皆みんなはどこでその情報を知ったんだろうか。

　俺だってシャーロットから聞かされたのは今朝だっていうのに。

　俺の情じよう報ほう網もうがなさすぎであった。公爵家なのに、情けない。

　やはり友達が少ないからだろうか。シャーロットともう一回、友達大作戦をやった方がいいだろうか。しかし、こんな状じよう況きようの中でもきちんとお腹なかが空すくんだから、人間の身体と言うものはすごいなあ。

「おい！　デニングが機き嫌げん悪そうだぞ！」

「羨うらやましいよなぁ！　あのアリシア様だぞ、可愛かわいさだけなら学園一だろ！　デニングには勿もつ体たいないって！」

　俺が食堂に入ると、パタリとそんな噂うわさ話ばなしはやんだ。




　かわりに突つき刺ささるのはとんでもない量の視線だ。

　おかげで俺は何を食べてるのかさえ記き憶おくに残らなかった。

　誰だれも近づいてこない中、俺の隣となりに座る誰か。

　隣の誰かはよっぽど朝の寝起きが悪かったのか、それとも単純に機嫌が悪いのか。

　食器を載のせるトレイをがちゃんと卓の上に押し付け、スープが音を立てて毀こぼれてしまう。

　喧けん嘩かなら買ってやろうかと思って顔を上げるとそこには、

「す、す、スロウ。話があるんだけど」

　女の子だ。

　それもとびきり美人で、もう少し年ねん齢れいを重ねたら求きゆう婚こんの嵐あらしが絶えないだろうことを容易に想像させるオーラの持ち主。そんな子が、綺き麗れいな顔を歪ゆがませて俺を見ていた。

　話題の人の登場である。大国サーキスタからの留学生である、アリシアだった。

[image: ]

「き、き、奇き遇ぐうだなアリシア。俺もちょっとお前と話したいと思っていたんだよ」







　食堂では、俺たちに誰もが注目していた。

　けれど、そんなことも気にならないくらい、俺たちは真しん剣けんだった。

「アリシア、あの話って本当なのか？」

「……あの話って何？」

「とぼけるなよ。俺とお前が婚約するのかしないのかって話だよ」

　もし間ま違ちがっていたら、恥はずかしい話である。

　俺は今、自ら元婚約者に俺たち婚約するんだってなと伝えているんだ。

　何勘かん違ちがいしてるのよとか言われたら赤面ものである。どんな妄もう想そう抱いだいているんだよと、数日はアリシアの視線から逃にげ回る生活が始まるだろう。

　豚ぶた公こう爵しやく、現実と妄もう想そうの区別がつかなくなったと言われるかもしれない。

　というか　普ふ段だんからそんなことを考えている痛い奴やつ扱あつかいを受けるかもしれない。




　しかし、やっぱり本人に直接確認をしないのはおかしいからまずは聞いてみた。

「……」

「……」

「……」

　数刻の沈ちん黙もく。

　アリシアにとっても、意表をつかれたらしい。口がぽかんと開いている。

「あ、アリシアさん？」

　これは、あれか？

　こいつも戸と惑まどってるのか？

　でも、そりゃあそうだよな。

　真っ白豚公爵になってからも、俺とアリシアは二人で話すような距きよ離り感かんではなかった。

　俺が真っ白豚公爵になって多少、シューヤも交えて絡からみも増えたけど、元の関係があれなんだ。俺はアリシアから滅茶苦茶に嫌きらわれている。

　最近はどこかよそよそしい関係が続いていたが今ははっきりと二人で向かい合っている。

「……」

　それだ、この感じ。

　間違いないだろう。杞き憂ゆうだったんだ。変な噂話、俺とアリシアが結けつ婚こんするなんておかしなことが聞こえてきたけど、あれは俺の聞き間違いだったってことだ。

　普段のアリシアなら、私があなたみたいな奴やつと結婚するなんてありえない、と。

　そろそろ怒いかり狂くるう頃ころ合あいだろう。

　俺は腕うでを顔の前に上げて、顔面を防ぼう御ぎよ。

「……何してんのよ」

「殴なぐられるかなって。だって、俺とお前が婚約なんてそんな話があるわけないもんな」

「……」




　だけどさすがにこれはちょっと沈黙が長すぎるような。

「あ、アリシアさん？」

「は、はっきり言わせてもらうね。今の私たちってとっても緊きん急きゆう事態にいるの。あなたはもうシャーロットさんから聞いたと思うけど、そうよ、私たちの婚約話が再燃したわ」

　それは、俺が今、一番聞きたくないセリフであった。







　さすがにもうあの場所にはいられないので、俺とアリシアはろくに朝ご飯も食べないまま、二人とも誰も来ないような学園の隅すみにこっそりとやってくる。

　アリシアは語る。

　苦々しげな表情で、自分もこんな話をするのは嫌いやだって感じがありありとその表情には表れていた。無理もない。俺との婚約なんだから。

「スロウ。貴方あなたはやりすぎたのよ。この学園を救って龍りゆう殺しになった。私の政略結婚相手としては、うってつけってわけ」

　アリシアは大国サーキスタ王室の一員だ。

　そしてサーキスタという国は王室の人間は政略結婚の駒こまと考えているような国である。年とし頃ごろのアリシアは故郷に帰るたびに、将来の話をぐちぐちと家族からされていたらしい。アニメの中では政略結婚の話が来るたびにシューヤに愚ぐ痴ちっていたっけ。

「うってつけって。あの国は俺のことをなんだと思ってるんだよ」

「私の故郷のこと、貴方もよく知っているでしょ」

「……まあ、な」

　確かにあの国はそういう国だった。

　政略結婚で同盟関係を維い持じする。

　サーキスタの王室には美男美女が生まれやすいし、奴らは皆美容にお金をかけている。

　アリシアもこうやって近くで見れば途と方ほうもない美少女だ。

　学園の奴らがアリシアに話しかけられて浮うかれている姿を学園でよく見るが、その気持ちもよくわかる。

　しかし俺にはシャーロットがいる。この話を素す直なおに吞のみ込むわけにはいかなかった。

「アリシア。率そつ直ちよくに聞くけどお前はこの話をどう思っているんだよ」

　俺との、二度目の婚約話。

　プライドの高いアリシアがこんな馬ば鹿かげた話を素直に吞み込むとは思わなかった。

　俺とアリシアの間には深い溝みぞがある。

　俺が真っ黒豚公爵になり、俺たちの婚約関係は一度、破談になったからだ。

　真っ黒豚公爵になった俺を見て、アリシアが凄すごく悲しそうな顔をしていたことを覚えている。だから今、嫌われていると思っていたし、憎にくまれていたとさえ思っている。

「ありえないって、思ってるわ」

　うん。聞くまでもなかった。

　そして、アリシアは続ける。

「また、お父様に私の未来を決められるなんて御ご免めんよ。何とかしてこの話を潰つぶさなきゃ」

　そう語るアリシアの顔は、何とも頼たのもしいものだったが。

「スロウ。敵は強いけど、貴方も頑がん張ばりなさいよ」

　この日から──数日後、アリシアは部屋に引き籠こもるようになってしまうのである。








一章　引き籠りのサーキスタ姫ひめ









「作戦会議をしようシャーロット」

　放課後になると俺はすぐにシャーロットを呼び出した。

　議題は勿もち論ろん、俺とアリシアの婚こん約やく騒そう動どううんぬんの話である。

「シャーロット？」

　しかし、シャーロットは元気がなかった。

　むしろ、落ち込んでいるようでもあった。朝にシャーロットと話をしてから、時間はまだそれほど経たっていない。その間に何があったのか。

　確かに俺の婚約話は重要だが、シャーロットの体調はもっと気き掛がかりである。

「朝は気づかなかったんですけど、今回は珍めずらしくスロウ様宛あての手紙だけじゃなくて、私宛ての手紙もあって……」

「ぶひ」

「私……アリシア様との婚約の件……スロウ様を説得するようにって言われてるんです」

　成なる程ほど、道理である。

　将を射るにはまず馬からというように、この降って湧わいた俺とアリシアの婚約話。まずどこを攻せめるべきかといったら、それは俺と四六時中一いつ緒しよにいるシャーロットだろう。

「……」

　シャーロットの歯切れが悪い。

　それは公爵家の意向に自分が逆らっているという自覚があるからだろう。

「私、どうしたらいいでしょう」

　俺とシャーロットの関係は公爵家には当然秘密だ。でもずっと隠かくし通せるわけがないと思っていた。これなら公爵家に先に明かしたほうがよかったのかもしれない。

　しかし、俺だって言いたいことはある。まさかこんな早くに俺とシャーロットの関係にひびが入るような事件が起こるとは全く思ってもいなかったんだ。

「しゃ、シャーロット。実は今朝アリシアと話し合ったんだ」

「知ってます。学園中がスロウ様とアリシア様が話してたって噂うわさでもちきりでしたから」

「え、そうなの」

　どんだけ学園の奴らは暇ひまなのか。

　俺たちの話で盛り上がっている暇があったら勉強しろよと言いたかった。

「今のスロウ様はこれまでにないくらい注目されていますから、すぐに私たちの所まで話が飛んできました」

　どうやら俺とアリシアの一挙一動が学園のみんなに監視されているらしい。

　全然嬉うれしくないところが困ったもんだ。これからは外で迂う闊かつな行動は出来ないな。

「それで……シャーロット宛ての手紙には一体何て書かれてあったんだい」







　シャーロットに与あたえられた使命。

　それは、婚約話を俺本人に隠し通すこと。

　そして、もしもばれたらアリシアとの婚約が円えん滑かつに進むよう、俺を説得すること。

　公こう爵しやく家の奴らも考えたもんだ。

　奴らは絶対に俺が反対するってことを分かっていたんだろう。

　外そと堀ぼりを埋うめてから、俺に婚約の話を伝える。もう関係者は全員納なつ得とく済みだから、俺一人が反対したら全員に迷めい惑わく掛かかるぞっていう流れの賢かしこいやり方だ。

　アリシアが俺との婚約を受け入れれば、俺だって断りづらいからな。

　もっとも、既すでに俺たちの婚約話は学園全体にばれているし、何より俺は昨夜ゆうべシューヤからこの件を聞いていた。公爵家も抜ぬけていると思うし、何よりアリシアがこの話を受け入れるとは到とう底てい、思えなかった。公爵家の連中は、俺に隠し通す間にアリシアに俺との二回目の婚約を受け入れさせる算段があったのだろうか。

「……」

　シャーロットは公爵家に恩がある。ヒュージャックから亡命をしてきて、ここまで受け入れてくれた。だからこそ、公爵家の意図に反した行動は受け入れがたいのだろう。

　すごく、苦しそうに見えた。

「私は、いいんです。やっぱり身分の差がありますから……」

「いやいや何を言ってるんだよシャーロット。それなら俺とシャーロットの方がよっぽど身分の差があるって……」

　何せこの人は王女様だからな。

　本来だったら階級社会の頂点に立つ人だ。

　俺の従者をやっていること自体が可笑おかしいのである。

「シャーロットが自分を責める必要はないって。俺はシャーロットに言われるまでもなく、アリシアとの婚約について知っていたんだからさ」

　シューヤから聞かされたって形でな。

　せめて、アリシアから話を聞きたかったよ。でも、そのおかげでシャーロットが公爵家の命令を破ることにならなかったのだから、そこに関してはシューヤ、グッジョブである。

「シャーロット。まずは、俺の意見をはっきりとさせたい。何を言われようと俺は君のことが好きだ。その気持ちはどんなことがあっても揺ゆらがない」

　決まった。

　ストレートに本音をぶつけた。

「だから、シャーロットは何も心配することな、ないんだぶひっ！」

　噛かんだ。

　真っ直すぐに、噛んだ。どうして、俺はこうなんだ。自分の情けなさに顔が真っ赤になる。かっこいいところでは、かっこよくありたいのに。いつだって上手うまくいかない。

「……」

　でも、シャーロットは真っ赤になって、こくりと頷うなずいてくれたのだった。




　降って湧いた俺とアリシアの婚約話。

　今朝は、アリシアの意思を確かく認にんした。結果は俺の想像通り。

　つまり、あり得ないのだ。当事者二人があり得ないと考える婚約を進めてもいいものかと思うが、当事者の思いが反映されないのが政略結けつ婚こんなのである。

　クルッシュ魔ま法ほう学園では第一の権力者と思われているアリシアとこの俺でさえ、本当の権力を持つ家には何も勝てないのである。これが悲しいけれど現実だ。

「……それで、スロウ様。私も色々考えてみたんですけど、良い案が思い浮かばなくて……これからどうしますか？」

　おずおずとシャーロットが聞いてくる。

　ナイスな考えがあった。今日の俺は冴さえている。

「この国から逃にげよう、シャーロット！」

　俺は断言した。

　そのまま公爵家の名前を捨てれば完かん璧ぺきじゃないか。

　さすがにあのサーキスタも、公爵家の名前を捨てたただのスロウさんとアリシア王女を結婚させるなんて暴挙は考えないだろうからな。

「逃げるって言ったってスロウ様、あてはあるんですか」

「こんなこともあろうかと昔から調べていた！」

　ドヤ顔でそう宣言する。




「……ぶひぶひ」

　俺はベッドの下から一冊の本を取り出した。

　真っ黒豚ぶた公こう爵しやくも一度、シャーロットと逃げ込む先を考えなかったわけがないのだ。

　俺が取り出したのは、亡命先一覧である。

　南の小国から、果てはドストル帝てい国こくまで、ずらりと並んだリストがある。良さそうな場所には赤丸でチェックまで入っている。どれだけ俺が真しん剣けんに、シャーロットと逃げる未来を考えていたかが分かるってもんだ。

「……スロウ様、どれだけ調べていたんですか」

「備えあれば憂うれいなしっていうからね」

　けれど現実逃とう避ひなことは十分にわかっていた。

　シャーロットがこの国から逃げることを選ぶなんて思っていない。

　それに公爵家の名前を捨てるってことも。

　シャーロットは公爵家に強い恩義を感じている。

　自分の人生を通じて、公爵家に貢こう献けんしたいとも考えている。

　今や公爵家でも話題の人となった俺と国外に逃げる。

　そんな未来を、シャーロットはきっと選せん択たくしないだろう。

　でも少しくらいは現実逃避したっていいじゃないか。なあ、そうだろ？







　──公爵家の俺の兄弟たちはちょうど適てき齢れい期の人間が多い。

　だけどあいつらはみんな自分の結婚なんかに興味はない。

　結婚よりも戦いが好きって連中ばかりだからだ。そんなことだから今は公爵家にいなくて、発言力も弱い俺に嫌いやな役回りが回ってきたんだろう。

「せ、先せん輩ぱい……ご飯が進んでいないみたいだけど、どうしたんですか？」

　暴れ出したい自分を何とか抑おさえる。

　鎮しずまれ、俺。

　公爵家の偉えらいさん方の魂こん胆たんはわかっている。だけど俺は奴やつらの言いなりに何かなるものか。こちとら、言うことを素す直なおに聞くような真面目まじめちゃんじゃないんだ。

　だからシャーロットに、俺が素直に言うことを聞くよう、隠し通す命令を出したんだろうけど、あいにくシャーロットは俺の味方である。

「先輩がご飯に手をつけないなんて……」

「静かに、ティナ嬢じよう。スロウ様は、今、大変な事情で難なん儀ぎされているんだ」

　クラウドに状じよう況きようを聞こうとも思ったが、あいつはいつの間にか医務棟とうから姿を消していた。なんでも急用ができたとかですぐに医務棟を出て、公爵領地に帰ったらしい。

　あいつ間ま違ちがいなく俺の件で……面めん倒どうごとに巻き込まれるのを恐おそれて、逃げたな……。

　昔からクラウドにはそういうところがある。

　俺と公爵家の板いた挟ばさみになるのを恐れたんだろう。

「あ……ビジョン様。それって、あれですか。先輩とアリシア様が婚こん約やくされるっていう」

「そう。まさにそれだ」

　しかし、アリシアと結婚なんて急な話を鵜う吞のみにすることができるはずがなかった。

　まぁ、公爵家のほうは何とかなる。最悪、実力行使も考えている。

　問題はこの話がアリシアの故郷であるサーキスタから出てきたっぽいところだ。

「おめでたい話なのに……当事者は難しい顔……お貴族様って大変なんですね……」

「そう。大変なんだ。だから、今のスロウ様はそっとしておいてあげよう」

　シャーロットも心配していたように、俺が無茶をしたら、アリシアにはまた無む謀ぼうな縁えん談だんの話がやってくるのだろう。サーキスタは、多少は気心が知れた俺なら、アリシアも言うことを聞くだろうとの打算があるかもしれないが。

「あ。おい、ちょっと待てビジョン。俺の夕飯を勝手に下げるなって。食べるから。ちゃんと食べるから……」







　夜になると、アリシアが俺の部屋を訪ねてきた。

　シャーロット以外の女の子が俺の部屋に来るなんて、今までに一度もなかった。というか今、アリシアが俺の部屋に来るってだけで学園でとんでもない噂うわさになってしまうのに、アリシアには気にしたところはない。俺と違い、強きよう靭じんなメンタルを持っているようだ。

　そして開口一番、俺がサーキスタ王室の一員であるアリシアの婚約者に選ばれた理由を改めて教えてくれたのだった。

「サーキスタとダリスの関係強化よ」

「……それに、俺たちが選ばれたってこと？」

　いやいやいや。

　二国の関係強化に使われるほど、俺たちは出来た人間だろうか。

　古今東西、確かに有力者の子供同士の結婚によって関係を強化してきた国は腐くさるほどある。

　しかし、俺とアリシアがそれに当てはまるかと言われれば、俺の中では疑ぎ問もん符ふがついてしまうのであった。

「スロウ。貴方あなたは気づいてないの？　今、色々な国では風の神童が帰き還かんしたって噂されていて、各国はどうやって貴方に近づこうかと模も索さくしているぐらいなのよ」

「……まじで？」

「スロウにも多分、私以外の縁談話が届いていると思うわ。尤もつとも、サーキスタぐらいの大国は動いていないと思うけど……大きい国ほど、慎しん重ちように動くから。サーキスタがこれだけ早く行動に出たのは、私たちが以前、婚約関係にあって、今は二人ともクルッシュ魔法学園に通っているから。あんまりこういう言い方はしたくないけど、すんなりと元の鞘さやに収まるかもしれないって目もく論ろ見みを持っているからでしょうね。はあ、嫌な国に生まれちゃったわね」

　確かにサーキスタという国は娘むすめや息子を制約結婚で様々な国に嫁とつがせてきた。

　アリシアが言うとおり、あの国が、俺に目をつけてきたのは、それと同じ理由だろう。そして、関係諸国にもたくさん伝わっている俺の悪評にビビることなく娘を差し出してきた。

　それだけ俺の力にメリットを感じているということだろう。

　相変わらずアリシアの父親は、そういうところには異常に鼻が利くんだ。

　これから有名になるであろう英えい雄ゆうの卵に、あの国は投資を惜おしまない。

　でも俺は知らなかったよ。俺がどこの誰だれと結婚するかが、そんなに関係諸国を巻き込む大事になっていたなんて。だって、俺だぜ？

「……」

「スロウ。貴方の欠点は自分が周りからどう評価されているのか見えてないところね」

　そう言われると、返す言葉が無かった。




　　　　●




　その日俺はとんでもない夢を見た。

　アリシアと結婚した夢だ。

　シャーロットは相変わらず俺の従者として日常のお世話をしてくれる。

　が、悲しそうな顔で毎日チクリチクリと嫌みを言ってくるのだ。

「あの時の言葉は嘘うそだったんですね……私はスロウ様のことを信じていたのに！」

　途と中ちゆうで夢だと気付いたが、中々夢から覚めないのだ。

　お蔭かげでシャーロットから散々な罵ば倒とうを受ける。一度は好き同士になって、俺は婚約騒そう動どうのさなかでも恰かつ好こよく君一筋だと伝えた。それにもかかわらず最終的に俺はアリシアと結婚したのであった。勿もち論ろん、夢の中の話だ。

　空想だと分かっていても、シャーロットの言葉に心がぐさぐさと抉えぐられていった。

「あなた……また、今日もシャーロットさんに怒おこられたの？　可哀かわいそうに」

　おかしい。どうしてアリシアが俺の寝しん室しつにいるんだ。

　しかも俺はそれを当たり前のように受け入れていた。

　いや、そうか。これは夢だから……仕方がない。夢だから……夢だから。いや、夢だよな？　アリシアとベッドを共にして、アリシアに甘える俺。うう、今日もまたシャーロットに怒られたんだようってさ。これ、夢だよな？

　アリシアに甘えるとあいつは俺の頭をぽんぽんしてくれて、心が満たされていく……。

「はっ！」

　夢か。いや、夢だと分かっていたけれど、中々覚めないし、あまりにもリアルな夢だったから、現実と錯さつ覚かくしてしまいそうになった。

　アリシアと俺が結婚。アリシアと俺が結婚。

　やっぱり違う、このままじゃ俺は最低な男になってしまう。

　それに俺がサーキスタの王女様と結婚ってのは、なんかしっくりこない。

「ぶひ」

　鏡の前に立った。

　そこにはかなりスマートになったデブがいた。

　俺はあの時、この姿を見ながら誓ちかったはずだ。

　シャーロットと一緒になるために俺は何でもするって。

　確かに俺が真っ白豚ぶた公こう爵しやくになったことで、アリシアとの婚約が再燃した。

　それは間ま違ちがいないだろう。

　でも自分のやってきたことに後こう悔かいはない。

　あの時の俺のままじゃ、シャーロットに思いを伝えることさえできなかったんだから。

「ぶひ」

　よし、やっぱりアリシアを捜さがそう。

　一人で打開策を考えていてもだめだ。

　俺はきっと同じ思いを持つアリシアと協力すべきなんだ。

「ぶひ！」

　よし決めた。明日あした朝起きたらすぐにアリシアのところに行こう。

　二人で団結して、この婚約話を破は棄きするよう、お互たがいの家に伝えるんだ。

　人の人生を好き勝手にできると思うなって、怒ってやるんだ。







　しかし俺の目論見はたやすく崩くずれ去ってしまうのだった。

「え？　アリシアが部屋から出てこない？」

　学園にその噂が回ったのは一いつ瞬しゆんのことだった。

　アリシアが授業に出なくなったのだ。

　自分の部屋に引き籠こもっていると言っていい。

　今のアリシアは注目の的だ。

　だけど、アリシアは昨夜ゆうべ俺の部屋に来た。あいつは噂なんて気にしない性格だと思っていたけれど……。

「アリシア様もきっと悩なやんでおられたんだなぁ。突とつ然ぜんデニングと結婚なんて言われたらそりゃビビるよな。今はだいぶまともになったけど、元があれだからな」

「いつまた、リアルオークに戻もどるか分からないし」

「前に女子生徒から聞いたことがあるんだけどさぁ、アリシア様って毎月のようにサーキスタからお見合い相手の情報が来るんだってさ。そりゃあ、大国のサーキスタ王族だ。よりどりみどりって感じなんだけど、アリシア様はそれを全すべて断っていたらしいぞ」

「でもさ、やっぱり家いえ柄がらがいいと何もしなくても可愛かわいい子ゲットできるんだな」




　あいつらは俺に聞こえていないと思っているみたいだけど……こっちは聴ちよう覚かくを魔ま法ほうで強化しているんだよ。それぐらい俺にはお手の物なんだ。はあ、勝手なことを言いやがって。

　昨夜はあんな夢を見たし、俺が今どれだけ悩んでいるか知らないのかよ。

　だけど、こういった話題は当事者である俺たちが反応したらいけないのである。

　耳には入ってくるけど、完全スルーを決め込む。それが鉄板だ。婚約の噂が出ているけど、俺には全く関係ないね。そういう態度を取れば、いつかは事態が鎮ちん静せいするかもしれない。そう願って、俺は噂をスルーし続けた。

　だけど、態度には出てしまう。おっといけない。ぶつかった。

「あ。デニング様！　アリシア様との婚約おめでとうございます！」

「デニング様、ばんざーい！」

　さすがにこれは反応せざるを得ないだろ。

　俺に向かって話題に出しやがるんだから。

　でも、俺は決死の覚かく悟ごをもって、表情を歪ゆがめるに留とどめておく。

「……」

　しかし、アリシアだよアリシア。あいつ、どうしたんだろう。

　昔はカリーナ姫ひめが引き籠ったことがあったが、最近の姫様という奴やつらは引き籠りがちなのだろうか。しかしこうなってしまったらどうやったらアリシアと連れん絡らくを取ればいいだろうか。







　アリシアは、面会謝絶らしい。

　理由は、風邪かぜ。近寄れば病気がうつる可能性もあるから、お見み舞まいも禁止とのことだ。

　このタイミングで、あいつが体調を崩すなんてらしくない。

　俺はアリシアに会うために女子寮りようへ向かったのだが、寮りよう監かんからそう説明を受けたのだ。

　さすがのデニング様でも、ダメですってさ。

「やっぱりあいつとの婚こん約やく関係が嫌いやだったんだろうなぁ」

「アリシア様には悪いけど、デニング様がおかしくなったのってアリシア様との婚約が嫌だったからって噂もあるじゃない。それはプライドが傷つくってものよね」

　おいおい、どうして俺のせいになるんだよ。

　さすがに傷つくわ。あいつら、俺相手だったら何でも言っていいとか思ってないか？

　一度真っ黒豚公爵に戻ってあいつらをシめた方がいいんじゃないかとか、物ぶつ騒そうな発想が頭の中に浮うかぶ。

「……ぶひい」

　でも、まずいなぁ。あいつらの話にも、一理あるかもなと思ってしまったことがだ。

　よくよく考えてみたらアリシアが引き籠るようになったのって俺が原因じゃないか。

　今のアリシアは、一人ぼっちだ。俺にとってのシャーロットのように何でも相談出来る味方が今のアリシアにはいないんだ。アニメの中ではアリシアには、シューヤがいた。

　だけど、こっちではあいつらの仲はアニメ程ほど深まっていない。

　アリシアがシューヤと仲良くなっていないのは、俺が帝てい国こくとの戦争を回かい避ひするためにいろいろ動き回ったからだ。

　あの二人が仲良くなるためのイベントがほとんど発生していないのだ。

「あ。先せん輩ぱいが黄昏たそがれてる」

「ちょっと待つんだ、ティナ嬢じよう。今、スロウ様に話しかけるのはまずい。あの顔を見てごらん。未来に深い思いを馳はせている、そんな顔をしているだろ？」

　アリシアとシューヤ、二人の関係を考えていると、アリシアがアニメの中でシューヤ相手に愚ぐ痴ちを零こぼしていたシーンを思い出す。

　アリシアは故郷サーキスタのことを嫌きらっている、それはあの国の政略結けつ婚こんを求めるシステムを嫌っているからだ。政略結婚から逃のがれるために、アリシアはいざとなったら国を捨てる覚悟もあると言っていた。

　そして一番大事なことだが、あの時確かに国を捨てる以外にも、政略結婚から逃にげる方法はあるとアリシアは言っていた。

　そのためのやり方をアリシアはシューヤに語っていたことがあった。

　曰いわく、ダリスとの関係強化を図はかるには、ある迷宮ダンジヨンにあるアイテムを見つければいいって。

「……確かに。さすが、ビジョン様は先輩のお友達ですね」

「当たり前だ。スロウ様のことは、誰だれよりもよく分かっている。あの顔を見れば、最近悪夢を見たってことも分かるさ。そうだな、今日は快かい眠みん出来るよう、スロウ様の夕食は野菜中心にしてもらうように頼たのむとしよう」

　いやいやでもなぁ。

　頭の中にふと浮かんだ考えを即そく座ざに否定する。

　アリシアが言っていた迷宮ダンジヨンは、非常に曰く付きの迷宮ダンジヨンであるからだ。

　口にするのも恐おそろしい場所。その場所の名前は、サーキスタ大迷宮、悪魔の牢獄デーモンランドである。
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「……ていうか、そこの二人！　全部聞こえているからな！　後、俺の夕ご飯を勝手に野菜中心にするのはまじでやめてくれ！　どんな時でも俺はお肉を腹はら一いつ杯ぱい食べたいんだ！」







　夕食時の食堂で、俺はシューヤの姿を見つけ、あいつの隣となりに座ってやった。

　シューヤに聞きたいことがあったから、あいつが食堂にやってくるのをずっと待っていたんだ。シューヤは俺の姿を見て、顔をひきつらせていた。

　何だよ、おい。その反応は。

　こっちだってな、お前に言いたいことは色々あるけどぐっとこらえているんだよ。

　ちなみに一番言いたいのは、どうして俺とアリシアの大事な婚約話をお前から聞かされないといけなかったのかってことだ。

「で、デニング。なんだよ急に」

「お前にちょっと聞きたいことがあってな……」

　アニメの中でアリシアはシューヤに、政略結婚から逃げる方法を語っていた。

　それは、悪魔の牢獄デーモンランドの中に住んでいるモンスターから、とあるマジックアイテムを取り戻せば全ての問題が解決するということだ。俺がシューヤに確かく認にんしたいことは、それだ。

　アリシアがアニメで語っていた最終手段に向けて行動を起こしているかが知りたい。

「おい、シューヤ。お前はアリシアと仲がいいだろう。アリシアが引き籠ったことについて、直接あいつから聞いてないのかよ。風邪って絶対にウソだろ」

「な、何にも聞いてないって！」

「本当か？　もし俺に隠かくしていることがあったら、ちゃんと言えよ。正直に話したら、俺の根野菜をやるから！」

　だけど、シューヤは口を割らなかった。

　根野菜でだめなら、俺の肉料理を一品プレゼントしてやろうと思っていたんだけど強ごう情じような奴だ。

　でもシューヤの反応を見ている限り、本当に何も知らない可能性もある。

　アニメの中程、こいつらの関係が進展していないことは事実なんだ。

　アリシアはシューヤに今回の婚約騒そう動どうは何も相談していないのだろうか。







　夜。ベッドの中で考える。当然、題材はあれだ。俺とアリシアの、あれだ。

「……」

　俺はアリシアがこのまま大人しくしているとは、夢にも思えなかった。

　アリシアは人から言われてそれを素す直なおに受け取り、誰かの言いなりになるような奴じゃない。それはアニメの中でも証明されている。実際にサーキスタからろくでもない男との婚約の話が出てシューヤと一いつ緒しよにその話をぶち壊こわしたことがあった。

「……そもそも、俺たちの婚約の話がどこから出てきたのかって話だ」

　俺とアリシアの婚約騒動。

　目的は、サーキスタとダリスの同盟強化だろう。

　スロウ・デニングを取り込むことで、サーキスタはダリスとの関係を盤ばん石じやくにしたい。少なくとも、サーキスタは俺とアリシアが結婚することで同盟強化に繋つながる何かがあればいい。

「はあ……当事者の思いを完全に無視ってところがはた迷めい惑わくなところだよな……」

　この婚約の話を潰つぶすのは、意外と単純だ。

　俺とアリシアが結婚しなくても、今まで以上の同盟強化に繋がればいいんだ。

　サーキスタが不安に思わないくらい、同盟関係が盤石だって分からせればいい。

　その秘策は、無いことはない。

　ただ、秘策はなんていうか諸もろ刃はの剣つるぎでもあるんだ。俺一人でがんばってもどうにもならない。だけど俺には確信がある。その秘策は、アリシアも知っている。

　というかアニメの中ではアリシア本人がシューヤに語っていた。

「でもなあ……全部、俺の推測なんだよなあ」

　確定した証しよう拠こなんて何もない。

　だけど今、アリシアが引き籠っているなら、何の手配も協力者を呼ぶことも出来ないので、やはり俺の考えすぎだろう。しかし、俺はただアリシアが将来に悲観して部屋の中に引き籠っているというのはとても考えつかなかった。

　アリシアという少女は、困難があれば打ち破るタイプの人間だからな。

　だから何としてでもアリシアの現在が知りたいところではあるんだけど、あいつは今面会謝絶中だ。

「……嘘うそだろ。もう外が明るい」

　考え込んでいると、朝になっていた。







　シャーロットにご飯を持ってきてもらって、今日は授業をさぼることにした。

　今は授業よりも遥はるかに婚約騒動の方が大事だからな。

「スロウ様。やっぱり一度、公こう爵しやく家に戻もどったほうがいいんじゃないですか？」

「……戻ってる間に外そと堀ぼりを埋うめられて、既き成せい事実を作られてしまう気がする。それならこの学園に残って、アリシアと一緒に何か行動を起こしたほうがいい」

「行動を起こすって言ったって……」

「とりあえずシャーロット。公爵家にはふざけんなって連絡しといて欲しい」

　シャーロットは俺と公爵家の間を繋ぐ役目を持っている。

　俺が直接連絡を取れば、冷静に対応するのは難しいだろう。シャーロットが俺たちの間にいることで、俺は自分自身を冷静に見つめなおすことが出来るのである。

「そういえば、スロウ様。私、変な話を聞いたんですけど……」

「変な話？　俺のことについて？」

「いえ……直接スロウ様のことってわけじゃないんですけど……アリシア様が夜な夜なあのシューヤさんと会って何かを話し込んでいるって……もしかしたらあの二人が国を捨てて駆かけ落ちするんじゃないかって……」

「ぶぽっ」

　思わず、飲んでいたお茶にむせる。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　スロウ様」

「あの二人が駆け落ち？　それはめちゃくちゃ興味深い話題だ」

　確かにあの二人は仲がいい。

　アリシアにとってはこの学年唯ゆい一いつの友達と言ってもいいくらい、いつも一緒にいる。

　今このタイミングであの二人が一緒にいるという事は、そういう邪じや推すいをされても仕方がないかもしれない。だけど、アリシアが引き籠こもりを始めたこのタイミングでシューヤに会うなんて……少しだけ軽けい率そつな気がする。




　この魔ま法ほう学園で、アリシアの友達と言われて思い当たる人間は多くはない。

　むしろ少ないと言えるだろう。

　それこそ、アニメ展開が始まらなかった今は、シューヤぐらいのものだ。

　うっ、俺のせいだと言われればその通り、そのことについて考えると罪悪感が……。

　アリシアとシューヤ。サーキスタの王女様とダリスの末まつ端たん貴族の二人。

　あの二人は実は付き合っているんじゃないか、そんな噂うわさが出たことはこれまでに数度ある。でも、あの二人の様子を知れば、それは間ま違ちがいだとすぐに分かるのだ。

　事態が事態だ。

　あの二人が駆け落ちするなんて噂をしている中には面おも白しろがっている者もいるのだろう。

　でも、確かに部屋の外では、アリシアの嫌いやな噂まで流れているのは事実のようだ。

『アリシア様もさ、デニング様にふられた感じだったから、もう一度公爵家とくっつくとは思ってなかったけど……さすが政略結婚でのし上がった国だ』

『デニング様がちょっと有名になったら飛びついてくるなんて、サーキスタは見境なしっていうかさぁ」

　もしかしたらあんな嫌な噂を聞いて、アリシアは部屋に引き籠ったのかもしれない。







　さて、シャーロットから非常に興味深い話を聞いたことで、俺の考えも固まった。

　シューヤとアリシアの二人が駆け落ち？　そんな甘い話は無いと断言出来るけど、あの二人がこそこそと何かをやっているのは事実のようで。

　……元真っ黒豚公爵であるこの俺を甘く見るなよ、シューヤ。

　俺はやる時は、とことんやる男。

　真っ黒豚公爵時代の繋がりは伊達だてじゃない。

　魔法学園に出入りしている商人を捕つかまえて、まずは金を握らせた。

「公爵家の若君！　お久しぶりですなぁ！　本当にそれだけで、いいんですか？　シューヤ・ニュケルンの行動を監かん視しするだけにしては高額な気がしますが」

「何も聞かない代わりだと思ってくれ。じゃあ、頼むよ」

　俺はお金を出してクルッシュ魔法学園へ出入りをしている商人へシューヤの行動を見張るよう依い頼らいした。

　この恰かつ幅ぷくのいい中年は、ヨーレムの町を仕切っている一人。

　部下には盗とう賊ぞくもいるし、この男に頼めばヨーレムの町でシューヤが取っている行動は筒つつ抜ぬけになるだろう。良心の呵か責しやく？　ないない、そんなものは。

　そして、効果は、覿てき面めんだった。







「──公爵家の若君。本当に楽な仕事でしたぜ。実は──」

　ヨーレムの町での、シューヤの行動を調べるために俺は黒い手段を採った。

　魔法学園に出入りする商人に金を渡わたして、あいつの行動を探さぐらせたのだ。

　すると出てくるわ、出てくるわ。

　あいつがヨーレムの町で過ごしていた時の行動の数々。

　商人が魔法学園に乗ってくる馬車の中で、俺は報告を聞いていた。

「ふうん。冒ぼう険けん者ギルドで、高名な冒険者探しか。へえ、雇やとい主名はシューヤじゃなくてアリシアなのか……ほうほう、特別クエストの依頼ねえ……」

　さて。

　シューヤがヨーレムの町で何をしていたか。

　俺は金を握にぎらせた商人から報告を受けることでシューヤの行動を正確に掴つかむことが出来たのだった。

「それが、公爵家の若君。あの若者は金に糸目はつけないと言ったそうですぞ」

「……てことは、やっぱりシューヤ独自の行動じゃないな。あいつにそんな金は……」

　あいつは冒険者ギルドで、高名な冒険者を探していた。

　しかもあいつは面白いことに、金ならいくらでも出すと冒険者ギルドの受付に言ってのけたらしい。

　俺が最も知りたかったのは、シューヤが攻こう略りやく予定の迷宮ダンジヨンを指定したかどうかだ。

　結論は出た。

　シューヤは攻略対象の迷宮を指定した。

　それは、サーキスタにある悪魔の牢獄デーモンランド。ドンピシャだ。

　やっぱりアリシアは行動を開始している。

「あの若者は悪魔の牢獄デーモンランドを攻略するにあたり、詳しよう細さいな地図を提供すると言ったようです。悪魔の牢獄デーモンランドの地図なんて巷ちまたに偽にせ物ものが山ほど出回っておりますので、高位冒険者が特別クエストを受注するとは思えませんが……しかし、悪魔の牢獄デーモンランドとは物ぶつ騒そうですな」

「ここまで調べてくれたら充じゆう分ぶんだ。後はこっちでやる。あ、いつものことだけど、余り嗅かぎまわると、良くないことが起こるぞ」

「はは、怖こわい怖い。じゃあ。あっしはこれで……」




　報告を受けた後は、そそくさと自室に戻る。

　ベッドに倒たおれこんで、手に入れた事実を頭の中で繋げていく。

　シューヤがアリシアに頼たのまれてヨーレムの町で行ったこと。

　それは冒険者ギルドへ高位冒険者の紹しよう介かい依頼、迷宮の攻略のために特別クエストを依頼、指定した迷宮は悪魔の牢獄デーモンランド。

　そして、迷宮攻略に役立つ正確な地図を提供するとギルドに伝えた。

　あとは冒険者ギルドの情報を見て、高位冒険者が食いつくかどうかだが……こればっかりは運要素だな。

「はあ。これだけ情報が出てくれば、確定か。でも、アリシアの奴やつ。少しは俺に相談してくれたっていいのになぁ……俺はシューヤよりも役に立つぞ……まあそれだけあいつも必死ってことか……」

　サーキスタの王室は、功績が求められる。

　王子に生まれたら指導力とか武力で国に貢こう献けんすることができるけど、王女は大たい抵てい、政略結婚の道具だ。アニメの中では実現しなかったけれど、アリシアの奴は勝手に婚こん約やく候補を決められた場合の最後の手段として言っていたやり方がある。




　悪魔の牢獄デーモンランドには、サーキスタやダリスといった南の大国が喉のどから手が出る程ほど、奪だつ還かんを求めているマジックアイテムが多数、存在する。

　お宝に目がない異い形ぎようの収集家。

　簒さん奪だつの限りを尽つくし、幾いくつもの大国に喧けん嘩かを売った呆あきれたスライムが存在するのだ。

「……本気なんだな、アリシア」

　俺も覚かく悟ごを決めた。

　あいつは、アニメの中で言っていた。

　いざという場合に備えて、サーキスタから魔法学園に持ち込んだものがあると。

　それこそが、サーキスタ大迷宮、悪魔の牢獄デーモンランドの地図に他ほかならないのだろう。







　そして、その日が来た。

　アリシアがこっそりと学園の外に向かったのだ。

　早朝のうちに、学園の外に出ていく姿をシャーロットが目もく撃げきしていたらしい。

「スロウ様！　アリシア様は一人でした！」

「でかしたシャーロット。俺たちもすぐに追いかけよう」

　一人ってことはシューヤを連れていくことはなかったようだ。

　これは意外だった。シューヤに協力させ、ヨーレムの町で色々させていたのに、最終的には、危険な冒険にシューヤを関かかわらせないことをアリシアは選んだということだ。

　でもそうか。

　シューヤが命をかけるほど二人はまだ仲良くなってないということなのだろう。

　シューヤがついていかないのは、俺にとってはありがたいことだった。

　アニメの主人公が引き起こす、想定外の事象が起こらなくなるからな。

「……行こう、シャーロット」

「アリシア様を、一人で行かせるわけにはいかないですもんね！」

「勿もち論ろんだ」

　事前にシャーロットには、伝えていた。

　躍やつ起きになったアリシアが非常に危険な手段を選せん択たくする可能性があると。

　そして、その日が来た場合、俺はアリシアの旅に同行しようと思っていることも伝えた。




　危険な旅になる。

　向かう先は悪あく辣らつ極きわまりないサーキスタの大迷宮。

　だけど、シャーロットも俺の考えに理解を示してくれた。







　クルッシュ魔法学園の外に広がっているのは、雄ゆう大だいな大自然。

　俺とシャーロットはひたすら目的の場所に向かって、森の中を歩き続けていた。

　学園を出発したのは、朝早くのこと。

　空気が澄すんで爽さわやかだなあなんて思ったのは最初だけ。

　すぐに枝という枝を自らの腕うででかき分けて進んでいく作業に辟へき易えきとする。

　そもそもクルッシュ魔法学園の外に広がる森で整備されているのは学園の周りだけだ。

　数分も歩けば、手付かずの大森林に迷い込む。

「スロウ様……アリシア様、凄すごく辛つらそうですけど大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「あれは単純に体力不足なだけだよ」

「……私たちが尾び行こうしていること、気づかれていないでしょうか」

「大丈夫。俺たちが尾行しているなんて夢にも思っていない」

　でも、シャーロットの言うとおり万が一を考えて、森の中を進むアリシアから距きよ離りを取った。尾行には支障がない。あいつの痕こん跡せきがそこら中に残っていて、余よ裕ゆうだ。

　シューヤと同じように、アリシアは素人しろうとと言わざるを得なかった。

　誰だれかが後をついて来るなんて、考えもしていないようだ。

　通常、秘ひ密みつ裡りに行動するときは、こうした森の中では痕跡を残さずに行くものだ。

　まぁアリシアにそんなプロの技わざを求めても仕方がないことではあるが。

　そして、森の中を数時間歩き、枝をかき分けた先に、俺はついに見つけた。

「シャーロット、ちょっと止まろう。アリシアが、合流するみたいだ」

「アリシア様が雇った人はどれだけ強そうな冒険者さんなんでしょう」

「さあ。でも、あの迷宮に挑ちよう戦せんしようっていうんだ。とんでもない大男か……」

　俺たちの目の前に現れたのは、すっかり老朽化した街かい道どう。

　そんな、どこに続いているのかも分からない街道には──。

　沢たく山さんの荷物が詰つめ込まれた一台の荷馬車。

　そして、恐おそらくは冒険者だろう不思議な恰かつ好こうをした誰かの姿もある。

　アリシアはそいつと少し言葉を交かわすと、そのまま馬車に乗り込もうとする。

　だから、俺はシャーロットを連れて、枝をかき分け、その場へ現れた。

「ちょっと待てよアリシア。お前はどこに行くつもりだ」

　今まさに、馬車に乗り込むところであったアリシアは、目を見開いて、俺たちの姿を見た。








二章　サーキスタ大迷宮へ向かって









　アリシアが向かう先は、サーキスタ大迷宮。

　それは秘密の旅。王室の人間が勝手にそんな場所へ行くなんて誰にもバレてはいけないから、アリシアが待ち合わせ場所にこんな森の奥深くを選んだのも納なつ得とくだった。

「アリシア様。他の者を連れてくるとは、聞いていませんが」

　そして、馬車に繋つながれた巨きよ大だいなモンスターの頭を撫なでている者がいる。

　顔の大半を白い包帯で覆おおい、性別も分からない。

　金色の髪かみに白い肌はだ、エメラルド色の瞳ひとみ。

　そいつは、俺たちを見て、腰こしに差している剣けんに手を添そえる。

「ブロウ。驚おどろいているのは私もよ。まさか、つけられているとは思いもしなかったわ」

「彼らを……排はい除じよしますか？」

　ずいぶんと物騒な会話だ。

　不思議な出いで立ちの何者かが、アリシアを守るように立つ。

　あいつがアリシアがサーキスタ大迷宮を攻略するために雇やとった冒険者か。

　俺たちの存在に対して一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたようだが、すぐに立ち直る。

　……手練てだれだな。一見すると気付きにくいけど、多数のマジックアイテムを身につけている。マジックアイテム使いか。

　俺はそいつとアリシアの関係を確信していたが、一応確かく認にんする。

「アリシア、そいつは誰だ」

「私のこれからに必要だから……雇ったのよ」

「見たところ雇うのにかなりの金が必要そうな高位冒険者じゃないか。お前ってそんなお金持ちだったのか？」

「そうね全財産を使ったわ」

「ずっと、引き籠こもっていたって聞いていたけど、どうやって？　まさか誰かを冒険者ギルドに向かわせたのか？　そうだな、お前と仲が良いシューヤとかは手ごろかもな」

　アリシアがむっとした顔をする。シューヤの名前が出て、明らかに反応した。

　シャーロットが心配そうに俺の服を掴つかむ。

　大丈夫、シャーロット。俺はアリシアと喧嘩をしにきたわけではない。

　むしろ逆だから。

「何が言いたいの、スロウ。私たち、急ぎの用があるからこんな場所で時間を使うわけにはいかないんだけど」

「アリシア。俺たちも連れて行ってくれないか。きっと役に立つ」

「……え？」

　その言葉があまりにも予想外だったのか、アリシアは、パチパチと目を瞬しばたたかせた。







　結論から、言えば、俺とシャーロットの同行は認められた。

　思っていたよりも、すんなりと。

　アリシアが雇った冒険者も、依い頼らい主であるアリシアが認めるならと拒きよ絶ぜつはしなかった。

「随ずい分ぶんな荷物の量だな」

「あの冒険者、ブロウの話だと、十日間は馬車の旅らしいから、これぐらいの量は必要よ。それに人数が増えたから、切り詰めないといけないわ」

　──アリシアは、よく俺の同行を素す直なおに認めたよな。

　アリシアが向かう先、それは迷宮ダンジヨンである。しかも、ただの迷宮ダンジヨンじゃない。

　アリシアも本心では、あの冒険者一人では心細いと思っていたのだろうと推測。

　何せ、向かう先はあのサーキスタ大迷宮だからな。

　俺たちは馬車の中で揺ゆれている。

　荷馬車の窓は全すべて光を通さない幕で覆われ、まだ昼間だというのに中はすこぶる暗かった。しかも時折車輪が乗り上げる石のせいか、馬車はガタガタと揺れてお世辞にも快適であるとは言えなかった。

　まっ、今回の旅に快適さなんか一いつ切さい求めてないからいいんだけど。

　荷馬車には食料や冒険者の必ひつ需じゆ品が押し込まれた箱が何十箱も積まれている。

　種類は多種多様で、元々の二人だけだとこの量、数週間は持つだろうな。

「……くうくう」

　シャーロットは俺の隣となりで夢の世界だ。

　アリシアの出発を確認するため、女子寮りようの中で見張ってもらっていたのだ。

　シャーロットには悪いことをしたけれど女子寮の中に俺が入ったら不ふ審しん者だからな……。

「……」

　アリシアは、俺の真ん前で何か考え事の真っ最中。

　まあ、考えるべきことは山のようにあるだろう。

「……くうくう」

　いつだって旅の始まりに必要なのは現状の把は握あくなのだけど、その前に確認したいことが一つある。

「アリシア。あの冒険者、信用出来るのか？　多分、結構凄い魔物使いモンスターテイマーだぞ」

　朽ちかけた街道には荷馬車が一台で、それを引くべき馬がいなかった。

　荷馬車のサイズと俺たちの人数を考えれば、若くて健康な馬が最低、二頭は必要だった。

　けれど、今俺たちが乗っている馬車を引いているのは馬じゃない。

　モンスターだ。モンスターなのだ。

　俺たちは今、モンスターに馬車を引っ張らせているのだ。

「そうみたいね……でも、信用はしているわ」

「それは、冒険者ギルドから紹しよう介かいされたからってだけか？」

「別に、それだけが理由ってわけじゃないわ。言えるのは、私が信用に足るって思うだけの理由を彼女が持っていたってこと。それだけじゃ不満？」

「……そこは教えてくれないってわけか。でもまあ、あのモンスターは驚いたよ」

　話がまとまって、俺が荷馬車に近づこうとした時、それは起きたのだ。

　大型のモンスターが、その巨大な脚あしで森の木々をかき分けるようにして現れたのだ。

　感情のない真っ黒い瞳が俺たちを捉とらえていた。捕ほ食しよく者、一いつ般ぱん的な人間よりも食物連れん鎖さ上、遥はるかな上位に位置するモンスター。

　特筆すべきは民家をも包み込むその巨大な身体と脚の数だろうか。

　カチカチと爪つめを鳴らす八本脚の異い形ぎようの姿。

　頭の中に浮うかぶ似通った姿のモンスターたちから一匹ぴきの名前を絞しぼり出した。

　──八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスだ。

「……アリシア。あいつ、お前が思っているよりも相当凄いモンスターだぞ」

「そうなの？　おっきい蜘蛛なだけじゃないの？」

「旅する蜘蛛と呼ばれていて、悪路を物ともせず体力も無む尽じん蔵ぞうだ。正直、今の俺たちにとってあれほどぴったりなモンスターはいない」

「ふうん。私が雇った冒険者はやっぱり有能ってことじゃない」

　名前だけは知っていた。巣を張り獲え物ものを待つのが普ふ通つうの蜘蛛であるが、八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスは特定の居住地を持たずに移動を繰くり返すモンスターだ。好戦的で恐れを知らない危険なモンスターなのに、魔物使いモンスターテイマーに使し役えきされているとはなかなか信じがたい。

　本来、迷宮ダンジヨンの奥底にいるようなモンスターなのだ。

「よくあんな珍めずらしい魔物使いモンスターテイマーを雇えたものだな」

「そうね……本当に、運が良かったわ」

　俺は巨大蜘蛛の登場に杖つえを構えようとしたが、その必要はすぐに杞き憂ゆうに終わった。

　モンスターの首に首輪がついていたからだ。

　その首輪は、魔物使いモンスターテイマーが使役するモンスターにつける証あかしの首輪。

　人間に危害を加えないことの証明でもある。

「次の時代はどれだけ優ゆう秀しゆうな魔物使いモンスターテイマーを集められるかで国力が決まるって言われているぐらいだ。しかも、あの冒険者は薬とかでモンスターを洗脳するタイプじゃないから猶なお更さらだ」

　信しん頼らい関係で魔物を手て懐なずけるタイプ。

　一般的に普通の魔ま法ほう使つかいは薬を使って魔物を思い通りに調教するものだ。

　あんな風に心から信頼関係を構築できるなんて、かなりの実力者でないと無理だ。

　そもそもあんなモンスターと大半の人間は近づくだけでも御ご免めんだろうが。

「……揺れるわね」

「引いているのがモンスターだから。その辺の配はい慮りよは、さすがにな」

　今、俺たちは驚くべき速度で、道ならぬ場所を進んでいる。

　御ぎよ者しや台だいに座るあの冒険者、ブロウが蜘蛛に道の指示を出している。

　八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスは悪路を旅する蜘蛛とも言われる通り、前方に道が無ければ口から酸性の液体を吐はき出し、道を作り出していく。その強ごう引いんな姿は圧巻の一言だった。

「でも、スロウ。どうして、私がやろうとしていることが分かったの？」

「シューヤを尾び行こうさせた。あいつがヨーレムの町の冒険者ギルドで、冒険者を探していたことはすぐに分かったよ」

「あの馬ば鹿かシューヤ……何が自分に任せろよ。きっちり、情報漏もれているじゃない」

　俺が雇った商人が優秀すぎただけのことで、シューヤは悪くはない。

　公こう爵しやく家の人間であれば追つい跡せきや尾行をかわす教育を受けているが、シューヤは違ちがう。

　アリシアもそこは分かっているのだろう。大きなため息を吐き出すだけだ。

「スロウ、聞くまでもないと思うけど、一応確認。私の行き先がどこか知っているのかしら」

「知っているさ。サーキスタ大迷宮の中層を構成する一つ、悪魔の黒剣デーモンスライスだろう？」

「どこまで知っているの？　それはシューヤも知らない筈はずよ。あいつには依頼事じ項こうを書いた紙しか渡わたしていないから」

「お前が冒険者ギルドに依頼した内容を詳しよう細さいに調べさせてもらった」

「……呆あきれた。それってれっきとした犯罪なんだけど。冒険者ギルドが漏らしたのかしら」

「まあいいじゃないか。俺も公爵家の人間として、それだけの伝手つてはあるってことだ。それで、アリシア。お前の目的は、スライムが騎き士し国家から奪うばい取った二属の杖ダブルワンドの奪だつ還かんか？」

　アリシアは頷うなずいた。

　もうちょっと粘ねばるかと思ったら、あっさり認めたので驚おどろいた。

「私たちの婚こん約やく、目的がダリスとサーキスタの同盟強化にあるなら、二属の杖ダブルワンドを取り返したら終わりでしょ。あれがあれば、私たちの婚約の話は綺き麗れいさっぱり無くなるわ」

「それが、どれだけ難しいことか分かっているのか？」

「だからサーキスタ大迷宮に潜もぐった経験のある冒険者をギルドで募ぼ集しゆうしたのよ。それに、私にはこれがあるから」

　そう言って、アリシアは一冊の本を見せつける。




　沢たく山さんの迷宮を持つサーキスタ。

　あの国が持つ迷宮のノウハウは、冒険者ギルドに匹ひつ敵てきする。

　特に悪魔の牢獄デーモンランドに関する情報に至っては、冒険者ギルドを超こえていると噂うわさされていた。

　サーキスタの歴史は迷宮との戦いとも言える、そんなサーキスタに向けて冒険者の間で流れていた噂があった。それはサーキスタはかの大迷宮に纏まつわる詳細な地図を持っているのではないかとの噂だ。門外不出、悪魔の牢獄デーモンランドの歴史。

　黒い背表紙の一冊。

　この禍まが々まがしさ、間ま違ちがいない。直感で分かる。

「中身は見せないわよ？　一応、これは国の秘宝だから……」

　俺の目はアリシアの持つそれに釘くぎ付づけとなった。

　アリシアの手の中にある一冊の本、大迷宮の情報が詰つまったお宝。

　今すぐにでもアリシアから奪い取って中身を見たいぐらいだ。

「この地図もそうだけど、ブロウも掘ほり出し物だって私は考えているわ。あの人は、正規のルート以外でのサーキスタ大迷宮への入り口を知っているらしいから」

「……まじで？」

　アリシアの言葉が本当なら、それは驚くべきことだ。

　通常、冒険者ギルドは迷宮ダンジヨンの出入り口を全て管理していて、冒険者の行動把握に努めている。ギルドが管理していない出入り口の情報は非常に貴重なのだ。

　その情報を巡めぐって殺し合いが起きる程度には、な。




　馬車は走り続ける。

　アリシアの目的や中層到とう達たつの手段が少し分かった処ところで、今度はアリシアが聞いてきた。

「ねえ。ずっと、聞きたかったんだけど、スロウはどうなのよ」

「どうって何が？」

「……私に同行したら、責任を取らされるわよ」

　何故なぜかアリシアは躊躇ためらいがちに言った。

「スロウがサーキスタ大迷宮に行ったなんて公爵家の人々に知られたら問題になるわ。本当によかったの？　スロウの父親が許すとはとてもじゃないけど思えないのだけど」

「それを言うなよ。俺だって考えないようにしてるんだからさ。まぁげんこつぐらいで済むような話じゃないことは確かだな」

「ルイス叔父おじ様があそこで消えてから、内々では迷宮ダンジヨン攻略が禁止されているんでしょう？」

「……お前よくその話、知ってるな」

「元婚約者の家の事情だし、ね」

　訓練目的以外で公爵家の人間が迷宮ダンジヨンへ潜ることに対して、俺の父上は良い顔をしない。

　迷宮ダンジヨンの中で金品を得ようとする行こう為いは、冒険者の仕事であって公爵家の人間がする行いとして相応ふさわしくないと考えているからだ。

　そして迷宮ダンジヨンの中でも、サーキスタ大迷宮は、特にご法はつ度と。

　俺の父親の弟、つまり俺の叔父にあたる人物が大迷宮の中で行方ゆくえ不明になったからだ。

「まあ、本気になったお前を、止める方法なんて俺は知らないからな」

「……」

　アリシアが悪魔の牢獄デーモンランドに行く。

　サーキスタの王族が、大迷宮に自ら赴おもむく。

　その意味は計り知れないほど大きい。

　前回シューヤとアリシアは勝手に迷宮都市ゼネラウスに行って、アリシアはきついお灸きゆうをすえられたらしいが、今回は悪魔の牢獄デーモンランド。サーキスタの大迷宮だ。

「私と一いつ緒しよに悪魔の牢獄デーモンランドに行く意味、公爵家の貴方あなたなら分かるでしょ……」

　迷宮都市に向かって偶ぐう然ぜんに巨きよ大だいな抗こう争そうに巻き込まれたこととは大おお違ちがい。

　俺は明らかな危険があると分かっていながら、アリシアと供に迷宮ダンジヨンへ向かうのだ。

「スロウ。今の私たちは別に婚約者でも何でもない。ただの同級生で、それ以上でもそれ以下でもないのよ……」

　間違いなく国際問題になるだろう。

　サーキスタの王女様を止めずに、一緒に悪魔の牢獄デーモンランドに行ったなんて知れたら、俺の立場は厳しいものになる。でも、本気のアリシアを止める方法なんて俺は知らない。

　それならこいつと協力関係になるほうが余よ程ほど、マシだ。

「私に協力しすぎたら……後こう悔かいするわよ」

「そうだな。俺たちは、ただの同級生だ。クルッシュ魔法学園じゃ積極的に絡からむこともなかったし、お前とシューヤみたいに特別仲が好いいってわけじゃない。でも、やっぱり、本気になったお前を止める方法が思い浮かばない。強しいて理由を挙げるならそんなとこかな。本来は止めないといけない立場なんだろうけど、やっぱり無理だ」

　俺は降参とばかりに手を挙げた。

「最悪……公爵家から追放になるかもしれないのに」

「それなら願ったりかなったりだ。常々、デニング公爵家の人間としての生き方が向いていないと思っていた」

　心配そうな顔をするアリシア。

　だけどそれは、事実だった。それぐらい、サーキスタ大迷宮と公爵家の闇やみは根深い。

「「わっ」」

　その時、車輪が何かに乗り上げたのか、一ひと際きわ車体が揺ゆれる。

　俺とアリシアの間に沈ちん黙もくが流れ、ふわりと場ば違ちがいな良い匂においが鼻び腔こうに届く。

　馬車の動きが止まった。

　扉とびらが開かれ、ブロウが現れて、言った。

「──あの子を休ませたい。その間、お昼にしよう」

　速さを優先したいが、定期的に休まないとあの蜘蛛くもにストレスが溜たまってしまうのだという。




　食料は荷馬車の中に山ほど積まれている。

　街かい道どうのわきで火をおこし、ブロウがてきぱきと調理。

　シャーロットが手伝うと言ったのだが、ブロウは一いつ切さいの協力を拒きよ絶ぜつした。

　自分の仕事だからと。だけど、このままじゃ自分のいる意味が薄うすれるからとシャーロットは強きよう硬こうにお手伝いを主張。遂ついに、ブロウが折れた。

「さて、と」

　軽い腹ごしらえをし、俺はあの巨大な蜘蛛の傍そばにいるブロウのもとへ向かう。

　これから先、俺たちは共に迷宮ダンジヨンの中に潜るんだ。

　人となりを知っておくことは重要だろう。

　ブロウは基本的にずっと御者台にいて、見張りや蜘蛛の相手をしているらしい。

　俺とブロウの第一印象はお互たがいに良くない、そんな気がする。だから、少しでも早く打ち解けないとな。こういう時に話さないで、いつ話すんだ。

　そう思って近づくと、向こうから俺に話しかけてきた。

「……友達思いなことだ。これから向かう先が、どこなのか分かっているのか」

　ブロウは蜘蛛に向けていた目とは異なる厳しい視線を向けてくる。

　けれど、それは俺も同じことだ。

「あんたもだろう。どうして、こんな危険な仕事を受けた？　アリシアが狙ねらっているのは、サーキスタ大迷宮だ。あんたも高位冒険者なら、あそこへ潜ることが死を意味することは知っているだろう」

「アリシア様の目的は中層までだ。中層までなら、私も経験がある」

「それでも危険だ。何て言っても、アリシアは素人しろうとだからな。迷宮での活かつ躍やくは期待出来ないし、あんたが中層に潜ったってのもパーティを組んでのことだろう？　勝手が違いすぎる筈だ」

　高位冒険者同士で迷宮ダンジヨンへ潜ることと、素人を連れていくのは訳が違う。

　ブロウも理解しているだろう。

　それこそ、素人同どう伴はんなんて難易度は跳はね上がるってもんだ。

「……はっきり言え。私のことが信用出来ないんだろう？」

「そこまでは言っていない。俺は高位冒険者様がどんな奴やつなのか知りたいだけだ。アリシアを危険にさらすことは出来るだけ避さけたいからな」

「余計な探さぐり合いは面めん倒どうだ。私は、アリシア様が持つ地図に魅み力りよくを感じたから、特別クエストを受けた。それだけだ」

　アリシアが持っている地図は、今、ブロウの手にある。

　これから先、ブロウは御ぎよ者しや台だいに座りながら、サーキスタ大迷宮の地図を読み込んで、戦略を練るのだと言う。

　その地図は大迷宮を熟知する高位冒険者が持つからこそ、価値を発揮するのだろう。

「お金が理由ではない。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。私は、地図を手にして、中層に行く。行く理由がある。それがアリシア様のクエストを受けた理由だ」

　冒険者ギルドでその情報を知ることができなかったが、アリシアだけは信しん頼らいに足る人物という判断を下した。その判断を俺は、信じているに過ぎない。

　だけどこの旅はアリシアにとって将来に関かかわる一大事だから、少なくともアリシア本人が判断を誤ることはないだろうと俺は勝手に思っていた。

「私は冒険者ギルドから、お墨すみ付つきを得ている冒険者だ。迷宮ダンジヨン内での行動においては、誰だれよりも自信がある。少なくともダリスの龍りゆう殺し様よりもね」

　俺のことを知っていたか。まだ自己紹しよう介かいはしていないんだけどな。

　俺も嫌いやみで返そうとする前に、ブロウは話題を変えてきた。

「しかし、君の従者はずいぶんと真面目まじめでよく出来た人間のようだ。私の手伝いをしたいだなんて。結局……押し負けてしまった。あんな子がよく君みたいな人間を慕したっているものだ。一体どんな手品を使った」

「ずいぶんと言ってくれるな」

「大迷宮に潜もぐるには力不足のようだが……君の従者にしては、出来すぎていると思ってね」

　喧けん嘩か腰ごしだ。

　俺はこいつに何かをしたことがあっただろうか。

　いや、ないはずだ。だって初対面なんだから。

　それに、こんな印象に残りやすい冒険者を俺が忘れるわけがなかった。

「まさか君は自分がどれだけ有名か気づいていないのか。私のような冒険者でも噂うわさを聞くぐらい、君の活躍ぶりは有名だ」

　成程。こいつは、そっち側の人間か。

　俺を嫌きらいな人間ということだ。

　これまで俺は大勢の人間に迷めい惑わくをかけてきた。この敵てき愾がい心しんの強さは、きっと俺がリアルオークになったことで、めちゃくちゃな迷惑がかかったんだろう。

「余り勘かん繰ぐるな。私がこうしてわざわざ話しかけたのは、あのスロウ・デニングがここまで変わった理由を知りたいと思ったからだ」

「ちなみにあんたが想像していた俺っていうのはどういう人間なんだ？」

「本人を前にして、言うことは避けたい。ひどいイメージばかりで、君も良い気持ちにはならないだろうからな」







　馬車の旅、一日目は問題なく過ぎた。

　夜になると、あの巨大な蜘蛛も睡すい眠みんを取るために動きを止める。

　やっと、あの揺れから俺たちは解放された。

　大量の毛布を借り、床ゆかの上に即そく席せきのベッドを構築。アリシアとシャーロットは俺を挟はさむようにして、横になる。二人には枕まくら用のクッションもあり、好待たい遇ぐうだ。

　あの冒ぼう険けん者、俺と女の子組との間に露ろ骨こつに差をつけてきやがる。

「……スロウ、起きてる？」

　くうくうとシャーロットが寝ね息いきを立てる中、話しかけてきたのはアリシアだった。

　俺は真っ暗な天てん井じようを見ながら、答える。

「起きてるよ。なんだ？」

「今いま更さらだけど、私の行き先が分かっていながらシャーロットさんを連れてくるなんて、何を考えているのよ。まさか、迷宮ダンジヨンの中へ連れていく気なの？」

「そのつもりだけど、何だよ」

「……呆あきれた。幾いくら私の地図があるからって、それは目的地までの最短経路が分かるだけで迷宮の危険は変わらないのよ？」

　そんなの、言われなくても分かっている。シャーロットには、事前に説明をしてあるし、サーキスタの大迷宮がどれだけ危険なのか既すでにシャーロットは理解している。

　それでもシャーロットはアリシアの力になりたいからとやってきたのだ。

　アリシアは事情を知ると、横になりながら、床で毛布にくるまっているシャーロットを見つめた。

「シャーロットは俺の従者だし、それにいざというときは戦力になる」

「誰の判断よ、それ」

「俺の判断だよ。それにシャーロットには切り札がある。何て言ったって俺の従者だ」

「やっぱり呆れた……どんな自信よそれ」

　アリシアは疑わしい目だ。

　無理もない。ブロウも気づいていたが、シャーロットの力は並の魔ま法ほう使つかい以下だ。

　けれどそこを補うのが、シャーロットの枕まくら元もとで眠ねむっている奴である。あいつだ。

　黒い不愛想な猫ねこだ。

　あいつの正体を知ってなお、可愛かわいいなんて思うシャーロットの神経が分からない。

「しかもペット同伴なんて……可愛いけどあのモンスターに食べられないといいわね」

「……縁えん起ぎでもないこと言うなよ」

　頼たよりになるのは、シャーロットじゃなくて、あのペットの方なんだけどな。

　食べられるのだって、きっと蜘蛛の方だろう。

　ま、さすがの大精せい霊れいさんも、あんな恐おそろしい蜘蛛は食べないと思うけどさ。







　馬車で過ごす毎日。

　基本的に馬車の旅は非常に退たい屈くつだ。

　退屈を紛まぎらわすためにあの冒険者がこれまでの武勇伝とかを語って聞かせてくれたら嬉うれしいんだが、サービス精神旺おう盛せいなタイプではないらしい。

　あいつは馬車での移動中はずっと御者台で、アリシアの地図を読み込んでいる。

「アリシア様の婚こん約やく者候補さんって、これまでどういう方が多かったんですか？」

「相手もあるからあんまり言えないわ……シャーロットさん、気になるの？」

　何とか退屈を紛らわせることが出来ているのは、シャーロットの存在が大きい。

　俺とアリシア、そしてあの愛想のない冒険者だけだったら会話も長くは続かない。

　けれど、ここで潤じゆん滑かつ油となってくれるのがシャーロットという女の子の存在なのである。

「サーキスタみたいな大国の王女様はどんな人が紹介されるのか気になって」

「気持ちは分かるけど、そうね……本当は言っちゃダメなんだけど碌ろくな奴はいないわね」

「えー！　そうなんですか？」

　俺も少しは気になっていたことをシャーロットがどんどん聞いてくれる。

　これだけでシャーロットを連れてきた甲斐かいがあるってもんだ。

　俺は興味がない感じで、眠ったふりを続けながら、聞き耳を立てていた。

　話を聞くと、アリシアは選より取り見取りの立場らしい。

「じゃあ……アリシア様はどういった男性がタイプなんですか」

　ナイスだシャーロット。

　これも俺の興味のある分野の話だ。

　アニメの中ではアリシアはシューヤと結ばれたが、最初はまるで異性として認にん識しきしていなかった。べ、別に気にならないが、今後のアリシアとの関係作りにおいて知っていても損はない情報だろう。

「私のタイプ？　……今まで誰も好きになったことなんてないから分からないわよ」

　なんて悲しいことを言うやつだ。

「じゃ、じゃあ、性格なんてどうでしょう！　クルッシュ魔法学園だったらあの人！　とかないですか？」

「性格？　そうね、明るくて、元気な人かしら。シャーロットさんだったら、覚えているかしら。昔、公こう爵しやく家にいたあのお方。ルイス様、あんな感じかしら」

「……ぶひ」

　危ない危ない。

　意外な名前が出て、つい反応しそうになった。

　ルイスって……まじか。それは、俺の叔父おじさんにあたる人物の名前だ。

　いつのまにか冒険者として有名になり、最後にはサーキスタ大迷宮で行方不明になったとされていた。公爵家を捨てて、冒険者になった変わり者。

　俺の父上が、大の迷宮ダンジヨン嫌いになった理由を作り上げた人。

　でも、ルイス叔父さんとアリシアに接点なんかあっただろうか。

「じゃ、じゃあ、シャーロットさんの好きな人とか、教えなさいよ。私だけ教えて、ずるいわ……」

　俺は狸たぬき寝ね入いりを続けているが、眠くなる。

　俺は二人の女子トークを聞きながら、いつの間にか寝入っていた。




「……ぶひい」

　眠れない。昼寝をしたからだ。

　あの二人の女子トークが始まって、少し居い心地ごこちが悪くなって、寝てしまったのだ。

　こういう時は、考え事をするしかなかった。必然的に、俺たちが向かっている迷宮ダンジヨンのことになる。

「……ぶひい」

　サーキスタ大迷宮。

　俺たちが向かっているサーキスタ大迷宮には大陸南方の冒険者の歴史が全すべて詰つまっているといっていい。富や名声、一生かけても手に入らないお宝があそこには存在する。

　しかも冒険者だけじゃなく、あの大迷宮には俺と同じ公爵家直系の人間だって大勢が魅みせられている。

「……スロウ様、スロウ様……起きてますか」

　昨日きのうと違ちがい、今度はシャーロットが話しかけてくる。

「起きてるよ、シャーロット」

「今日、アリシア様との話で出たんですけど、ルイス様、覚えてますか？」

「……あんな強きよう烈れつな人、忘れるわけないよ」

「私……ちょっと思い出しました」

　ルイス・デニング。

　公爵家の中で、一番らしくなかった人。

　今更、思い出したって意味はない。サーキスタ大迷宮で消えたのだから。

「スロウ様。ルイス様って、冒険者にならなかったら公爵家の当主になっていたって本当ですか？」

「それは……本当だよ。俺の父上のほうが性格はまともだったけど、ルイスのほうが強くて、人望があった。あれだけ領民に慕われていた人を俺は他ほかに知らない」

　俺の父上、公爵家現当主バルデロイ・デニング。

　あの堅かた物ぶつ父上の弟は冒険者の道を選び、最後にはサーキスタ大迷宮に消えてしまった。

　そんなわけで公爵家の人間があそこに潜もぐるのは御ご法はつ度とだったりするのだ。

「今日、休きゆう憩けい中にブロウさんが言ってたんです。サーキスタ大迷宮には、亡もう者じやが徘はい徊かいしている。冒険者がそのまま亡者になって、中には記き憶おくを残している人もいるって」

「迷宮の中では何が起きても不思議じゃないからな……でも、シャーロット。それはよくある子供だましの迷信だよ」

「そうですよね……」

　それきり、シャーロットは眠ったのか静かになる。

　俺はルイスの話もそうだけど、シャーロットとあのブロウが、いつの間にか世間話をする仲になっていたことが驚おどろきだった。







「ふうう」

　馬車の旅。身体のあちこちがさ、痛むんだよ。

　馬車を引っ張るあの巨きよ大だい蜘蛛ぐもモンスターが速度を何よりも優先しているせいで、時折馬車はふわりと浮うき上がることもあるし、揺ゆれも凄すごい。

　座っているだけでも頭を壁かべにぶつけてしまうことがよくあるんだ。

「ぶひぶふ」

　休憩の時間は、ストレッチするに限る。

　身体を伸のばすんだ。

「ぶふう」

　しかし、あのモンスター、とんでもない馬力を持っている。

　俺たちが進んでいるのは悪路だ。それにもかかわらず、あいつは馬よりも平気で倍近い距きよ離りを移動する。あと数年もすれば、国同士の戦争は強力なモンスターを調教した魔物使いモンスターテイマーが鍵かぎを握にぎるようになるとはよく言ったもんだ。

「アリシア様。食べてください」

「これ、まずいから嫌いやなんだけど……」

　俺はぎりぎりであの苦行馬車の旅を我が慢まんできるけど、王族として生まれ育ったアリシアにとっては過か酷こくな旅だろう。あいつ、よく耐たえてると思うよ。

　既に数日もあの揺れが激しい馬車で過ごしているっていうのに。

　ん。でも、よく考えればアリシアは以前、シューヤと迷宮都市ゼネラウスに向かうためにモンスターがはびこるヒュージャック跡あと地ちの森林地帯を踏とう破はしている。

　あれに比べたら、がたがた馬車の旅ぐらいどうってことはないか。

「アリシア。食べないなら、俺が貰もらおうか？」

「何だ突とつ然ぜんに。スロウ・デニング、既すでに二人分を食べてまだ欲ほしいというのか……」

「ブロウさん。スロウ様は二人分ぐらいじゃ満足しませんから！」

「何だ従者。その自信は……胸を張って言うことじゃないだろ」




　二人は大だい丈じよう夫ぶそうだけど、俺に困った問題が生まれた。

　それは夜に起きるのだ。

「……くうくう」

「……すやすや」

　気付いた、気付いてしまった。

　この状じよう況きようで、眠れるわけがないだろう。




　俺のそばには二人の女の子がいるんだ。

　しかも学園でも有名なとびきりの美少女二人である。

　自分で言うのもアレだけど俺だって年とし頃ごろの男の子だ。

　その上、そこにいるのはクルッシュ魔ま法ほう学園にいる筈はずのサーキスタからの留学生。

　そのアリシアが、毛布に包くるまってすやすやと眠ねむっているんだ。魔法学園では数多あまたの男子学生ファンを抱かかえ、授業中に居い眠ねむりする姿は妖よう精せいと評される。

　しかもその子は俺の婚約相手なんだ。学園でもとびきりの美少女。

　アニメの中のメインヒロイン様だ。計り知れない行動力を持ち、時に破は天てん荒こうな行動を繰くり返すお姫ひめ様。性しよう根ねはシューヤと同じく真っすぐで、優やさしい心を持った女の子。

「……」

　あどけない表情で、すやすや眠っている。

　学園の奴やつらが、俺には可愛かわいい子ばかり寄ってくると怒おこっていたのも仕方がないだろう。

　でも俺にはすでに心に決めた相手がいるんだ。

　このままじゃ眠れないから外に出て少し冷たい風に当たることにしよう。

　二人を起こさないよう、馬車を降りると、真まっ暗くら闇やみが広がっている。

「……寝ないのか」

　そこにはあいつがいた。

　冒ぼう険けん者ギルドから推すい薦せんされた凄すご腕うでの冒険者。

「依い頼らい主が寝ているんだ、こうやって警備をするのも私の役目だろう。寝ようと思えば昼間いくらでも眠れるからな」

　寒そうだけど、本人は気にしていない。
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　けれど、俺はこんなぬくぬくの毛布を被かぶっている。

　落ちていた木の枝の先に魔法で炎ほのおを燃やす。夜の間は消えないだろう。

　多少は暖を取れるだろう。それを渡わたすとブロウは驚いた様子を見せる。

「魔法使いは……便利だな」

　そう言って、ブロウは受け取った。興味深そうに、俺が作り出した炎を見ている。

　シャーロットは少しずつこの冒険者とコミュニケーションを取っているようだが、俺は違う。まだ少しだけ、警けい戒かいしている。理由は、初めて会ったあの日。

　こいつは多分、俺のことを知っているような気がしたからだ。

「そう言えば、彼女から君のことを聞いたよ」

「彼女？」

「あの従者だ。今日、お昼に、君が変な体操をしていた時、君がまともになった理由を、君の身に一体何があったのかを聞いてみた」

「何のためだよ」

「私の役目はアリシア様をあそこに連れて行くことだ。旅の仲間がどういう人間なのか知る義務があるとは思わないか」

　いけしゃあしゃあと、そんなこと言いやがって。

　巨大な蜘蛛の身体を撫なでながら、ブロウは呟つぶやく。

「回答をもらった。君はきっと、一人では抱え切れない重みを背負っていたからだって」

「……それを知ってどうするんだよ」

「どうもしない。あの公こう爵しやく家の人間が抱える苦く悩のうなんて知りたいものじゃない。ただ、あのスロウ・デニングも一人の人間だったと知ることが出来たのは収しゆう穫かくだ」

「……じゃあ、俺も聞きたいことがある。そのモンスター、一体どうやって手て懐なずけたんだ」

　この巨大な蜘蛛は、迷宮の深部にいるようなモンスターである。

　到とう底てい、人が扱あつかえるようなモンスターじゃない。

「……教えないと分かっていながら、聞くのは性格が悪いと思わないか？」

　まあ、分かっていた。

　魔物使いモンスターテイマーが、自分の手口を教えるわけがないのだ。







　そんな風に何日か過ごしていると、ブロウからサーキスタ国境沿いに到とう着ちやくしたと教えられる。

「火よ、発火しろぶひ」

　集めた木の枝に火の魔法で小さな火を点つける。

　薪たきぎの炎が、チリチリと弾はじける燃えかすと共に夜空へ飛んでいった。

　サーキスタ大迷宮に向かう旅。

　数日を経てちょうど俺たちはサーキスタ国境沿いに滞たい在ざい中。街かい道どうを大きく外れた森の中でちょうどいい水場を発見したので、今日はそこで野営をすることにしたのだった。

　もうすでに自分たちが国境沿いにいることに驚きを隠かくしきれなかった。

　あのモンスター、速度が速いなんてもんじゃない。その分、揺れもしんどいけどな。

「あー、腹減ったぶひ」

　うう、冷える。今日は肌はだ寒ざむい夜だった。

　そろそろ秋から冬へ、季節が着実に移りゆくみたいだ。

　ブロウが魚を捕とってくれて、俺はそれを焼いている。馬車の中に置いてある日持ちのする食料でもいいんだけど、やはり新しん鮮せんさが違う。今か今かと魚が焼けるのを待っていた。

　燃え盛さかる薪の中へどんどん串くし刺ざし肉やブロウが捕ってきた魚を串に刺して放ほうり込んで行く。

「もっと入れるぶひ。もっと、もっとだぶひ。腹減ったんだぶひ」

　シャーロットとアリシアは水みず汲くみにいって、俺は夕ご飯作りの真っ最中であった。

　といっても、食材に火を通すだけなんだけど。

「……ふう」

　アリシアの故郷サーキスタは、一言で言えば豊かな水量を持つ恵めぐまれた大地だ。

　他ほかの南方諸国と異なり、サーキスタには良質な水を含ふくむ巨大な水場が幾いくつも存在しているんだ。彼らサーキスタの民たみの生活と巨大な水場は密着したものであり、昔からサーキスタの民は巨大な湖の傍そばなんかに街を作ることが多かったとか。

　いつでも新鮮な魚が食べられる彼らの生活は非常に羨うらやましい。肉ばっかりじゃ栄養が偏かたよってデブになっちゃうからな。




「……そろそろだぶひい」

　気づけば、薪にぶっ刺さして火を通している何本もの串焼き肉から肉にく汁じゆうが滴したたっている。

　ブロウが馬車の中に用意していた食料は大量だ。迷宮ダンジヨンの中に何日潜るかもわからないし、迷宮に着くまでにできるだけ大量に消費しといたほうがいいだろう。

「……ううん」

　視線を感じる。見られている。森の中か。粘ねばりつくような視線。人間だ。

　でも、この距離から分かるようじゃ、大した相手じゃない。

　暫しばらく俺は放置することにした。




　　　　●




　国境沿いは、どの国であってもごろつきが彷徨さまよっているものだ。

　正規の手段で国を越えようとすれば、税金であったり身元保証のための書類であったりが必要だ。だから国境沿いの正規ルートを通らず、非合法なルートで国と国の間を行き来しようとする人間は後をたたなかった。

　それは商人であったり、国を追われる賞金首の犯罪者であったり、没ぼつ落らく貴族であったり、他国で一からの生活を求める平民であったり様々だ。そして当然、そんな後ろめたい彼らの荷物を奪うばおうとする非合法的な集団というのが国境沿いには多数、存在する。

　暗闇の中に、数十人の男たち。服装はそれぞれバラバラで、しかし共通している点は全員が闇に紛まぎれる黒色の服を着ているということであった。

「貴族が何でこんな馬車にいるのか知らないが、数は圧あつ倒とう的にこちらが上なんだ。この瞬しゆん間かんを逃のがす手はねえ！　なあ、お前ら！　そうだろう！」

　あの少年少女が乗っている馬車は相当立派なものらしい。

　余計な装そう飾しよく品は何もつけられていないが、あの巨きよ大だいな蜘蛛くもが引っ張っても壊こわれないよう全すべてが太く、頑がん強きように作られている。それに、あんなモンスターを利用出来る者は相当な地位につく人間だけであり、あの馬車の中にはとんでもないお宝が積んである可能性が高い。

　それが彼ら盗とう賊ぞく団の読み。

「ゴカン様！　付近一帯のマーキングを開始しました！　モンスターの群れは、目標に向けゆっくりと前進中であります！」

　部下の声に、彼らを束ねる男、魔物使いモンスターテイマーのゴカンはゆっくりと頷うなずいた。

　彼らがこれまで盗賊団としてやってこられたのは徹てつ底てい的な慎しん重ちようさと狙ねらうべき相手をしっかりと吟ぎん味みしてきたからである。




　自分たちよりも数が少なく武力で圧倒できそうな相手。非合法に国境を越えようとする者たちの身なりと財産は一いつ致ちしない。ボロボロに見えても、素す晴ばらしい財産を抱えている可能性がある。そして当然、外見からは推おし量れない実力者の可能性もあった。

　そうやって相手を見み極きわめ、細々と生活することで彼らは命を繋つないできたのだ。

　もう一つの強みは、盗賊団の頭かしらであるゴカンが魔物使いモンスターテイマーであるという事実だ。

「もうすぐゴカン様が操あやつる魔物が到着する。ゴカン様は今回の強ごう奪だつで全ての魔物を出し尽つくすつもりだ！　魔物の群れに巻き込まれないように気をつけろ！」

　ゴカンは魔物使いモンスターテイマーであり、彼ら盗賊団のやり方はいつも同じであった。

　魔物使いモンスターテイマー、ゴカンが操る魔物で相手を混乱させ、武に自信のある者らで襲しゆう撃げき、残りは相手の荷物を奪い去る。だから、今回の決断は驚おどろきだった。

　見るからに強そうな、あの蜘蛛を持つ彼らを襲おそうのだから。

「あのモンスターをゴカン様が使し役えきすることは可能なのですか。あのような強力なモンスターが手に入れば、我々の勢力もさらなる拡大が見み込こめます」

　ゴカンも一目見て、理解した。

　あの少年少女と共にいるモンスター、あれは、八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスだ。

　迷宮ダンジヨン深部に潜ひそむ捕ほ食しよく者。少なくとも、このサーキスタ国境沿いに存在しているモンスターではない。ゴカンも初めて目にするモンスターだが、あの特とく徴ちよう、文ぶん献けんで目にしたことがあった。曰いわく、あれは一定の居住地を持たず、旅を繰り返すモンスターだと。

「悪くない考えだ。さて俺の魔ま笛てきの音を合図に、いつも通り一気にモンスターに襲わせる」

　魔物使いモンスターテイマーがモンスターを使役する方法は様々だ。

　モンスターがこの世に生まれ落ちてからすぐに信しん頼らい関係を育はぐくみ、人間の命令通りに動かす者もいれば、特とく殊しゆな薬を与あたえることでモンスターを従わせる者もいる。

　ゴカンは後者、一いつ般ぱん的な魔物使いモンスターテイマーに分類される存在である。だが、多数のモンスターを使役するという意味では、ゴカンは大きな才能を持った人間であった。

「ゴカン様！　餌えさのばらまき、完かん了りようしました！　森の中では、モンスターの大移動が既すでに始まっています！」

「よくやった。お前たちはいつも通り距きよ離りを取っておけ。すぐに、始める」

　ゴカンは典型的な　魔物使いモンスターテイマーだが、そんな彼を一つ格上の魔物使いモンスターテイマーに位置づけている理由は、この森の中に生きるモンスターの生態を深く理解していることだろう。モンスターが好む餌を知り、生息範はん囲いも熟知している。森の中に中毒性のある餌をばらまき、その餌に慣れたモンスターは、餌の匂においを嗅かげば、すぐに集まるよう時間を掛かけて躾しつけるのだ。

　しかし、だ。

　どれだけ力があったとしても、盗賊稼か業ぎようは一人では為なし得ない。

　一人で出来る悪事には限界がある。

　当然、冒ぼう険けん者として過か酷こくな過去を持つゴカンはそれぐらい理解している。

　仲間を募つのることは、ゴカンの特殊な力をもってすれば苦労はしなかった。

　このような森に迷い込むような人間は訳ありの人間が多く、そのような者たちに自分が手懐けたモンスターを見せると彼らは簡単にゴカンの配下となった。総勢五十名を超こえる大所帯、この国境沿いで言えば勢力は三本の指に入るだろう。

「しかし、ゴカン様。彼らは何者なんでしょう。突とつ然ぜんあのような巨大なモンスターを引き連れて現れるなんて……」

「さあな。そこまでの理由はわからないが、今こ宵よいがチャンスであることは間ま違ちがいない。あの馬車の中には間違いなく金目のものがあるぞ」

　ゴカンには、うすうす予感がしていた。

　魔物使いモンスターテイマーとしての本能とも言うべきか、あのようなモンスターを引き連れられるのは高位の人間だけである。

　一般的な魔物使いモンスターテイマーは薬を使ってモンスターを調教するものだが、あの八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスは驚くべきことに、信頼関係で使役されている。主人の命令を受けて、あのように人間のため忠実に行動出来るモンスターを連れているなど、かなりの身分でなければ不可能だ。

　武む者しや震ぶるいした。

　やってきた方向から考えても、騎き士し国家ダリスの貴族階級であることは間違いない。

　高貴な人間がどうしてこんな場所にいるのか皆かい目もく見当がつかないが、チャンスだ。

「ゴカン様！　準備が完全に整いました！」

　これから先のやり方は、単純明快だ。

　モンスターが彼らを襲撃し、どうにもならなくなったところで盗賊が荷物を奪う。

　盗賊団、彼らは素人しろうとではなく、本職だ。サーキスタ本国の騎士団からも器用に逃にげ続け、勢力を築き上げた。獲物が高貴な人間であることが判明すれば人ひと質じちにすることもあるが、果たして今回はどうなるだろうか。

「そろそろ、始めるか」




　　　　●




　もぐもぐもぐ。

　これ、止まらないんだよ。

　口に入れると、味わい深い美味が舌に伝わってさ。たまらんぶひ。

「スロウ様……今いま更さらですけどアリシア様には外で待っててもらうとかは出来ないんですか？」

「まあ、アリシア自身が向かう迷宮ダンジヨンの危険性はよく分かっているさ。それに実際、アリシアが迷宮に潜ることには価値がある」

　何よりアリシアが持ってきた地図が俺には必要だった。

　サーキスタ大迷宮の中層までの情報。

　俺たちには情報が圧倒的に足りないんだ。

　クルッシュ魔ま法ほう学園で出来るだけの情報を調べたが、まだ足りない。

　一番欲ほしいのは、迷宮ダンジヨン内の道を示した地図だった。迷宮ダンジヨン中層に辿たどり着くため、そして事を為なした後に速すみやかに帰き還かん出来るよう、迷宮ダンジヨン内の情報を何よりも欲ほつしていた。

「でもアリシア様に危険が……私はあの子が守ってくれるって言ってくれてますけど」

　シャーロットが言うあの子とは、奴やつのことだ。

　ずっと馬車の旅だったから、今は森の中へストレス発散に出かけた風の大精霊さん。

　今回は行く場所が危険すぎて、事前にあいつにも相談をしていた。風の大精霊さんは珍めずらしくやる気を見せている。何でも久しぶりに激しい運動がしたいらしい。

「ブロウがアリシアのことを守るようだけど……あいつ、実際どれぐらい強いんだろう」

　俺とシャーロットがブロウの強さに関して、話し込んでいる時だった。

　森の中から、こちらに向かって棍こん棒ぼうのようなものを振ふりかぶって走ってくるオークの姿が目に飛び込んできた。

「す、スロウ様！　あれ！　あれ！　何かがやってきますけど！」

　ざっと数えるだけで、十、二十、三十、いや　隠かくれている奴らもいる。オークだけじゃない、武装した小鬼ゴブリンや巨大な蛇へび。モンスターは確かな敵意を滾たぎらせて、迫せまってくる。

「……」

　困ったことになった。

　まさか、森の中からこっちを見ていた奴らが襲ってくるとは考えていなかった。

　恐おそらくは盗賊団だろう奴らが、自分らより力量のある相手を狙うことは滅めつ多たにないからだ。

「ブロウの力を測はかるいい機会かもなあ」

「何悠ゆう長ちようなこと言ってるんですか！　来ますよ！」

　森の中から、湖こ畔はんにある馬車に向かってモンスターたちによる突然の襲しゆう来らい。

　サーキスタとの国境沿い。盗賊団がこの辺りに点在することは知っていた。そして、当然、人の手が入りにくい自然地帯にはモンスターが独自の生態系を築いている。

　武装したオークに小鬼ゴブリン、弓矢をこちらに向けて構えている二足歩行のコボルト。

「あれ、可笑おかしいな……モンスターばっかりだ」

　さっきのはモンスターの視線だったか？

　いや、あの粘ねばりつくような視線は間違いなく人間だ。

　森に隠れている様子の盗賊団。モンスターとは明らかに異なる、こちらを見定めるような視線。夜目ナイトアイの魔法を使うと、奴らが森の中から俺たちを見ていることがよく分かった。

　俺たちがこの場所にやってきてから森の中でごそごそやっている奴らがいることは気づいていたけど、まさか第だい一いち陣じんとしてモンスターを仕し掛かけてくるとは。

　盗賊団は、森の中でモンスターたちの中に紛まぎれて、ゲラゲラ笑っている。

　森の中でこちらの様子を窺うかがっているモンスターが近くにいる盗賊を襲わず、俺たちだけを狙っているこの現状。成程、敵の中に魔物使いモンスターテイマーがいるんだろう。

「アリシア様は……ブロウさんの傍そばにいますよ！　あ！　あの子も帰ってきた！」

　森の中から風の大精霊さんも帰ってくる。

　だけど、シャーロットの腕うでの中で吞のん気きにあくびなんかをしてやがる。

　大精霊さんにとっては、これぐらいは気にすることでもないらしい。

　その姿を見て、シャーロットも幾いく分ぶんか安心している。




　さて、盗賊たちだが……。

　俺たちと共にいるあの巨きよ大だいな蜘蛛くもを見て、俺たちの力を察することが出来たはずだ。

　ただ、襲ってきたのならばやるしかない。

　あの女冒険者ブロウの強さも知りたいし……ちょうどいい機会かもな。

「やれ。フテイ」

　そんなことを思っていると、ブロウの声と同時に、八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスが行動を開始する。

　圧巻だった。八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスがその長い脚を活いかして、モンスターを蹴け散ちらしている。空を飛んでいたモンスターには、口から糸を飛ばして……あ、落ちた。

　モンスターとしての格が、違ちがいすぎる。

　俺たちを襲ってきたモンスターが、今は哀あわれな獲え物ものにしか見えなかった。

　国境沿いに生息しているモンスターを片かたっ端ぱしから使役しているって感じだろうが、盗とう賊ぞく団にしては豪ごう華かであることは間違いない。

　が、ブロウが使役するモンスターは圧巻だった。盗賊団はすぐに浮うき足あし立だってくる。

「いけ！　ヒュドラ！」

　暗い森の中から一人の男が這はい出てくる。

　顔を黒い頭ず巾きんで覆おおって、茶色い革かわ鎧よろい。その風ふう貌ぼうでカタギの人間じゃないことが分かる。一般社会の裏側に属する人間だろう。

　そいつが引き連れてきたモンスターを見て、シャーロットが小さい悲鳴を上げた。

　分厚い身体に、蛇の頭が何本もくっついている。

　何本もの蛇の頭がそれぞれ意思を持ち、うねる姿は率そつ直ちよくに言って気持ち悪い。なんていうか、見てはいけないものを見た気分になる。

　ヒュドラが従順に人間に従っている……ってことはあいつが、魔物使いモンスターテイマーか。

　ヒュドラは、俺が相手をするか。

　全部人に任せっきりは俺の流りゆう儀ぎにも反するしな。

　何本もの頭を持つヒュドラが長い首を伸のばし、襲おそい掛かってくる。

　それを見ても、俺は冷静だった。

　シャーロットの悲鳴が聞こえるけど、すうっと息を吐はき、小さな声で呟つぶやくだけだ。

　魔法の刃ブレイド、と。

　杖つえの先に、風ふう刃じんが発生。騎士国家の軍に入隊し、不幸にも俺たち公こう爵しやく家の配下となった魔法使いへ一番に教えるこの魔法は、魔法の刃ブレイドという。刃はが伸び、杖の先に魔法の刃ブレイドを発生させる力である。魔法使いは接近戦に弱い、そんな常識を覆くつがえすために、公爵家の人間が好む単純すぎる魔法だ。少し刃を長めに作り、魔法の刃ブレイドを軽く振るう。

　すとん、と。ヒュドラの首が一本、地面に落ちる。

「お前ら、まさか──俺があんな魔物より弱いと思ってる？」

　血相を変えて何かを叫さけぶ魔物使いモンスターテイマーのもとへ、魔法の刃ブレイドと共に駆かけ出した。

　何本もあるヒュドラの首を、一つ落とした。するとヒュドラは暫しばらくの間、のたうち回り、赤い舌を出して俺を見る。ヒュドラさんは激げき昂こうしていた。蛇の鱗うろこのようにツルツルとした肌はだが、赤みがかる。長年連つれ添そってきた頭の一つが落とされ、さぞや俺を恨うらんでいるだろう。絶対に俺を殺してやるとばかりの、強い意識が、ヒュドラさんの姿から感じられた。

　息を吸い込んでいるようだ。ひゅーっと、風が吸い込まれている。まだ何本もあるそれぞれの頭が、息を吸い続ける。口の中が赤くなっていく。赤い何か、赤い熱の塊かたまり。火を撃うつ前の予備動作。俺はそれを知っている。炎ほのおのブレスだ。

「こ、ころせぇえええええ！」

　炎の息が俺に向く。奴の口から赤い何かが出てくる。真っ直すぐ俺に向かって。それは国境沿いにやってくる一いつ般ぱん人には効果が絶大だろう。というか、あんなの浴びせられたら人体なんて一いつ瞬しゆんで焼ける。一般人なら、ヒュドラの恐ろしい姿と合わせて戦意喪そう失しつは間違いなしだ。一般人なら、な。俺は暖かいそれに手を翳かざし、消し去った。

　炎のブレスに混じって奴らの仲間が打ち込んできたのだろう闇やみの魔法も同じように。

「お前を倒たおせば、終わりだろ？」

　足元を火薬のように爆ばく破はさせ、力ちから一いつ杯ぱい踏ふみ込みんだ。

　魔物使いモンスターテイマーゴカンは手を俺に向けて、何かを呟く。マジックアイテム、魔法の結界。

　そこそこ値が張るが、それだけだ。俺の刃なら、軽く蹴散らせるけれど、あのヒュドラが、まるで自分が身代わりになるようにあいつの前にやってくる。

「ググ！」

　硬かたい。俺の刃はヒュドラの皮ひ膚ふに食い込んだ。

「ッァァガ！」

　追つい撃げき。伸ばした刃、力を込こめてヒュドラの心臓を貫つらぬいた。

「お、お前、何者だ！　貴族がヒュドラを見て、平然としているなんて馬ば鹿かな話があるか！」

　ヒュドラを倒した俺を見て、奴の顔色が変わる。目に見えて、焦あせっている。

　だめだな。仮にも盗賊団のリーダーがそんなに焦りを見せたら。魔物使いモンスターテイマーとして集団を統とう率そつしていたカリスマ性が剥はがれ、部下が離はなれていくのは時間の問題だ。

「そいつを、狙ねらええええええええええええ」

　彼らは、アリシアを狙った。

　あの女冒ぼう険けん者が使し役えきするモンスターや俺には勝てないと判断したのだろう。

　モンスターたちは、ブロウが使役する蜘蛛によって森の中へ逃げていくし、俺は盗賊団の最終兵器だったらしいヒュドラを瞬しゆん殺さつした。

　であるならば、アリシアを狙うのは道理だろう。その選せん択たくは、正しいと素す直なおに思う。

　俺は、アリシアを狙う盗賊の動きには、気付いていた。

　だけど、動かなかった。理由は何か？　そんなの、ブロウが傍にいたからだ。

「アリシア！」

　ただ、俺の予想が間ま違ちがっていたのは、あの女冒険者にアリシアを守る素そ振ぶりが一いつ切さい見られなかったことだ。盗賊連中がアリシアに迫っているのに、ブロウは動かない。

　代わりに、瞬間的に俺の身体が動いた。

「水玉を握るウオルトボール」

　盗賊たちの動きが止まる。彼らは自分の身体に何が起きたか全く理解出来ていない。

　一人、また一人と地面に倒れる。彼らは自分の頭を包み込んだ水の塊を取ろうと必死になっている。万が一に備えていたことが役に立った。

　昨日降っていた雨が、水たまりを作っている。その水たまりを、動かしたのだ。

　水が盗賊の頭を覆っている。奴らは呼吸をするために、もがいていた。

　ある程度の苦しさをあじわわせた後に魔法を解除する。奴らの顔にははっきりと怯おびえの色が出ていて、激しく呼吸を繰くり返している。もう、アリシアを狙う気はなさそうだった。自分の身に降りかかった脅きよう威いが取り除かれたことに、ただ安あん堵どしている。

　アリシアを狙っていた彼らに向かって、俺は言った。

「今なら見み逃のがす。消えろ」







　盗賊団が森の中へ逃にげ帰った後、俺はブロウに詰つめ寄った。

「お前、何を考えているんだよ……どうしてアリシアを守らなかった」

　これは試金石でもあった。

　この女冒険者がどれだけアリシアのことを守ろうとするか。

　だから、あえて、アリシアに向かう奴やつらを見逃した。こいつはアリシアがかなりのお金を払はらってでも、雇やとった冒険者だ。

　あれぐらいの盗賊ならば、瞬時に叩たたき潰つぶし、アリシアを守るだろうと思っていた。

　だけど、ブロウは動かなった。

「納なつ得とくしないだろうが、人間との戦せん闘とうは契けい約やくになかった。それが一つの理由だ」

「……そんな理由が通用すると思ってるのかよ」

「だから納得しないだろうと言っただろう。そして、もう一つの理由はスロウ・デニング。君の実力を確かめるためだ。迷宮ダンジヨンに潜もぐるにあたって、足あし手で纏まといは必要ない」

　悪びれもせず、ブロウはそう告げた。

　モンスターを森の中に蹴散らしたあの蜘蛛の身体を撫なでながら。
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　その様子が俺の頭をカチンとさせる。

　こいつ……俺がアリシアを守らなかったら、どうなっていたか分かっていたのかよ。

「スロウ・デニング。同じ話だ。君も、私の実力を確かめるために、わざと盗賊団の狙いがアリシア様に向くようにしただろう」

「……っ」

　それを言われると少しだけ旗色が悪くなる。

　こいつが使役しているあの蜘蛛が強いことは見た目からわかる。だけど、この冒険者本人の強さを俺はまだ知らないのだ。どんな攻こう撃げき方法を使うかとか、戦い方はとか。

　それを知るために、アリシアに向かう盗賊団を俺は一時的にスルーした。

　こいつ……気づいていたのか。

「あんたは、アリシアの護衛じゃなかったのか」

「私はアリシア様に雇われた護衛だよ。アリシア様を確実にサーキスタ大迷宮の中層に送り届け、目当ての物を手に入れた後にアリシア様と共に帰き還かんする。それが私の仕事だ。あとは……そうだな。アリシア様は、婚こん約やく者である君が守るものだと思っていた」

　まさかの言葉に、俺はそれ以上の言葉を失ってしまった。







　同じ場所で夜を越こすのは少し不安があったが、あいつらは二度と俺たちを襲ってこないだろう。そう言うブロウの考えは、俺も全くの同意見だった。

　しかし湖こ畔はんで夜を過ごすのは、気分転てん換かんにもなると思ったが、あんな可笑おかしな奴らを引き寄せてしまうとはな。

「アリシア。俺はあの冒険者をこのまま雇い続けることに関しては反対だよ」

　盗賊団を蹴け散ちらした後、俺は馬車の中で毛布を被かぶるアリシアに言った。

　当然だろう。

　奴は依い頼らい主であるアリシアを守らなかったのだ。

　暗くら闇やみの中。ランプだってついていない。

　しかしアリシアは首を縦に振ふらなかった。

「悪いのは雇う際の条件に、人間相手の戦闘を入れなかった私よ。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。人間からも守ってって伝えたから」

「伝えたってお前なあ……」

「スロウ。あの人は契約通りモンスターの相手はしたわ。それに私は逆に安心したわ。あの人、盗とう賊ぞく団が現れても全く動じていなかったから」

　確かに、あいつは動じていなかった。

　使役するモンスターもそうだが、あいつ自身もあの盗賊団相手ぐらいなら脅威に感じない程ほど強いのだろう。そういった雰ふん囲い気きは振る舞まいから俺も理解出来たけど……。

　強いのと信しん頼らい出来るのとはまた別の話だろう。

「依頼主であるお前の身に危険が迫せまっていたんだぞ」

「だけど、スロウが守ってくれたじゃない。守ってくれて嬉うれしかったわ」

「……」

　そんな風に感謝されると、俺としてはそれ以上のことが言えなくなってしまうのだった。







「──食え。さっき私が釣つり上げた。美味うまいぞ」

　夜を迎むかえる度たびに水辺の傍に馬車を止めて、ブロウは食料を調達する。

　相変わらず、あいつが作る魚料理は絶品だ。

　アリシアが契約の中に食料の提供を入れてくれて助かった。

　今のところ文句は、アリシアを守らなかったことだけだ。




　そして時間が流れ。

「着いたぞ」

　山脈の中にぽっかりと空いた小さな穴の入り口にいた。

　そこは、廃はい坑こうだった。元々は鉱山として、鉱物の採さい掘くつに活用されていたらしいが、採りつくしてしまったらしい。山の中は虫食いのように坑道が走っているとか。

　山の中に数多あまた存在する坑道、そのうちの一つに俺たちはやってきていた。暗いトンネルだ、中はよく見えない。だけど、どこかに繋つながっているのか、中からは風が吹ふいてくる。

　まさかこれが──。

「そうだ。サーキスタ大迷宮に繋がっている秘密の入り口、というやつだ」








三章　サーキスタ大迷宮









　サーキスタ大迷宮を抱かかえるサーキスタは、水と関かかわりの深い国である。

　そして、あの国は大陸南方諸国の中でもある一点において、群を抜ぬいた力を持つ。

　サーキスタの力、それは数多の迷宮を抱えるが故ゆえに培つちかわれたモンスターへの対応力。

　彼らは対モンスターになると、騎き士し国家ダリスでさえも及およばない力を発揮するのだ。

「まさかこの道が大迷宮に繋がっているなんて、思いもしなかったわ。ブロウ、この辺はまだ安全なの？」

「サーキスタ大迷宮に入るまでは、ただの炭鉱と変わりはありませんので安全です。稀まれにモンスターと出くわすこともありますが、取るに足らない相手ばかり。道が大迷宮に繋がれば、雰囲気が急に変わりますからすぐに分かりますよ」

「ふうん。ねえ、あそこからの道を冒険者ギルドに売ったらどうなるかしら」

「あの道は冒険者ギルドが管理している正規の入り口よりもずっと早く中層に入れます。当然、冒険者ギルドに売れば、莫ばく大だいな価値となるでしょう。ただ、この道を知っている冒険者からの信用は地に堕おちます。有益な情報は二度と入ってこないでしょう」

　そんなサーキスタが抱える大迷宮、悪魔の牢獄デーモンランド。

　大陸南方に存在する未み踏とう破は迷宮ダンジヨンの中でも飛び抜けて悪あく辣らつで、下層には見たこともない極きわめて強力なモンスターが闊かつ歩ぽしているとか。

　南方冒ぼう険けん者ギルド総本山は、踏破不可能と判断し、許可無き冒険者の迷宮ダンジヨン攻こう略りやくを禁じている。即すなわち、潜れば死ぬと評価されている迷宮ダンジヨン、それこそが悪魔の牢獄デーモンランドなのだ。

　冒険者の長い歴史を見ても未攻略であり、攻略の目め処どは立っていない。

「……スロウ様？　難しい顔をしてどうしたんですか？　あれだけここに入る前にご飯食べたのに、もうお腹なか空すいたんですか？」

「ちょっと考え事をね。ほら、考え事をするとお腹が減るっていうじゃん？」

「初めて聞きました……」

　悪魔の牢獄デーモンランド、それは山脈の地下に構築された巨きよ大だいな地下迷宮ダンジヨンの名めい称しようだ。

　正規の入り口は冒険者ギルドによって厳重に管理され、相応の実力者のみ立ち入りを許される。しかし、迷宮ダンジヨンを完全に管理出来るなんてのは人間の幻げん想そうでしかない。

　冒険者ギルドやサーキスタの騎士団は毎日のように発生する新しい出入り口を探しては潰しているが、完かん璧ぺきとはいえない。

　迷宮ダンジヨンは最さい奥おうに存在する迷宮核ダンジヨンコアが破は壊かいされない限り、成長をし続ける。

　超ちよう巨大なあのサーキスタ迷宮ダンジヨン全すべてを管理しようとすること自体が無理なんだ。

「アリシア様、サーキスタの大迷宮は幾いくつかの迷宮ダンジヨンが合体した集合迷宮。特に中層を構築する四つの迷宮が有名であり、中層の先はどこまで続くか誰だれも知らない最下層。私たちが向かうのは中層の一つ。ご存じですか？」

「……悪魔の黒剣デーモンスライスでしょ」

　さて、そんなギルドに管理されていない、悪魔の牢獄デーモンランド内部に続く迷宮ダンジヨンの入り口から入っていく。その位置情報は非常に高価。あの廃坑を公おおやけに明かせば、情報を流出した人間は必ず突つき止められ、報むくいを受けるだろうとか。

　ちなみに、俺たちをあの廃坑まで連れて来てくれたあの蜘蛛くもとは、洞どう窟くつに入る手前でお別れだった。妙みような親近感を覚えていたので、残念だ。

「中層はどれも地じ獄ごくです。その中でもこれから私たちが向かうのは、悪魔の牢獄デーモンランドを支える四大中層の一つ。冒険者の帰還率が最も低く、形持たぬスライムが迷宮主ダンジヨンマスターとして君臨している迷宮ダンジヨンです」

「それぐらい知ってるわよ……簒さん奪だつのステイン。騎士国家の守護騎士から逃げ切ったモンスターでしょ」

「そうです。マジックアイテム収集に目がない、変わったモンスターです」

　俺たちが迷宮ダンジヨンの中で倒たおすべき相手は世界の敵、簒奪のステインと言われるスライムだ。

　この世にはいくつも賞金首にされたモンスターが存在する。

　高額な賞金をかけられたモンスター、簒奪のステインもその中の一体である。

　南方各国から、とんでもないお宝を盗ぬすみ続け、今なお各国の王族が血ち眼まなこになって捜しているスライムの名前である。

　奴やつは今、悪魔の牢獄デーモンランドに住まいを構え、俺たちが潜もぐる予定の迷宮ダンジヨンの迷宮主ダンジヨンマスターになっている。

　奴が盗み出したお宝は数知れず、盗み出したお宝の価値は全てを合計すれば国が建つと言われている。正直言って、賞金首にされているモンスターの中でもかなりの大物だ。

「え。アリシア様、迷宮主ダンジヨンマスターがスライムなんですか？」

「従者……まさか何も聞かされていないのか？」

「ご、ごめんなさい……」

「全く。あれだけの時間があったのに何をしていたのか……。いい機会だ、我々が奪だつ還かんを考えている二属の杖ダブルワンド、あれの持ち主が、どれだけ危険な存在か教えてやろう」

　シャーロットが知らないのも無理はない。

　だってスライムが大陸南方で暴れまわったのは俺たちが生まれるずっと前の話である。

「簒奪のステイン。世界を襲おそい、マジックアイテムを集め続けたモンスターだ。奴の名前が有名になったのは、特とく殊しゆな結界術を張るマジックアイテム、王の守りを手に入れてからだろうな。近年では、奴に攻こう撃げきを当てた人物は、私が知る限りあの守護騎士ガーデイアンだけだ」

　俺たちが何とかすべき相手は多種多様なモンスターの中でも圧あつ倒とう的な弱者に分類されるあのスライムだ。全身を水状の粘ねん膜まくに覆おおわれ、意識があるのかも分からないモンスター。

　オークさんよりも弱くて、棒さえあれば子供でも倒せるだろう。

　だけど、あの守護騎士ガーデイアンが相手でも逃にげ切ったこともある恐おそろしい相手。

「守護騎士ガーデイアンの攻撃を受け、生死の境を彷徨さまよったスライムは姿を消した。そして今、奴はサーキスタ大迷宮の中層で迷宮主ダンジヨンマスターとして君臨している。通常、奴が支配している中層の迷宮ダンジヨンまで向かうのが最も難しい。正規の入り口から行けば、迷宮ダンジヨンに辿たどり着くだけで一週間は掛かかる」

「でもブロウ、今回は秘策がある。でしょ？」

「ええ、アリシア様。貴方あなたが持っている地図があれば話は変わる。大おお幅はばな短縮が可能です」

「それで……どれぐらい歩けばいいのかしら」

「全ての行程が上手うまくいけば、これから一日もすれば中層へ辿り着ける可能性もあります。ちなみにサーキスタ大迷宮へはもうすぐです。大迷宮に入ったら雰囲気が変わりますから、すぐに分かりますよ」

　そして、ブロウの言葉通り、炭鉱の道は途と端たんに形を変える。

　道自体は何も変わらない。現れたのは、草だ。

　ランプの明かりが無くなり、光る草が道の先を照らしている。それは足元だったり、炭鉱のランプがあった壁かべだったり、天てん井じようだったり、至る場所に生えている。

「光こう草そう、モンスターが明かりを採るために自発的に植えている草。これが、目印です」

　綺き麗れいだが、規則性が無い。人間が植えたにしては余りにも情じよう緒ちよがないから、ブロウの言う通りモンスターの仕し業わざなのだろう。

「……でも、綺麗ね」

「アリシア様。綺麗ですが、触さわらないように。これは人間にとって、猛もう毒どくです」

　淡たん々たんと語るブロウの言葉に、アリシアは手を引っ込める。

　迷宮ダンジヨン探たん索さくの、始まりだった。







　サーキスタ大迷宮を構成する上層と中層。

　大半の冒険者は上層で金を稼かせぎ、富を得る。

　中層まで向かうのはひと際きわ優すぐれ、野心のある冒険者だという。

　大迷宮に挑ちよう戦せんを許された冒険者でも、正規のルートを使えば中層まで一週間は必要だというが、廃坑からの道を選んだ俺たちは、既すでに中層までの道のり、その半分を超こえているとブロウは言った。

「……」

　皆みな喋しやべらず、無口で進んでいく。

　先導するのはブロウだ。次にアリシア、そして俺とシャーロットが続いている。

　迷宮ダンジヨンに潜るのは、七日間と期限をつけた。

　簡易食料と水だけを持ち込んで、俺たちは何よりも速さを選んだ。

「……」

　どこかから、争いの声が聞こえる。

　人間じゃない。

　あんな声、人間は出せない。身体の芯しんまで怯おびえさせる獰どう猛もうな何かの声。

「あのように、サーキスタ大迷宮ではモンスター同士の争いが常です。中層はまだまともですが、上層は迷宮主ダンジヨンマスターのような統とう率そつ者がいませんからモンスターもやりたい放題です」

「そうみたいね……」

「モンスター同士が闘とう争そうし、強さを得たモンスターはさらなる強さを求めて中層に潜ります。上層は速さが命、行きましょう」

　恨うらみ言を言いながら冒険者を探すモンスターがいた。

　迷宮ダンジヨンの入り口付近に生息する小鬼ゴブリンも格が違ちがった。言葉を喋しやべり杖を持つ小鬼ゴブリン、それに錆さび色いろの皮ひ膚ふ。突とつ然ぜん変へん異い型だろうが、少なくとも迷宮ダンジヨンに入ったばかりで出会う格じゃない。

　それに、脚あしが四本ある二足歩行の昆こん虫ちゆうも見た。

　あれは、他ほかの迷宮ダンジヨンだと迷宮主ダンジヨンマスターになっていても可笑おかしくない。

　そんなのが、この迷宮ダンジヨンにはゴロゴロいる。

　この迷宮ダンジヨンでは、これが上層のレベルなんだ。

「……にゃああん」

「従者。このような迷宮ダンジヨンに愛あい玩がん動物を連れてくるのは君ぐらいのものだろうな……」

　ブロウが嫌みを言ってくる。

　あいつは最初からシャーロットの同行自体を認めていないところがあった。しかし、今いま更さらな話だ。シャーロットの同行は依い頼らい主であるアリシアが認めているのだから。

「ご、ごめんなさい……」

「モンスターの気配察知の邪じや魔まになる。出来るだけ、静かにさせておいてくれ」

　大精霊さんが、シャーロットに抱だかれながら、俺を見ている。

　大精霊さんやシャーロットには、迷宮に潜る前に伝えていたことがあった。もし、俺とシャーロットが分かれて行動するようなことがあった場合、大精霊さんにはシャーロットを連れて逃げることを頼たのんでいる。

「余りにも邪魔になれば、その愛玩動物は置いていく」

　あの不愛想な猫ねこがこのパーティの中で一番強いんだけどな。




　サーキスタ大迷宮に入り数十分。

　モンスターの声は聞こえていたが、ここまで一体も遭そう遇ぐうしなかった。

「……アリシア様、止まってください」

「ブロウ。どうしたの？」

「モンスターが来ます。避さけられない接せつ触しよくです」

　ブロウは出来るだけモンスターに遭遇しない道を選んでいると言っていたが、さすがに一体も遭遇しないなんてことは不可能だ。

　遂ついに、敵がやってくるか。シャーロットに少しは恰かつ好こ好いいところを見せるチャンスだ。

　だけど、それは突とつ然ぜん訪おとずれる。道の前方から、どすんと何かが倒れる音が聞こえた。

「え？」

　アリシアとシャーロットは、呆ほうけてしまっている。

　道を照らすのは光草の僅わずかな明かりのみ。

　何が起きたのか、二人の視力じゃ見えなかっただろう。

「ブロウ。い、今、何をしたの？」

　アリシアが訊たずねる。

　あいつは依頼主には忠実だ。俺が聞いても答えてはくれなかっただろう。

　先頭を歩くブロウは振ふり返り、腰こしに差している柄つかを見せる。刃はの無い剣。

「シャフタールの光の魔ま剣けんといいます。握にぎりの強さで、自由自在に刃が伸のびます。その切れ味は、今お見せした通りです」

「……ちょっと待てよ、ブロウ。どうしてお前がそれを持っているんだよ」

「スロウ・デニング。いきなり何を言い出す」

「お前が持っているその武器は、公こう爵しやく家に代々伝わっているもの。前の所有者はどうした」

「迷宮ダンジヨンで拾ったものだ。冒ぼう険けん者の流りゆう儀ぎに則のつとり、今の所有者は私だ」

「拾ったって……この迷宮ダンジヨン、でか？」

「……さあな。答える気は無い」

　ブロウが持つ魔剣は、このサーキスタ大迷宮で消えた俺の叔父おじ、ルイスの武器だ。

「じゃあ聞き方を変えよう。お前はその剣の前の所有者を知っているのか」

「話すつもりはない」

　やっぱりこいつとは馬が合わない。

　別に俺だって自分の意思でサーキスタ大迷宮に向かったルイスの武器を使っていることに怒おこっているわけじゃない。冒険者は過か酷こくな仕事だ。

　他人の屍しかばねから武器を漁あさることもあるだろう。

　そうしなければ生き残れないぐらい、迷宮ダンジヨンとは危険な場所だ。

　それは否定しない。冒険者の仕事はそういうもんだ。だけど俺が気にしているのは……

　ルイスの武器がどこにあったのか、もしもこの迷宮ダンジヨンで拾ったのであれば……ルイスは最後どこで死んだのかが知りたかっただけだ。

　しかしブロウはそれ以上、何も教えてくれる気配はなかった。

「ケチだな……」

「言い争いをする気にはなれない。それに……熱くなるな。視野が狭せばまる」

　そう言って、ブロウは剣を振るう。俺の背後に迫せまっていたモンスターが崩くずれ落ちた。

　自分が気付けなかったことに、鳥とり肌はだが立った。







「アリシア様、止まって下さい」

　敵は全すべて、あの光の魔剣で瞬殺。

　俺たちに見えない遠方にいる敵にも光の魔剣を振るい、ばったばったと倒たおしている。

「さすがねブロウ。何か問題はある？」

「何もありません」

「私の地図は役立っているかしら？」

「ええ。この地図は正確で素す晴ばらしい。作製者はさぞや優すぐれた冒険者だったのでしょう」

　アリシアが雇やとった冒険者はこの大迷宮について知り尽つくしている。

　その点については疑うのも馬ば鹿からしい。

　何か裏があるんじゃないかと思うほどに、アリシアが雇った冒険者は優ゆう秀しゆうだった。




　だけど、本番はこの先にある。

「肉、魚、ぶひ、ぶひ。肉、魚、ぶひ、ぶひ」

　ついつい食べたいものを口ずさんでしまうと、先頭を歩くブロウから鋭するどい視線が飛んでくる。全く心の狭せまい奴やつだ。ずっと無言だったら心が病やんでしまうだろう。

　俺なりのジョークだって。

　ブロウは最低限の食事しか持ち込んでいない。

　基本、迷宮ダンジヨン内部で調達するという。つまり、迷宮ダンジヨン飯。

　迷宮ダンジヨンに挑いどむ冒険者の間では当たり前。俺も迷宮ダンジヨン飯の文化があることは知っていた。

「スロウ様……これ、見てください！」

　シャーロットがこっそり近づいてくる。

　そして、手の中に捕つかまえていたものを見せてくれた。

　俺はそれを見てひっくり返りそうな程ほど驚おどろいてしまった。ていうか、手の隙すき間まから、その長い胴どう体たいが見えている。それは、蛇へびだった。あの蛇、サーキスタとの国境沿いに現れた盗とう賊ぞく団、奴らが使し役えきしていたヒュドラと似ている。艶つややかな形、既に絶命している。

「後で、食べましょう……迷宮ダンジヨン飯って多分、こういうことですから……」

　シャーロットの輝かがやかしい笑え顔がおを見て、俺は頷うなずくことしか出来なかったのだ。

　余談だが、シャーロットはサバイバルが大好きな女の子である。

　頼もしいという他ない。

　ちなみに蛇は後ほど、綺き麗れいに調理されシャーロットと風の大精せい霊れいさんのおやつになった。




　数時間も潜もぐっていると、代わり映ばえのしない光景に心が病んでくる。

　それは精神面だけじゃなく、体調面でも同様だ。

「スロウ様、何だか気分が……」

「俺もだよ、シャーロット」

　シャーロットだけじゃない。俺だって感じていた、この深い霧きり。

　上層であっても強力なモンスターが住み着く理由はこの霧の濃こさにあるらしい。

　モンスターにとっては居い心地ごこちがいいようだが、これは人間にとっての毒だ。

「地中に染しみ込んだ亡もう者じやの呪のろいが人間を蝕むしばむと、そう言われている。アリシア様、こちらをお飲みください。一日程度は症しよう状じようを緩かん和わできます」

　そう言ってブロウが取り出したのは白い錠じよう剤ざい。

　あいつは毒じゃないと伝えるためか、自ら先行してそれを飲み下す。

「ブロウ。もっと早く教えてくれても良かったんじゃないか？」

　俺も渡わたされた錠剤を水すい筒とうの水と共に飲み下しながら、聞いた。

「ここにいる時間が長引けば、意識が朦もう朧ろうとし、身体から熱が失われていく。私が休きゆう憩けいも取らない理由が分かるだろう？　実感するとしないでは、心構えが変わってくる」

　釈しやく然ぜんとしないが、素す直なおに頷いておく。

　俺が反論出来ない程、ブロウの言葉は理り路ろ整せい然ぜんとしていて、間ま違ちがったことは何も言っていない。だけど、ブロウが持っている知識を全部明かしていないのは明白だ。

　もし俺が冒険者だったら……こいつが率いるパーティには入りたくないな。







「ブロウ。今お前が殺したのは腐葉巨虫ビツグワームか？」

「よく知っているな。ならば当然あいつの厄やつ介かいさは知っているだろう」

「存分に、な」

　騎き士し国家ではあいつ一体で領内の騎士団が駆かり出されるんだから。

　はぁ、上層と呼ばれる最弱区画でこのレベルか。そりゃあ、攻こう略りやくの目め処どが立たないわけだ。

　てか、正気の沙さ汰たじゃないよ。こんな迷宮ダンジヨンに潜る冒険者は死にたがりなのか。

　俺が知っている迷宮ダンジヨンなんて子こ供ども騙だましだ。

「……ん？」

　ブロウが倒したモンスターの屍を踏ふみ越こえていると、倒し方が特とく殊しゆだということに気づく。あのシャフタール、光の魔剣で倒されているモンスターの数が多いが、肉体が飛散している奴と、外傷なく絶命している奴がいる。

　光の魔剣以外のマジックアイテムを所持しているのだろう。

「ブロウさん、幾いくつ武器を持っているんですか」

「従者。その問いに素直に答える冒険者はいない。己おのれの武器を明かすことは死に繋つながる」

　そういえば、冒険者としてここで消えたルイスも幾つもの武器を持っていた。

　俺が覚えている限りでは、公爵家を脱ぬける際に魔剣もかっぱらっていったっけ。

　全属性の魔ま法ほう属性を持つ、公爵家の秘宝だ。

「ブロウ。そろそろ休憩しないか」

　頃ころ合あいかと思って提案してみたけれど、俺の提案は速そつ攻こうでブロウに却きやつ下かされた。

「ダメだ。こんな場所で休んではいられない」

「何でだよ。ちょっとぐらい、いいだろ……」

「いいか、我われ々われは正規の手段で潜っていない。この悪魔の牢獄デーモンランドは特殊で同時期に潜る冒険者情報は全て開示されている。情報のない我々が正規の冒険者と鉢はち合あわせれば、盗賊と間違われ、戦せん闘とうになる。それにアリシア様がいる。アリシア様の正体を看破されれば面めん倒どうになるぞ」

　反論出来ない。正論に思えてしまう。

「スロウ。ブロウの言葉に従って」

「アリシア……分かったよ」




　はあー。気分が下がる。

　確かに俺は冒険のプロじゃない。

　けれど、こう、一から百まで誰だれかの指示に従って行動するのは自分に合わない。

　慣れていないんだ。

　それに気になることがもう一つ。

　アリシアが、俺の言葉よりもブロウの言葉を完全に信しん頼らいしている点だ。

　俺の忠告なんて全く聞きやしない。そりゃあ分かるよ。

　あいつはプロだ。皆の先頭に立って、誰よりも危険を背負っている。

　その背中には、思わず頼たよりたくなるような力強さがあった。だけど、ちょいと信頼しすぎじゃなかろうか。一体アリシアの奴、何であそこまでブロウを信頼しているんだよ。




　道中、ブロウは俺たちを置いて、一人だけで進むことがある。

　安全確保のためというが、ブロウが一人で進んだ道を通ると、大たい抵ていモンスターの死体が転がっている。モンスターが攻こう撃げきに気づく間もなく殺している。プロの業わざだ。

　ブロウが完かん璧ぺきなまでにルイスの武器を使いこなしていることがよく分かった。

「ちょ、ちょっと。スロウ、どこに行くのよ」

「ブロウの様子を見てくるだけだって。すぐに帰ってくる」

　勿もち論ろん、アリシアとシャーロットの二人だけをここに残していくなんてあり得ないが、大精霊さんがいるからな。

　あいつがシャーロットの腕うでの中で眠ねむっているのは、まだ大だい丈じよう夫ぶという証あかしでもある。

「……」

　ブロウが道の先を歩いていく。暗い迷宮ダンジヨンの中だ。

　確かにブロウは信頼を得るだろう。迷宮ダンジヨンに入ってからのブロウは完璧だった。

　敵はきっちり仕留めるし、依い頼らい主を危険にさらさない。

　驚くべきことだが、俺たちは迷宮ダンジヨンの中で生きているモンスターに遭そう遇ぐうしたことが、まだ一度もないんだ。今みたいに道の先にモンスターの気配を感じると、ブロウは俺たちをその場に残し、一人で先に進み、モンスターを倒してくるからだ。あいつがどうやってモンスターを察知しているかだが、恐おそらく微び小しようのモンスター、虫を使っている。

　シャーロットが抱かかえている風の大精霊さんが、休憩中にこっそり教えてくれたのだ。




「……何だ。私は待っていろと言った筈はずだが」

　ブロウがいた。あいつはまさに、モンスターを殺しているところだった。

　俺を見て、溜ため息いきを吐つく。何だよそれ。まるで俺が、聞き分けのない餓が鬼きのようだ、と言われているみたいで少し恥はずかしい。

　だけどブロウも俺が自分に完全に信頼を置いていないことは分かっているだろう。

「ブロウ。一体どうやってアリシアの信頼を得た。あそこまであいつが誰かを信頼するなんて見たことがない。それもこんな危険な迷宮ダンジヨンの中で」

「妬やいてるのか？」

「妬くわけないだろう」

「そうか。アリシア様に対して元婚こん約やく者、いや、今はまだ婚約者だったか。婚約者としての感情が出てきたのかと思ったよ。アリシア様は君よりも、私の方に随ずい分ぶんと高い信頼を置いているようだから君も良い気分がしないだろう。でも安心すればいい。私は女だ」

　……女だったのか。

　顔の半分以上を包帯で隠かくしているから、はっきりとした確信が持てなかった。

「これでアリシア様を私に取られる心配は無くなっただろう」

「あんまり笑えない冗じよう談だんだ。というか婚約の件に関しては、俺たちの気持ちを何も聞かずに頭ごなしに決められたんだ。俺たちは、二人とも反対なんだよ」

「そうか？　彼女はサーキスタの王女だ。正式な婚約者になれば、良い思いも出来るぞ」

　隠していたってわかる。

　前から思っていたが、こいつは俺とアリシアの関係に随分と興味があるようだ。

　俺とアリシアが喋しやべってる時、隠していようが視線を感じるからな。それに国境沿いで盗賊団と戦った時も、俺がアリシアを守るものだと思っていたと言っていた。




　まぁ、ブロウがどんな思おも惑わくを持っているのかはどうでもいい。

　ただ、こいつがどうやってアリシアから信頼を引き出したのかは気になった。

「私がアリシア様から信頼を得ている理由がそれだけ気になるかい？　別に何もしていない。私は契けい約やくに忠実なだけだ」

「……盗賊団からアリシアを守らなかっただろ」

「まだあの時のことを根に持っているのか。思ったより、肝きもの小さい男だ。あれは、君が迷宮ダンジヨンの中で戦力になりうるか試ためしただけ。それよりもそろそろ戻もどろう。アリシア様のことが心配だ。いくら君の従者が何か切り札を隠し持っていると言ってもね」

「……切り札ってなんだよ」

「あの従者の力量は、この迷宮ダンジヨンに潜るどの冒ぼう険けん者よりも遥はるかに低いだろう？　そんな彼女が迷宮ダンジヨンに潜るのであれば、切り札の一つや二つは隠し持っている筈だ」

「……」




　切り札、まあ切り札と言えるだろう。

　俺とブロウは元来た道を戻りながら話し続ける。

　ブロウは思ったよりも饒じよう舌ぜつだ。こいつ、迷宮ダンジヨンの中にいる方が地上より明るいんじゃないか？

「アリシア様のことだが、私は何も特別なことはしていないよ」

「何もしていないわけがないだろう。アリシアはああ見えて随分と繊せん細さいで、難しい奴やつなんだ。会ったばかりの冒険者に命を任せるなんてことするわけがない」

「それは元婚約者の君が傍そばにいるから何があっても大丈夫と思っているからじゃないのか？　騎士国家の龍りゆう殺し、その強さは成なる程ほど、噂うわさに勝まさるようだ。しかし、今のアリシア様が繊細？　君は彼女のことをよく知っているもんだと思っていたけれど、そうでもないんだな」

「は？」

「的外れな感想もいいところだ。アリシア様は君が思っているよりもずっと強い。何より、今はやる気があって燃えている。私には、そう見えている」




　やる気があって、燃えている──その時俺は頭を何かで殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

　確かに、その言葉にひどく納なつ得とくしてしまったのだ。

　アリシアが繊細？

　確かに間違ってはいないけれど、今のあいつには当てはまらないだろう。

　今のアリシアを突つき動かしているのは、怒いかりだ。自分たちの事情などお構いなし、政略結けつ婚こんなんて形で頭ごなしに自分たちの未来を決める自分の両親に対して。

「……ブロウ。あんた、絶対に昔からあいつのことをよく知っているだろう」

　今のは、もう自分から、ばらしたようなもんだ。

　出会ったばかりで、アリシアをそう評せるなんてあり得ないことだ。

　ブロウは苦く笑しようしながら手をあげる。

「おっと、今のは失言だった。すまないが忘れてくれないか」

「無理に決まってるだろ。おい、どういうことなんだよ」

「そうだな。初対面というのは否定しよう。ただもうずっと会ってなかったのは本当だ」

　そう言って、ブロウは目元を緩ゆるませる。

　元の場所に、アリシアとシャーロット、二人の姿が見えた。

「──良かった。アリシア様たちは無事のようだ。今は、それだけでいいじゃないか」

　包帯で顔の大半を隠している。だから、表情は分からない。

　でも確かに、今、ブロウは二人が無事なことに喜びを感じていたように思えた。







　ブロウは何者なのか。

　俺が聞いても、当人は語らないだろう。

　だけど、少なくともアリシアと縁えんがある。今はそれだけ分かれば十分だ。

　それよりも、シャーロットが何かをはむはむと食していたほうが気になった。

「……シャーロット。一体何を食べているの？」

「あ！　スロウ様！　美味おいしいですよ」

　グロテスクな見た目だ。食しよく欲よくをそそるとは言い難がたい。さっき捕つかまえていた蛇へびをシャーロットは調理し、風の大精せい霊れいさんと分け合っている。
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　アリシアはそんなシャーロットにドン引き中。

「お、俺は……遠えん慮りよするよ」

　食料は必要最低限しか、持ち込まない。それがブロウが立てた基本方針。

　現地調達のプロであるシャーロットはまさに、優ゆう秀しゆうな生徒と言えよう。

「迷宮ダンジヨン内には、至る場所に食べられるものがある。勿論、モンスターだが、味は悪くない。調理は、私が担当すると言いたいところだが、従者の処理も的確だ」

「……ブロウ。あんた、モンスターの調理にも詳くわしいんだな」

「可笑おかしなことを言う。魔物使いモンスターテイマーがモンスターの生態に詳しくなくてどうするんだ」




　ブロウは何かを隠している。

　しかも、迷宮ダンジヨンの中を進むにつれて、それを隠そうともしなくなっていた。

　迷宮ダンジヨンに潜って数時間、漸ようやくの小休止にほっとする。

　ブロウは見回りに言ってくるといい、姿を消していた。万が一があるといけないので、今度はついてくるなと俺に念押しをする。

　二人の護衛として任されるぐらいは、俺の力は迷宮ダンジヨンで役に立つと信頼されているようだ。

　シャーロットとアリシアは布で汗あせを拭ぬぐっている。熱くはない。

　迷宮ダンジヨンの中はひんやりとしていて熱を感じることはない。ただ、感じるのだ。

　この場所は人間がいるべき場所じゃないと。

　自然に出る汗は、身体が異常地帯にいることへの警けい戒かいか。

　俺はそっと移動し、座り込んだ。

　静かに毛け繕づくろいをしている大精霊さんを身体で隠すようにし、話しかける。

　アルトアンジュがこういった場所についてくることは滅めつ多たにないが、こいつもそれだけ危険だと分かっているのだろう。

「……スロウ。にゃあは今だって反対にゃあ、余りにも死の気配が濃こいにゃあ」

　言われるまでもない。

　分かっている。分かっているさ。サーキスタの大迷宮、俺たちが立ち入るべき場所じゃない。

　多くのＳ級冒険者が命を落とした。公こう爵しやく家の関係者だってここで消えている。

　そんな場所にアリシアを連れてきたなんて知られれば、国を巻き込んだ大おお騒さわぎだ。

「アルトアンジュ。あの冒険者は敵じゃないとは思うが、見張ってくれ」

「スロウ。にゃあは、シャーロットについていたほうがいいと思うにゃあ」

「……それもそうか。じゃあ、そっちは頼たのむぞ」

　あいつはぱたりと尻尾しつぽを振ふると、シャーロットの元に帰っていく。

　シャーロットは心配そうに風の大精霊さんを抱だきしめた。

　こんな危険な場所では、大精霊さんがシャーロットの精神安定剤ざいだ。

　いざとなれば──大精霊さんには、シャーロットを連れてこの迷宮ダンジヨンから逃にげてもらう。







　迷宮ダンジヨンの中には冒険者の夢が詰つまっている。

「スロウ様……あれを見てください……」

　シャーロットが地面に埋うまっていた何かを掘ほり起こす。

　それは盾たてだった。剣けん士しが持つような小さな物だが、中央に宝石が埋め込まれていた。

　俺たちのような素人しろうとでも、相当な値打ち物であることが見て取れる。

　持って帰りたい、素す直なおにシャーロットの表情は、そう告げていた。

「シャーロット、持って帰るのはだめだよ」

「わ、わかってますよ。ちょっと思っただけですから……」

　残念そうに壁かべに立てかける。

　シャーロットが掘り起こした盾のように、この大迷宮には冒険者が残した武具が落ちている。それだけでもこの迷宮ダンジヨンに入る価値がある。

　サーキスタ大迷宮の陰いん鬱うつとした雰ふん囲い気きがシャーロットとのやり取りで緩かん和わされる気がした。だけど、俺とシャーロットの様子を睨にらみつけるように眺ながめる冒険者。

「……何だよ」

「相変わらず、随分と吞のん気きだ。この場所がどこだか分かっているのか」

「……ちょっとぐらい、いいだろ」

「その気の緩みで、人が死ぬぞ。それが分かっているなら、いい」

　言いたいことはあれだろう。もっと大迷宮の中にいるという緊きん張ちよう感かんを持てってことだろ。

　分かっているって。ただ、ブロウはシャーロットの存在が気に食わないだけなんだ。

　ブロウは一いつ貫かんしてシャーロットの迷宮ダンジヨン探たん索さくを反対していた。迷宮ダンジヨンの入り口で、あの蜘蛛くもと共に待っているよう言ったのだが、シャーロットは自分も中に入ると言って譲ゆずらなかった。

　あの時はひやひやしたもんだ。結局、大迷宮を目前にして時間が勿もつ体たいないとアリシアに押し切られる形で、俺たちは大迷宮に突とつ入にゆうしたんだ。







　ただひたすらに歩く。

　大迷宮に潜ってまだ半日だというのにもう疲ひ労ろう感かんが身体全体を覆おおっていた。以前、カリーナ姫ひめと潜った迷宮ダンジヨンやドストル帝てい国こくの皇太子と潜った迷宮ダンジヨンとは比べ物にならない。

「スロウ様、何だか、肌はだ寒ざむくなってきましたね……」

　圧力を感じる。この先に進んではいけないと直感で身体が理解しているのだ。

　シャーロットが身体を震ふるわせている。

　シャーロットには秘密兵器、風の大精霊さんがついている。

　あいつは羨うらやましいことにシャーロットの腕うでの中で吞気に欠伸あくびなんかをしてやがる。

　だけど、俺もシャーロットも理解している。

　風の大精霊さんがそんな時は、まだ大だい丈じよう夫ぶってことだ。

　アリシアは気き丈じようだ。あいつも恐きよう怖ふを感じているだろうに、それを微み塵じんも出さないのだ。

　そんなアリシアに勇気付けられたのか、シャーロットも前を向く。




　たった数時間でも分かることがある。

　それはアリシアが雇やとったブロウが、恐おそろしく優秀な冒ぼう険けん者であるという事実。

「──迂う回かいする」

　ブロウは、俺がこれまで見た冒険者の中で一番優秀だった。

　断トツだ、その実力に疑いを持つつもりはない。

　危機回かい避ひ能力が異常に高いのだ。

　ブロウがどうやって、モンスターの居場所を察知しているのか。

　風の大精霊さんが、シャーロットの腕の中から手を伸のばして虫を捕まえようとする。

　これで二度目だ。

「……っ」

　その瞬しゆん間かん、ブロウは顔をしかめて、俺は改めて確信を強めた。

　虫か。しかし、魔物使いモンスターテイマーは己おのれの手の内がばれることを嫌きらう者が多い。俺は自分の胸のうちだけに隠かくすことにした。風の大精霊さんも、気づいているのだろう。

　だから、あえてああやって、ブロウの嫌いやがることをしてからかったんだ。

「従者。その猫ねこは、非常食にしよう」

「だ、だめですよ。この子は、とっても頼たよりになるんですから！」

「本当か？　私には、そうは思えないが」

　大精霊さん、性格が悪いなあ。的確にブロウが嫌がることをしているんだ。

　雰囲気が悪くなるからやめて欲しいものだ。




「……あの。今あった宝箱、取っ手がついてなくなかったですか？」

　シャーロットの言葉にブロウが即そく座ざに振り向いた。

「全員、伏ふせろ！」

　ぞわっと鳥とり肌はだが立った。

　ブロウが即座に光の魔ま剣けんを振るう。

　背後の宝箱、ミミックから触しよく手しゆが伸ばされ、ぼたりと何本も地面に落ちる。

　俺もこれまでモンスターとの戦せん闘とうはブロウに任せっきりだったから、反応が遅おくれた。

「狡こう猾かつなミミックだな。開いたタイミングではなく、通り過ぎた後を狙ねらうとは……」

　どうせ持って帰れないのだからと。

　俺たちは宝箱がどれだけ魅み力りよく的に思えても見ないようにして進んでいた。

　まさに今、宝箱に見向きもせずに通り過ぎた俺たちに向けて攻こう撃げきがなされる瞬間だったのだ。価値あるお宝にご執しゆう心しんなシャーロットのナイスファインプレーである。

　そしてブロウの反応の速さにも、拍はく手しゆを送りたい。

「………従者、君のおかげで助かった」

　これまでシャーロットのことをずっと従者扱あつかいしていたブロウが不意に立ち止まる。

「ミミックの触手で麻ま痺ひでもすれば、こんな場所で足止めを食くらうところだった」

　ブロウが、シャーロットに向けて手を差し出した。

　顔の下半分を覆う包帯を取り、素顔を露あらわにする。

「前言は撤てつ回かいしよう。よろしく頼む、シャーロット」

「こちらこそ……です」

　何だよ、どうしてシャーロットが恥はずかしがっているんだよ。

　ブロウが思ったよりも美形だったからか？

「そんなシャーロットに幸運の知らせだ。今日中に、中層に到とう達たつ出来るかもしれない」







　作戦会議では、時間をかけて確実に行くはずだった。

「──静かに」

　幸運だと言ったブロウの後を進む。一体何があるというのか。

「とても幸運なんだ。私が言った意味はすぐに分かる。今は何も考えず、私についてこい」

　迷宮ダンジヨンの中はすえた臭においがする。

　しかし、進むにつれてひどくなる獣けもの臭しゆうに顔をしかめた。

　道を進んでいると、先の地面が急になくなった。顔だけ出して下を覗のぞきこむと十メートル程ほど下に地面が見え、目の前には大空間が広がっている。

「あれ……百は軽くいるだろ……」

　暗くら闇やみの中、ごつごつとした岩場を進むバックルの群れが見える。

　異常に発達した筋肉に、毛皮で覆われた身体。四本脚あしもいれば、二足歩行もいる。

　ゴリラの姿を二回りは大きくしたような……ひどい獣臭は奴やつらのものだったか。

　地鳴りがする。あんなのに巻き込まれたら堪たまらない。

　あれは危険だ、近寄ってはいけない。彼らは群れをなして行動する。

　ブロウが接せつ触しよくは避さけたいと言っていたモンスターに、まさに該がい当とうする。

「……おい、ブロウ……あれは何ていうか、やばいなんてもんじゃないだろ！」

「静かに」

　ブロウはそっと人差し指を前に向ける。

「スロウ、風の魔ま法ほうで風の向きを操作してほしい。私たちの匂においを気取られないように」

　その真しん剣けんな様子に、即座に行動を起こす。

　俺たちに向けて、元来た道へ風の流れを作り出す。

「ブロウ……何を考えている」

「あれはバックルの群れだ。幸運だぞ、奴らは上層での殺さつ戮りくを終えて中層に戻もどるところだ」

「お前まさか……」

「考えている通りだ。奴らの後に続いて、中層に潜もぐる」

　それは、ひどく危険と言わざるをえなかった。




　アリシアとシャーロットは怯おびえている。

　恐怖の権ごん化げがそこにいた。

　その咆ほう哮こうを聞き流しながら、洞どう窟くつから地面に降りて彼らの後についていく。

　絶対に見つからないよう、一定の距きよ離りを開けながら。

　それでも見つかるのではないか、そんな恐れがあるのは事実だ。

「この地鳴りが聞こえれば、大たい抵ていのモンスターはバックルから逃にげていく」

「……その気持ちはよく分かるな。俺だって、あれと戦うのは御ご免めんだ」

「サーキスタ大迷宮には、あれぐらいのモンスターはいくらでも存在する。ただ、上層では最も危険なモンスターに分類される」

　ブロウの話によれば、あの咆哮や地じ響ひびきを聞けば、近寄ってくるモンスターはいないという。酷ひどく残ざん忍にんで、異種族に対して敵対的。流血で興奮するという厄やつ介かいなモンスターだ。

「足元を見ない方がいい。奴らが通り過ぎた後には、屍しかばねが続く。高位冒険者のパーティであっても、バックルの存在を感じ取れば戦いを選ばず、姿を隠す」

「確かに……これを見たらな……」

　奴らが通り過ぎた跡あとには、不幸にも何体ものモンスターの死し骸がいを見た。吐はき気けを催もよおすような残忍さだ。恐ろしいことに中には人間もいた。冒険者。バックルの群れは数百体にも及およんでいる。俺たちは群れの列の先で何が起きているかは分からない。ただ、彼らの群れが通過した跡には生物が死に絶えている。ブロウが語った恐ろしい話は間ま違ちがいではないようだった。

「アリシア様。目を瞑つぶり私の手を取ってください。出来ることなら何も見ないほうがいい」

「余計な気き遣づかいはやめて。これぐらい……大丈夫よ」

　気丈に振ふる舞まうアリシアだが、吐き気を我が慢まんしているのは明白だった。

　迷宮ダンジヨンでは人間の死は当たり前である。

　その事実をようやく、俺たちは理解する。

「彼らは逃げなかったのかしら。恐ろしいモンスターだってことは知っているんでしょう」

「奴らは執しゆう念ねん深い。一度見つかってしまえば、どこまでも追ってくる。それが、バックルというモンスターの生態です」

「この大迷宮に潜る冒険者でもああなってしまうのね……」

「一人のＡ級冒険者が命を懸かけて戦えば、十体程度のバックルなら倒たおせるでしょう。しかし、あれだけの数になれば話は別だ。奴らに手を出せば、他ほかのモンスターもやってきます」

「ブロウ。貴方あなただったら、倒せるの？」

「アリシア様。依い頼らい主である貴方が、あのバックルの群れを殲せん滅めつしろと言うのなら叶かなえてみせます。しかし、今がその時じゃないことは貴方がよく知っている筈はずです」

「……そうね」

　一歩でも選せん択たく肢しを間違えば、不用意に恐ろしいモンスターに出会ってしまったら、自分がこの足元に散らばるそれになってしまうかもしれない。

　改めて──俺たちは恐ろしい場所に足を踏ふみ入れてしまったと思った。







「あれが……悪魔の牢獄デーモンランド、中層に続く階段です」

　バックルの群れが、階段を下りて行く。

　奴らは殺戮を繰くり返し、ストレスを発散したところで中層に戻るのだという。

　何て恐ろしくて、迷めい惑わくなモンスターだよ。

　だが、ブロウはさらに血の気が引くようなことを言い出した。

「このまま、奴らの後に続いて中層へ向かいましょう」

「……おい。まだお前から中層がどうなっているか説明を受けてないぞ！」

「中層については、中層へ着いた際に話す。それでいいだろう」

「そんなの遅すぎるだろ……」

　そんな俺を止めたのはアリシアだった。

「スロウ。やめて、この時間が勿もつ体たいないわ」

「アリシア……俺たちは中層のことを何も知らないんだぞ」

「でも、今なら問題もなく中層へいける。こんな千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。ブロウ、そうでしょ？」

「その通りです、アリシア様」

　その様子を見て、黙だまり込む。

　理には適かなっている。確かにバックルの群れの周りには、一いつ切さいのモンスターの姿が見られない。ブロウが言う通り、今が千載一遇の好機であることに疑いはなかった。

　ただ、俺とアリシアの違ちがいはあの女冒ぼう険けん者、ブロウを信じているか信じていないかだ。

「スロウ」

　アリシアに腕うでを掴つかまれた。その目は真剣だ。

　俺は口を挟はさむことが出来なかった。




　ブロウが語る。

「悪魔の黒剣デーモンスライスを目指す冒険者にとって、バックルの群れに合わせて中層に下りることは常識です。悪魔の黒剣デーモンスライスに住居を構える奴らが消えればこの辺りはしばらくモンスターの巣そう窟くつになる。そうなれば、次に中層の先に進めるのはいつになるか分からない。多少の危険を冒おかしてでも前に進むべきでしょう」

　ブロウは淡たん々たんと語る。

「私は中層への下り方が最大の難所だと思っていた。しかし、アリシア様、あなたの判断に任せます。彼の言葉にも一理ある。入念な準備は必要です」

「──進むわ」

　おいおい、正気か。

　もっと用心深く行くべきだ。頭の中の冷静な部分が、そう警けい鐘しようを鳴らしている。

　でも、同時に、こんな幸運は無いことも理解できる。

　出来ることなら、こんな恐おそろしい場所からは一日も早くおさらばしたい。

「走り抜ぬけろ！」

　だけど、この旅を始めたのはアリシアだ。

　階段を下りる。どこまでも、どこまでも、光さえも見えない巨きよ大だいな階段。

　普ふ段だんは見張りの鎧よろい甲かつ冑ちゆうが何十体も巡じゆん回かいしているという、急な階段を下りていく。

「ぶひいいい」

　ブロウの野や郎ろう！

　思いついたといっても、普通やるか!?




　巨大な石階段には、モンスターがいなかった。全すべてブロウの言う通りだ。

　でも、それ以外の生き物はいた。モンスターではない。そいつは、蝙蝠こうもりだ。バックルの大群が階段を下りていった後、蝙蝠の群れがこの先の中層から上層に上がってきている。

　前が見えない。

　これがあるからバックルの群れが階段を下りた直後は、他のモンスターが階段を利用しないのか。バックルが上層で殺さつ戮りく衝しよう動どうを発散した後は、肉食蝙蝠の餌えさ場ばとなる。

　ブロウが、蝙蝠にまみれながら、そんな知識を教えてくれた。

「……シャーロット！　俺の手を離はなさないで！」

　しかし、蝙蝠の群れはえらく不快だ。

　耳元でキイキイと音がするし、足を踏み外しそうな恐きよう怖ふも感じる。

　でも、進むしかない。だって、ここまでやってきて帰るなんて選せん択たくはない。時折、ブロウからあと半分とか、もう少しだとか声が聞こえる。その声に勇気づけられて、一歩一歩、階段を下りる。少し前をいくシャーロットが足を踏み外しそうになるが、引っ張り上げる。

　そうこうしていると前から、着いたぞと声が上がった。

「……」

　誰だれかが言っていた。

　迷宮ダンジヨンの各層を繋ぐ階段は、人間の街で言うと門の役目を果たしていると。

　確かにその通りなのかもしれなかった。

　巨大な岩いわ壁かべの中から、俺たちは長い階段を下って飛び出してきた形になる。

「……嘘うそだろ」




　到とう着ちやくする俺たちを迎むかえたのは、ただっ広い巨大な空間だった。

　しかも随ずい分ぶんと長い階段を下りてきたからか天てん井じようが高く、ごつごつとした岩場を抜けた先に、それが見えた。

　砦とりでだ。

　圧あつ倒とう的な質感の砦が、俺たちを出迎えてくれた。

　砦の周りは深い堀ほりがあって、堀の上に木造の橋がかけられている。

　あの橋を渡わたらなくては、砦の中には入れない構造らしい。

「要よう塞さいね……」

　アリシアの言葉にうなずいた。

　ブロウが言うには、あの砦の中には簒さん奪だつのステインに忠誠を誓ちかう奴らが住んでいる。

　数千にも及およぶ強力なモンスターが暮らし、それ以外はこの岩壁に空いた穴の中で通常の迷宮ダンジヨンと変わらない生活をしている。

　周りに掘ほられている堀はなかなかどうして深そうだった。

　奴やつらも一丁前に、人間の冒険者の襲しゆう撃げきを恐れているってことか。

　そう思ったが、あれは襲撃してきた冒険者を外に逃がさないためなのだとか。

　オークが横に十人は並べそうな横よこ幅はばの橋を、今はバックルの群れが渡っている。

「移動する。こんな所で見つかれば、これまでの努力は終わりだからな。砦の入り口にコボルトの姿が見えるだろう」

　俺たちのいる場所からは、橋がかかっている堀まではかなりの距きよ離りがある。

　途と中ちゆうには小さい丘おかのような岩山が幾いくつもあるし、見通しが良いとは言えない。

　目を凝こらすと確かに砦の入り口には、直立不動するコボルトの姿が見えた。

　俺たちが国境沿いで出会ったコボルトとは比ひ較かくにならない、金属の鎧よろいで身を覆おおっている。

「……異常事態にでもならないと見張りのコボルトは真しん剣けんにならないが、奴らの視力は侮あなどれない。ここまでかなりの距離があるが、万が一も考えられるからな」

　俺たちはブロウに連れられるまま、幾つもの岩石の間を通り過ぎて、進んでいく。

　傾けい斜しやのある岩肌を数分も進むと、俺たちの姿を隠かくすのにちょうどいい岩石が幾つも並べられた場所にやってくる。

　そこには、金属製の武具が散らばっていた。

「中層では、人間の姿でいるわけにはいかない。我々はモンスターに変装する」

　ブロウの言葉によると、上層は人間のまま、素す早ばやい行動が求められるが、中層では時間をかけてでもモンスターに見つけられないことが何よりも重要だという。

　鎖くさり帷子かたびらを着き込こんだ。身に着けている鎧に統一感は無い。

　今の俺を見れば、騎き士しの真似まね事ごとをしているモンスターにしか思えないだろう。

　歩けば鎧がずれてガシャガシャ鳴るし、サイズも合っていない。だが、それでいいのだとブロウは言った。モンスターにそんな細かい違いは分からないのだからと。

「……」

　兜かぶとを着けながら、考える。

　たった半日で中層に辿たどり着いてしまった。

　いくらアリシアの地図があるとはいえ、恐ろしいことだ。通常、一週間は掛かかる道のり。

　サーキスタ大迷宮への裏の入り口を知っていることも含ふくめ、ブロウ、優ゆう秀しゆうにも程ほどがある。

　アリシアが信しん頼らいするのも分かる。

　ここまでの実績を叩たたきつけられたら、俺も信じないといけないだろう。

「ブロウ。あの橋以外に中に入る方法はないのか」

「ないことはない。そこら中に細長い洞どう窟くつがあるだろう」

　随分遠い場所に来てしまったが、俺たちがやってきた階段を見つめれば、上の岩壁に所々、暗い穴が開いていた。穴のサイズは、それぞれ異なる。

「洞窟の幾つかが、あの砦の中に繋つながっている。が、入らない方がいい。地図にも記されていない、複雑な迷路だ。道中、モンスターと出会い、戦いになるのがオチだ」

　あの洞窟の中は、砦での生活を追いやられたモンスターのねぐらになっているという。




　鎧を着て兜をかぶる。
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「こんな変装で本当になんとかなるのかよ……」

　案外様さまになっているようにも思えるけど、本物のモンスターから見ればどうなんだろう。

「ぶひい」

　油断なんてしてなかった。

　ここは敵の居城で、俺たちは侵しん入にゆう者。だけど、鎧を着込んだことで視界も遮さえぎられるし、五感が大おお幅はばに束そく縛ばくされてしまう。だから気づかなかった。

「ん？」

　アリシアが、不意に視界から消えた。

　兜を取り、周りを見み渡わたした。いない。なんだよ、あいつ。どこに消えた。

　すると、シャーロットが上を指差している。上？　見上げると、アリシアが上にいた。

　巨大な怪かい鳥ちようが、その立派な脚あしで、アリシアの肩かたをしっかりと掴んでいる。

　あいつは驚おどろいて声も出ないようだった。ぐんぐん上じよう昇しようして、拳こぶしよりも小さく見える。

「アリシア！」

　巨大な怪鳥は砦の上空に向かっている。

　連れ去られたアリシアを助けるために、俺は鎧姿のまま、駆かけ出した。

　橋を渡る。躊躇ためらいはなかった。








四章　元婚こん約やく者と死地を行く









　サーキスタ大迷宮中層以下は、別世界である。

　そんな噂うわさを聞いたことがあったが、それはあながち間ま違ちがいではなかったようである。

「……ぶっひぶっひ」

　アリシアが怪あやしげな怪鳥に連れ去られたあの場で、咄とつ嗟さに動けたのは俺だけだ。

「……ぶっひ」

　橋の下は真っ黒で、落ちれば死は避さけられないだろう。

　この橋、本当に大だい丈じよう夫ぶだよな？　突とつ然ぜん、崩くずれたりしないよな？

「ぶひいぶひい！」

　オークの声真似をして、砦に続く橋をおっかなびっくり渡っていく。

　兜をしっかりと被かぶり、のろまなオークのように、ゆっくりと。

　ぶひぶひ言いながら歩いていると、橋の向こう側、砦の入り口に立っている二体のコボルトは俺を気にすることなく喋しやべり続けていた。二足歩行で犬の顔を待つコボルトはその視力の良さから、ああして門番をすることが多いと知識では知っている。

　しかし、オークの真似を堂々としていれば案外ばれないものだな。

「……ぶひ」

　アリシアを捕つかまえた怪鳥は、悠ゆう々ゆうと空を飛んでいる。

　厳密に言えば、空じゃない。ここは地下だから、空は無い。

　だけど、この巨きよ大だい空間の天井は高く、怪鳥は天井すれすれを飛んでいた。

　どうやってアリシアを助け出すか。砦の中に入り、モンスターから姿を隠しながら、狙そ撃げきするか。でも……あの高さから突然、放ほうり出されればアリシアはパニックになるだろう。

　そうしたらモンスターに俺たちの潜せん入にゆうがばれるのは間違いない。

「……」

　門番コボルトの視線を受けながら、俺は砦の中へ侵入した。







　アリシアを連れ去ったあの怪鳥は何の意図でアリシアを捕まえたのか。

　絶対、巣に連れて行って美味おいしく食べるに違いないと思っていた。

　でも、実はそうじゃなかったらしい。

　だって、あの怪鳥は突然、急降下して高度を落とし、アリシアを途中で落としてしまった。あいつがアリシアを落とした場所は何かの生物が多数、捕とらえられた建物の中だった。その建物には屋根がなかった。ここは地下だから雨も降らないし、必要ないのだろう。

　建物の中には柵さくが作られ、柵の中には不思議な生物がひしめいている。

　俺は柵の中にぎっしり詰つまった不思議な生物を退どかして、何とか不思議生物の中に埋うもれていたアリシアを見つけ出したのだった。

「す、スロウ……!?　な、何なのあの鳥！」

「良かっただろ、食べられなくて。本当に危ないところだったんだぞ」

「……死ぬかと思ったわよ！」

　小声で取り乱すアリシアを見て、不思議と心が落ち着いた。最近ずっと冷静なアリシアを見ていたから、こっちの方が素のアリシアって感じがするんだ。

「それよりアリシア。砦とりでの中がどうなっているか、お前……見たか？」

「そんな余よ裕ゆうはなかったわよ……本当に死ぬかと思ったんだから！」

「ま、そりゃあそうだよな……」

　俺はアリシアを見つけ出すまでに、少しだけだがこの砦の中をオークの真似をして歩き続け、そして気づいた。ここは、あそこに少しだけ雰ふん囲い気きが似ている。

　ヒュージャックに巣食っていたモンスター村。

　あいつらも似たような国を形成していたが、こちらの方が遥はるかに文明的。

　こちらは村というよりも、街だ。でも、人間が作った街ではこうはならない。

　何て言うか、雑なのだ。道も真っすぐじゃないし、微び妙みように曲がっている。

　石造りの家も、ただ、巨大な石を積み上げて継つぎ目を泥どろか何かで埋めているだけ。

　扉とびらは無い。開けっ放しで防犯意識の欠片かけらもない。

　しかも所々、建物は壊こわれている。まるで襲しゆう撃げきの跡あとみたいに。

「……でも、これはどうしたことか」

　不思議な生き物が、俺たちに目を向けているんだ。

　そいつらは、やたらとふさふさした四つ脚の何かだった。ずんぐりむっくりして、脚も毛に埋まってる。突然現れた俺たちに対しても警けい戒かい心しんが薄うすくて、顔をこすりつけてくる。

　多分。この場所は、こいつらを飼育する牧場みたいな場所だろう。

「……ねえ。こいつら、スロウに似てない？」

「あぁ!?」

　思わず大声が出た。

　でも、それぐらい失礼な話だった。

　俺とこいつらが似ている？　どこがだよ。間ま抜ぬけな声でぶひぶひ言うオークよりも知能が低そうな生き物……というか、こいつら知能とかあるのか？

　それに俺はさすがにこんな不細工じゃないだろ。

　ちょっとおい。寄ってくるなっての。

　だけど、この場所で隠かくれ潜ひそむことが出来たのは、幸運だった。

　少なくとも、ゆっくり落ち着いた時間を取ることが出来たのだから。

「……思い出した。ここ、豚ぶた虫むしの繁はん殖しよく場。モンスターの食用として飼育されている家か畜ちくよ」

「豚虫？」

「こいつらのこと。だって、見るからに食用って感じでしょ？」

「お前そんなはっきりと……一応、嫌いやな顔せずに俺たちを匿かくまってくれてるんだぞ」

　こいつらが騒さわぎ出したら、相当まずいことになっていただろうからな。

　そう言うと、アリシアは豚虫の頭を触さわり、嫌そうな顔をした。

　どうやら、くっついてくるのが相当ストレスらしい。

「それより逃にげよう、アリシア。幸い、今ならまだ砦の入り口を俺は覚えている」

　上層も相当やばいモンスターで溢あふれていた。

　だけど、この砦の中にいるモンスターはあれ以上だ。平気で恐おそろしい巨きよ人じん族とかが道の真ん中で寝ねているし、あいつらと一戦交えるなんて考えるだけで馬ば鹿からしい。

　だけど、アリシアは何かを考え込んでいるかのように黙だまり込んでいる。

「スロウ。この街に来るまでに、何か違い和わ感かんを覚えなかった？」

「違和感？　強しいて挙げるなら起きているモンスターと遭そう遇ぐうしなかった」

「じゃあ、続行ね」

「はあ？」

　アリシアの言葉が、信じられなかった。

　続行？　何を？

　アリシアは俺の疑問に端たん的てきに答える。

「二属の杖ダブルワンドを、奪うばい返しにいくわ」

「……本気かよ」

　絶句した。

　危険だ。危険すぎる。

　サーキスタ大迷宮中層の地図も持っていない。あれは今、ブロウの手にある。

「冷静になったら、地図の内容を色々思い出してきたわ。今私たちがいる場所は砦の三番街中央区。スロウ、モンスターが寝ているのは今が夜だからよ」

「……どういうことだよ」

「この街は地上と流れる時間が同じってこと。ちょうど、お昼前に迷宮ダンジヨンに潜もぐったから……今、外は深夜なのよ。夜の時間に砦の中を歩いているのは数少ない衛兵ぐらい。あとは門番コボルトとか。あいつら、怠なまけていたけど……」

　アリシアはやけに詳くわしいし、自信満々だ。

「今がチャンスなの。わざわざ砦の外に戻もどる必要はないわ」

　アリシアの目が、爛らん々らんと燃えていた。

　そうだ。

　アリシアは、こういうやつだ。

　いざという時はシューヤよりも、遥かに度胸がある。

「進むわよ。砦の中の地図は頭の中に入ってるし、今は最高のタイミングだから」

　アリシアの言葉を証明するかのように、へんてこ豚、豚虫も一いつ斉せいにぐうすか眠ねむりだした。
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「──シャーロット、あの二人を助けたかったら私の言うことを聞くべきだ」

　スロウがアリシアを追いかけ、砦の中に入っていった。

　橋の上を鎧よろい姿すがたのスロウが渡わたっていく時は、モンスターにスロウの正体を気づかれるんじゃないかとシャーロットは緊きん張ちようで死にそうとさえ思ったものだ。

「君一人では、この地にいるモンスター一体にさえ勝利出来ない。地上に帰りたければ、私の言うことを聞いてもらう。さっきも私に助けられただろう？」

　運の悪いことに一体のバックルが、岩場から顔を出していたシャーロットの存在に気づいたのだ。しかし咄嗟のところでブロウがバックルを殺し、シャーロットを助け出した。

　そのまま、さらに砦から離はなれたこの岩いわ陰かげに隠れている。

　シャーロットはブロウに助けられたことを感謝したが、すぐに疑ぎ惑わくに変わった。なぜなら、アリシアを連れ去った特とく徴ちよう的な模様を持つ怪かい鳥ちようが、今ブロウの頭上を飛んでいるからだ。

　ただ、足に掴つかんでいた筈はずのアリシアの姿はどこにもなかった。

「言っておくが私は敵じゃない。まず、それだけは伝えておきたい。見ての通り、あの子は私が使し役えきしているモンスターだけどね」

　ブロウはアリシアを連れ去った鳥は、自分が手て懐なずけているモンスターだと悪びれもせずシャーロットに告げたのだ。

「……」

　シャーロットは後ずさる。危険だ。ここにきて、ブロウの考えが全く分からない。

　ブロウは、アリシアが雇やとった冒ぼう険けん者であるが、何を考えているのか。

　だが、そんなシャーロットを見てブロウは怪あやしげに微笑ほほえんだ。

「し、信じられると思っているんですか！　アリシア様をあんな危険な砦の中に！」

　シャーロットの頭が混乱する。一体何を言っているんだ。

　この冒険者が操あやつる怪鳥によって、アリシアはあの危険な砦の中に連れ去られてしまったのだ。しかも、アリシアを追ってスロウも砦の中に入ってしまった。

　守るべき依い頼らい主、アリシアが危機的状じよう況きようにあるというのに　ブロウは落ち着いたまま。

　敵か味方か分からないが、ブロウに自分たちが知らない目的があることは明白だ。

「アリシア様は無事だよ。あの方は賢かしこい。この地図にある砦内の様子は記き憶おくしているだろうし、傍そばにはあの龍りゆう殺しがいる。あの二人が協力すれば、簡単にくたばったりはしないさ」

「貴方あなたの目的はなんなんですか……」

「すべては、アリシア様の目的を達成するために必要だと考えたまで。シャーロット。君はアリシア様の目的はなんだと考えている」

「……それは、サーキスタとダリス、二国の友好の証あかしである杖つえの奪だつ還かん……」

　杖の奪還がアリシアの目的。

　そして、その功績をもって二人の婚こん約やくを無かったことにする。

　それがアリシアの狙ねらいだとシャーロットは思っていたし、アリシアもそう言っていた。

　だから、あんな危険な場所に送り込むことがアリシアの目的に沿うとは思えなかった。

「残念ながら、我々だけでは杖の奪還は不可能だ。これまで大勢の冒険者が簒さん奪だつのステインが持つ宝物の奪還に挑ちよう戦せんしたが、帰ってきた者は余りにも少ない。こんな少人数でステインの宝物を奪還するなんて馬鹿げているとしか思えない」

「馬鹿げているって……じゃあどうしてアリシア様の依頼を受けたんですか」

「私の目的は友人の遺品を持ち帰ることでね。中層から帰還するために、どうしてもアリシア様が持つ地図が必要だった。アリシア様の依頼に最初は半信半疑だったが、あの地図を見れば利用せずにはいられなかった」

　シャーロットは思い出す。

　そういえば、スロウが馬車の中で高名な冒険者がどうしてあれが本物と信じたのか分からないと言っていたことがある。

　サーキスタ大迷宮内を記した偽にせ物ものの地図は、世界中にあふれていると。

「私は過去、サーキスタ国の支し援えんを受けて、この場所に潜った冒険者の一人だ。公こう爵しやく家の従者なら分かるだろう。サーキスタという国は、高名な冒険者を定期的に、大迷宮へ潜らせている。財宝を独どく占せんするために、冒険者ギルドを通さずにな」

　知らなかった。

　だがこの場面で知らないと言える空気でもないので、シャーロットは神しん妙みような顔で話を聞くことにした。シャーロットは空気が読める女の子なのである。

「この地図にはサーキスタ王室から支援を受けて迷宮ダンジヨンに潜った冒険者の名前が記き載さいされていてね、当然私の名前もあるわけだ。アリシア様が私を信しん頼らいした理由がそれだよ」

「……」

　確かにアリシアのブロウへの信頼は過か剰じようであった。

　国境沿いで起きた出来事も含ふくめて、見ず知らずの冒険者をどうして信用しているのかシャーロットも不思議であったが、そうした事情なら納なつ得とくも出来た。

「サーキスタ王室と繋つながりがあることも含めて、私はアリシア様にちょっとした縁えんがある。可能であれば、アリシア様には幸せになってほしいと考えている」

「……だから、あの危険な砦にアリシア様を放ほうり込んだんですか」

「ちゃんと安全な場所に落としたさ。アリシア様には、あの危険な場所で杖の奪だつ還かんが不可能なことを改めて知って欲しかった。それに、思った通り、彼はアリシア様を助けにいった。私は、あの二人を一いつ緒しよにすることで仲を深めて欲しかったんだ」

「仲を深める？」

「道中、二人を見ていて思ったんだ。あの二人は、何かきっかけさえあれば、恋こいに落ちるんじゃないかって。噂うわさでは関係は最悪と聞いていたが、意外とそんなでもないじゃないか。えてして、周りから見える関係と、当事者同士の考えは異なるものだ」

　ブロウがそんなことを考えていたなんてシャーロットは夢にも思ってなかった。

　だってこの冒険者はそんな恋れん愛あい事なんかには一いつ切さい興味がなさそうだったから。

　何というか、非常に失礼だが、堅かた物ぶつに見えたのだ。

「迷宮ダンジヨン内であの二人の間に深い絆きずなでも生まれるかと思った。冒険者の間じゃ、危険を共にした男女の間に恋愛が生まれるなんてことはよくあることだからね」

　砦とりでの中からは、モンスターの咆ほう哮こうが幾いく度ども聞こえた。

　けれど、今のシャーロットには二人が向かった砦に意識を向ける余よ裕ゆうは一切なかった。

「……こんな状況で、そんな気分になることはないと思いますけど」

「こんな状況だからだよ。異常な環かん境きようではおかしな勘かん違ちがいも起こる。私の経験からしても、それはあった。状況としては、今の二人と似ているような気がするな」

　無論、シャーロットにはブロウの言葉が理解出来なかったし、危険な迷宮では仲が深まりやすいというブロウの意見に頷うなずくことも出来なかった。

　何せ、シャーロットとスロウは恋こい人びと同士なのだから。

「……なんで、そんなことを」

「アリシア様は立場的に最終的に誰だれかと結婚しないといけない。しかし、候補に挙がっている者は昔と同じようにろくでもない奴やつらばかりだろう。だから、彼なら良いと思ったんだ」

「それはアリシア様の望みじゃないと思いますけど……」

「それでも、私はアリシア様の将来に対して、責任があるからね」

「……責任？」

「昔の話だが……元々、スロウ・デニングを婚約者として勧すすめたのは私だからだよ」

　その言葉に、シャーロットは目を瞬しばたたいた。
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「……スロウ。馬鹿な真似まねはしないでね」

「わ、分かってるって」

　サーキスタ大迷宮の中層。

　この場から逃にげずに宝物庫に向かうという判断は、常じよう軌きを逸いつしているとしか思えない。

　けれど、進むにつれてアリシアの判断が根こん拠きよの無い自信ではないことがわかってきた。

　何よりも幸運だったのが、今が夜ということ。

　砦にいるモンスターらは、一様にぼんやりして、眠そうだった。

　そしてもう一つが、これだ。俺たちがモンスターに変装出来たということだ。




　がっしゃん、がっしゃん、鎧よろい騎き士しに変身したまま砦の中を練り歩く。

　アリシアが着用している鎧は俺が砦の中から拾ってきたものである。

　砦の中には、俺たちと同じように鎧と兜かぶとを着けたモンスターが大勢いた。理由は、鍛冶かじを行うモンスターが多いのだ。カーン、カーン、と鋼はがねを打つ音が夜だってのにそこら中から聞こえる。

「……」

　しかし、凄すごいな。

　胸の中だけで、嘆たん息そくする。アリシアを捜さがしに行くまではじっくりと砦の中を見物する余裕はなかったが、改めて見み渡わたすと壮そう観かんだ。

　砦の中には、道の往来でモンスターが何かを飲んだり、何かを食ったり、果ては、道の真ん中で寝ねているモンスターもいたりと、治安なんてあったもんじゃない。

　鍛冶屋のように鋼を打っているオークがいた、火花を散らして本物の職人のように。

　営みは人間世界と変わらない。サーキスタの村よりも遥はるかに文明的。

「ぶひい……」

「ちょっと、突とつ然ぜん何よ」

「オークの真似ぶひい」

「……馬ば鹿かな真似はしないでって言ったでしょ」

「分かってるよ。冗じよう談だんだって」

　アリシアの睨にらみを感じながら、後ろについていく。

　しかし、あそこは壮大だなあ。砦の最さい奥おうに、一ひと際きわ巨きよ大だいな建物が見える。

　砦内の住居と同じく石で出来た建造物。あれはきっと、城のつもりなんだ。高くなるにつれて、細くなっているし、やたらと意い匠しようが凝こらされている。

　砦内の道は全すべてあそこへ繋がっているようだし、あの城に向かうモンスターの身なりも良い気がする。きっとあの城は権力者の住まいだ。そうに違ちがいない。

　あそこに噂のスライムが住んでいるのだろう。

「おーい。そこのちんまい鎧！　ここはお前みたいな貧ひん弱じやく者が、来る場所じゃねーべ」

　道の真ん中で寝ね転ころがっている巨人族に話しかけられる。

　でっかい。立ち上がったら、俺の何倍の身長になるんだろう。

「……スロウ。行くわよ」

　じろじろ見ていると、怪しまれる。

　俺はアリシアに連れられ、道を急いだ。

　今度は火山で肌はだでも焼いたような、赤しゃく銅どう色の肌のオークが俺を見ていた。

　何だよ、人間の匂においがするとでもいうのか？

　オークは偉えらそうに金属を貼はり合わせた鎧よろいを着けている。

　それに大おお振ぶりの刃は物ものや、腰こしには盾たても。地上だったらオークの一団を統とう率そつ出来そうだけど、そいつの格がこのサーキスタ大迷宮中層では普ふ通つうなのだ。




「見ろ！　のろまなオーク！　冒険者から略りやく奪だつした！　いいだろう！」

　冒険者から奪うばい取った金品を一本のロープに通し、じゃらじゃらと音を鳴らしながら歩く、下品なオーガもいた。とても、強そうだ。口から牙きばを生やし、喧けん嘩か上等、みたいな感じで道の真ん中を歩いている。

「アリシア、喧嘩を売られたんだけど」

「全部無視に決まっているでしょ……ひ、あいつらがいるわね……」

　上層で殺さつ戮りくに夢中だったバックルの群れが通りで深い眠ねむりに入っている。

　こうして近くで見ると本当にゴリラだ。その身体からは強い血の臭においがした。

　バックルたちの傍そばを通り過ぎる時は、出来るだけ足音を立てずに進む。時折、物もの陰かげで息を整えながら、心を落ち着かせた。

「なあアリシア……随ずい分ぶんとこの砦の造りに詳くわしいんだな」

「あの分厚い地図を、毎日毎日、学園の部屋で読んでいたから」

　学園で引きこもっていた時は、寝る間を惜しんで地図を読み、戦略を練っていたらしい。

「……アリシア。この際だから教えて欲しいことがある」

「何？」

「お前がブロウをあそこまで信頼している理由だ。それに、あいつの目的ってそもそも何なんだよ。俺も心残りなく死にたいからさ、教えてくれよ」

「……ブロウは、サーキスタ王室が、大迷宮に送り込んだ冒ぼう険けん者。地図の作製者の一人よ」

「成なる程ほど。サーキスタが支援した冒険者、改めて調査する必要もないってことか」

「ええ。あの人が信頼出来る人間であることは、私の故郷が証明しているから」

　アリシアが持ってきたサーキスタ大迷宮の地図。

　表紙の裏にブロウが言うとおり、彼女の名前と直筆の署名があったらしい。

　それでアリシアはブロウを信じたようだった。

「ブロウの目的は、サーキスタ大迷宮、この場所で死んだ友人の遺品を回収することよ」

「そこまで教えてくれるのか」

「だって悔くいなく死にたかったんでしょ？」

「冗談だよ。でも、あいつ随分とロマンチックだったんだな」

「ブロウの友人はルイス。スロウ、貴方あなたのおじさんよ……驚おどろいた？」

「……」

　俺の動きは止まった。

　信じがたい言葉が出てきたからだ。

「……嘘うそだろ？」

「いいえ、本当よ」

　すると、アリシアは教えてくれた。

　ブロウとルイス叔父おじさんは、サーキスタという大国の支し援えんを受けて、一緒にサーキスタ大迷宮に潜もぐっていた冒険者だったということ。

「ブロウはルイスの形見を探しに潜っているのよ」

「……魔ま法ほう剣けんダブル、か」

「そう。びっくりした？」

「当たり前だろ。あの二人に繋がりがあったなんて……夢にも思っていなかった」

　ルイス・デニング。

　公こう爵しやく家を捨てた男、父上が酒に酔よったら零こぼす、恨うらみ言の相手でもある。

　公爵家次期当主確実と言われながら、家を捨てて冒険者の道を志した。

　サーキスタ大迷宮で命を落としたことは知っていたが、まさかサーキスタの支援を受けて潜っていたとは。しかも、あのブロウの仲間だったなんて。

「だからシャフタール、光の魔剣を持っていたのか……」

「元々は公爵家の持ち物だから、返せって言うつもり？」

「言わないよ。あれはもう、ブロウのものだ。でも……そうか。ルイスの仲間か……」

　……少しだけ嬉うれしかった。

　俺でさえ忘れていたのに……今でもルイスのことを覚えていてくれた人がいたなんて。







　甲かつ冑ちゆうを着て、モンスターの振ふりをして進んでいく。

　砦の中は夜、アリシアの言うとおり、モンスターの大半は眠っていたし、起きている奴らの動きも鈍にぶかった。鎧姿で進む俺たちのことを気にするモンスターの数も少ない。

　アリシアと二人で、進んでいく。

　距きよ離り感かんが近い。ふわりと香かおる、アリシアの香り。

「……？　何をしているの？　さっさと行くわよ」

「なんでもないよ……」

　いかん。これは吊つり橋効果だ、そうに決まってる。

　俺がアリシアの姿を見て、心がどきっとするなんて。しかも、鎧を着ているのに。

「スロウ、待って。目的地は、ここよ」

「……え？」

　それは窓もない粗そ末まつな家。

　普通に歩いていれば、見み逃のがしてしまいそうな存在感のなさ。

　現に俺もアリシアに引き止められるまではその存在を完全に見逃していた。

　だけどこの家が冒険者の知る人ぞ知る宝物庫なのだという。

「……アリシア、冗談だろ」

「スロウも見逃したんでしょう。でもそれが狙ねらいなのよ」

　簒さん奪だつのステインは、慎しん重ちようなスライムだ。

　アリシアの話によると、ステインは何よりも仲間であるモンスターの反乱を恐おそれている。

　こんな大迷宮中層ともなれば、ここにいるモンスターも相当上じよう昇しよう志向が強い奴らが揃そろっているらしい。

　ステインは元々の支配者を殺して、ここのボスの座を手に入れた。

　だから自分も、いつ配下に寝ね首くびをかかれるかわからない。本当に信用のできる配下にのみ、強力な武器を与あたえているらしい。そして他ほかのモンスターには武器を奪われないように、こんな目立たない場所に置いているとのことだ。

「入りかたは……確かこの辺りに……」







　暗くら闇やみの中に、磨みがき上げられた武器の数々。

　その場所は、厳重な警備態勢が敷しかれていると思っていたから、唖あ然ぜんとするしかない。

　ステインのコレクションは、どうぞ見ていってくださいってばかりに開放されていた。

「これが、あの有名なスライムの宝物庫か」

　ガラスケースの中に収められた財宝たち。

　俺たちはいま、伝説の一部に触ふれている。

　幻げん影えいを作り出す黒色の指輪、呪のろわれた騎き士し甲かつ冑ちゆう。

　宝物庫の中にはありとあらゆるお宝があった。噂うわさが示す通り、山のような量の武具。

　スライムは、お宝の中でも特に特別な力を持つ武器に憧あこがれたという。

「触れたら、モンスターが飛んでくるらしいわ」

「さすがに、そこまで不用心ではないのか。でも……えげつないな」

　まるで自分のコレクションをみせびらかすかのように、整然と陳列されていた。

　どこかの美術館といってもおかしくはない。

　このうちの一つでも持ち帰れば英えい雄ゆうともてはやされるだろう。

　簒奪のステイン、諸国を荒あらし回ったスライムの戦利品だ。

「……スロウ」

「分かってる。間ま違ちがいなく、あれだな」

　目的はたった一つ。

　そして、それはすぐに分かった。

　ひときわ目につく場所に展示されていたからだ。

　ガラスケースの中に杖つえが、飾かざられている。

　白と水色の二つの杖が絡からまり合った形、あれこそが二国が結んだ友好の証あかし。

　二属の杖ダブルワンドが戻もどれば二国は大精せい霊れいが結んだ約束の通り、繁はん栄えいする。

　もう少ししっかりと見ようと動いた時だった。




「……おいらのコレクションに興味があるの？」




　邪じや気きのない声が聞こえ、ぎくりと二人で固まった。

　声のした方に顔を向ければ、そこには全身甲冑の姿。宝物の一つだと思っていた漆しつ黒こくの騎士甲冑、鎧よろい兜かぶとが開き、中から何かが這はい出して来る。それはスライムだった。

「おいら。さっきからずっと見ていたよ。何しているの？」

「み、見回りに……」

「オークが杖に関心があるなんて聞いたことがないんだけどな」

　くそ。正論だ。

「きょ、興味本位で……」

「興味本位で、おいらの宝物庫から杖を盗み出す。面おも白しろいオークがいたもんだな。お前たちみたいなやつがたまに現れる。バックルが上で発散してきた帰りなんかによく。だから、ここにいると、お前らみたいに、邪よこしまな人間が面白いぐらいひっかかるんだ」

　スライムは、プルプルと震ふるえ続ける。

　異質だ。弱そうに見える。けれどこいつが弱いはずはないのだ。

　こいつは……あの守護騎士ガーデイアンからも逃にげ切ったモンスターなのだから。

「アリシア！　逃げるぞ！」

　スライムの話に、構っている暇ひまはない。

　ガラスケースを割り、中の杖を掴つかみ取った。

　そして、魔ま法ほうを展開。水と風の二重魔法。壁かべを破は壊かいして、逃げる。

　ついでとばかりに、スライムへの攻こう撃げきも忘れない。

　簒奪のステイン、奴やつの強さはマジックアイテムにあるという。

　王の守りと呼ばれる結界術、如何いかほどのものか。

　魔法がステインにぶち当たる、その瞬しゆん間かんに何が起きたか。

　俺の視界は正確に捉とらえていた。

　ステインを守るかのように結界が自動生成。見ただけで分かる、力強い結界。王の守りと呼ばれるが如ごとく、何なん人ぴとたりとも寄せ付けない。名前の由来の通り、煌きらめく結界に魔法は遮さえぎられ──反射。建物の天てん井じようと、俺の真横を射い貫ぬいた。
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「げッ！」

「……狩かりの始まりだ。少しは、おいらを楽しませてくれよ」

　そして、結界に守られたステインは微び動どうだにせず、そう言ったのであった。




　　　　●




「──く、詳くわしくお願いします！」

　冒ぼう険けん者であるブロウが、嘗かつてスロウとアリシアの婚こん約やくを進めた一人だった？




　衝しよう撃げき的な告白だった。

　アリシアが雇やとった冒険者が、自分たちと密接な関係があったなんて夢にも思わなかった。

　嘘……なのかもしれないが、少なくともこれまでのブロウの行いを思い返せば、多少は信じてもいいかなと思うぐらいの信しん頼らいは出来た。だからシャーロットは、アリシアとスロウが危機的状じよう況きようにあることも忘れて、ブロウの語りを聞いたのだった。

「サーキスタから支援を受け、大迷宮に潜もぐった際。アリシア様を含ふくめた王室の方々と関かかわる機会が多々あった。彼らも、冒険者を死地に送り込む自覚はあったんだろう、様々な歓かん待たいを受けたものだ。だからアリシア様とは初対面じゃないし、よく知っていた」

「でも、アリシア様はブロウさんのことを知っていたようには見えませんでしたけど……」

「私も姿が変わった。あの頃ころは長ちよう髪はつだったし、王室の人間と関わるのだから当然、身み嗜だしなみも整える。高位冒険者ともなれば、どのような恰かつ好こうをすれば人から信頼を得られるかは弁わきまえているものだ。例外もあるが、当時の私たちの仲間は皆みな、常識を持ち合わせていた。随ずい分ぶんと昔の話だ……アリシア様は幼かったし、サーキスタの王族ともなれば毎日大勢の人間と顔を合わす。私のことを忘れていても無理はない」

　ごつごつとした岩場、腰こしかける場所に困ることはない。

　砦とりでの中から漏もれてくる光と足元に生える光こう草そうのみが、この暗闇の中では頼たよりだ。

　ブロウは昔を懐なつかしむように、どこか遠くを見る目で砦の様子を見つめていた。

「私たち冒険者はサーキスタ迷宮に潜るまで暇ひまを持て余あますこともあってな、そこでアリシア様を知った。あの方は小さい頃から物もの怖おじをせず、私たち冒険者に興味を持ったように見えた。準備に明け暮れる私たちの元に、一日に何度かやってくるようになったんだ。そして、私たちはサーキスタという国が、アリシア様の結けつ婚こん相手を探していることを知った」

「……」

「私たち冒険者はアリシア様の未来を憂うれえた。政略結婚に、反対だった。冒険者という存在は自由だ、幼い頃から結婚相手が決められるなんて正気の沙さ汰たじゃない。サーキスタという大国の考えは分かるが、私たちの力で少しでもアリシア様の未来の力になれないかと思い、冒険者仲間の中で適当な子供はいないか探すことにした。半分冗じよう談だんだった」

　ブロウが腰から、光の魔ま剣けんシャフタールを引き抜いた。

　公こう爵しやく家の至宝、シャーロットも見覚えがある武装。

「もうここまでくれば、話は読めたか？　私の仲間に、異色の経歴を持つ奴がいたんだ。ルイス・デニング、騎士国家の公爵家出身。恵めぐまれた経歴でありながら、冒険者の道を選んだ不思議な男。あいつから、スロウ・デニングの話を聞かされたんだ。適任者がいると」

「ルイス様が……」




　まさか、そこでその名前が出るとは。

　シャーロットにとっても思い出深い。

　冗談好きで、あのスロウと最も仲好よかった家族だったが、サーキスタ大迷宮で行方不明になったと聞かされていた。

　だけど、今。シャーロットはルイスの仲間だったという冒険者と共に、サーキスタ大迷宮に潜っている。自分が夢の中にいるかのような、不思議な感覚だった。

「アリシア様とスロウ・デニングの婚約はとんとん拍びよう子しに決まっていった。最終的には奴が可笑おかしなことになり破談になったが」

　そこに関しては、シャーロットには返す言葉がなかった。

「これが、私がアリシア様に責任を感じている理由だ。だからあの時、アリシア様が馬車に乗り込もうとした際にお前たちが現れて、随ずい分ぶん驚おどろいたよ。運命かとも思った」

「……お二人の関係は分かりました。でも……どうしてアリシア様を砦の中に……」

「この状況下だ、二人は杖の奪だつ還かんを諦あきらめるだろう。砦の中から戻ってくるのは大変だが、アリシア様はあの砦の内部構造を熟知しているし、スロウ・デニングには力がある。二人が危機を乗り越こえて、関係が急接近するかもしれない」

「……」

「私の目的は二つだ。戦友であったルイスの遺品の魔ま法ほう剣けんダブルを持ち帰ること、そしてあの二人の関係を進展させる。なあ、シャーロット。あの二人、何かきっかけさえあれば、距きよ離りが縮まるとは思わないか？」

　シャーロットの顔がある意味で険しくなった。

　ブロウの想定通りになれば、まずいことになる。

　既すでにシャーロットとスロウの二人は恋こい仲なかなのだ。ブロウの思おも惑わく通りに行けば、好きな人がアリシアにとられてしまうということだ。

「あと一時間もすれば、甲かつ冑ちゆう姿の二人が橋を渡わたり、戻ってくるだろうさ」

　やっぱりだめだ。そんなこと認められない。

　今すぐにでも二人を助けに街へ向かわなくては。




　けれど、シャーロットの思いは即そく座ざに打ち切られる。

「シャーロット……身をかくせ。何かが可笑しい」

　ブロウはシャーロットの腕うでを掴み、岩いわ陰かげに隠かくれる。砦の中でモンスターが叫さけんでいた。

　上空からあの鳥が舞まい降りて、ブロウの頭上を旋回する。シャーロットにはただの鳥の鳴き声にしか聞こえないが、ブロウは顔色を変え、蒼そう白はくになっている。

「……人間が宝物庫に侵しん入にゆうし、ステインの宝物を奪取したと言っている」

　もはや……シャーロットが理解できる情報量を超こえていた。




　　　　●




「──また、死ぬかと思った！　心臓に悪いなんてものじゃないわ」

　俺の隣となりでアリシアは肩を上下させ、苦しそうに息をしていた。

　モンスターから逃げるために全力で走ったからだ。

「……俺たち、よく無事だったな」

「……まだ天には見放されていなかったみたいね」

　既に暑苦しい鎧よろい類一式は脱ぬいでいる。

　人間とばれてしまった以上、あんな重たい物を身に着けている理由なんてなかった。

「……でもアリシア。お前、よくあんな逃げ道を知っていたな」

　アリシアは庭に井い戸どがある敷しき地ちの中に逃げ込んだ。

　井戸の上には蓋ふたが載のせられていて、アリシアが躊ちゆう躇ちよせずに蓋を開けると、垂直な真っ暗な穴が見えた。覗のぞき込めば、縄なわ梯ばし子ごが穴の底に続いていた。

　この井戸、どこに繋つながっているのか。考える間もなく、アリシアは躊躇せずに中へ入っていく。俺は何も考えず、下りていくアリシアに続いた。

「……あそこは昔、サーキスタが送り込んだドワーフの抜け道よ」

　誰だれも使っていない鍛冶かじ屋やの中に、砦の外に繋がる出入り口がある。

　嘗ては人間を手引きしていたドワーフが使っていた秘密の出入り口らしい。それは冒険者も知らない、王室だけに伝えられる情報らしい。

「サーキスタは色々やってるんだな。それよりこの先はどうすればいいんだよ」

　アリシアは宝物庫に向かった時点で、何かがあった際はあの井戸から逃げると考えていたらしい。事前に教えて欲しかったが、逃げ切れたんだからよしとしよう。

「……」

「おい、まさか……」

「知らないわよ。私の知識はここまでなの！」

「……」

「はぁこの先に何があるのかしら」

　アリシアも逃げ道である井戸の場所は知っているが、その先は知らないようで。

　ただ、こうやって砦の中から逃げ切れただけでも大収しゆう穫かくだ。

　暗く、湿し気けている。上層の時のように、迷宮ダンジヨンの中に帰ってきたって感じだ。

　これからはまた、土竜もぐらのように狭せまい道を進むしかないだろう。

　残念ながら、俺にはブロウのように、経験豊富な冒険者が持つ力はない。

　それでもアリシアを不安にさせないよう、力強く言った。

「ここまでは連れてきて貰もらったから、次は俺が頑がん張ばる番だな」







　この道の先に何があるのかわからない。それでも進むしかなかった。

　時折小休止をとりながら、アリシアは文句も言わずに俺についてくる。

「蒸むし暑いわね」

「……そうだな」

　まだ力は残っている。だけどアリシアは大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　俺は公爵家の人間だ。こういった絶体絶命の場合でも、くじけることは無い。

　けれどアリシアは普ふ通つうの女の子だ。

　天てん井じようから滴したたり落ちる水すい滴てきが首筋に当たり、思わず変な声をあげてしまった。

「驚おどろかせないでよ……」

「悪い……」

　一度、曲がり角を曲がった瞬しゆん間かんにモンスターと出会ってしまった。

　俺も向こうもお互たがいに驚いていたが、こちらは敵地にいるという自覚がある。行動が早かったのは俺のほうだ。モンスターの質は、上層と変わらない。

　きっと強い奴やつらはあの砦の中にいるんだ。ブロウも中層に下りてきた時、洞どう窟くつに住むのは砦に入れない弱者と言っていた。中層の弱者は上層程度、そんなところだろう。

「ねえ……今何か音がしなかった？」

「どっかでモンスターが寝ね返がえりでも打ったんだろ」

　何か巨きよ大だいな生物が移動でもしているのか、地じ響ひびきを感じる。

　これがサーキスタ大迷宮。数多あまたの冒険者を吞のみ込んだ地じ獄ごく。俺の叔父さんが消えた場所。逃げる時に砦の中に家屋よりも巨大なモンスターを見た気がして、ぞっとした。







「いい。アリシア。お前が、食べろ。お前が見つけたんだ」

「でも、スロウもお腹なか減ってるでしょ……」

　アリシアが道の脇わきに植物を見つけた。食べられる実がなっている。

　俺もシャーロット程ほどじゃないけれど、それぐらいの見分けはつく。

「腹が満たされたら眠ねむくなる。今は、緊きん張ちよう感かんを維い持じしたいんだ」

　アリシアは納なつ得とくしてくれたのか、口の中に放ほうり込む。

　酸味が強かったようで、顔をしかめていた。

「……」

　とめどない思考が頭の中を流れていく。

　あのスライム。シャーロット。魔ま法ほうが弾はじかれた。肉。風の大精せい霊れいさん。クルッシュ魔法学園。アリシアの体調。お腹空すいた。無断外出。無断外がい泊はく。肉食べたい。

「……」

　道を歩く。会話はない。言葉に出さなくても、会話をするだけでエネルギーが消費されることを俺たちは理解していた。だから、進む。道の先に救いがあると信じて。

　でも、俺たちはやり切ったのだ。

　あいつから逃げ切って、目的とする二属の杖ダブルワンドを取り戻もどした。

　そのかわり大量のモンスターに追われることになってしまったが。




「ねぇ、スロウ。このままだとどうなると思う？」

　ちょっとだけ立ち止まり小休きゆう憩けい。

　アリシアは地面に座り込み、額の汗あせをぬぐっている。

「……お前は何も心配することないって」

「もうサーキスタには私が学園を抜ぬけ出して、この迷宮ダンジヨンに潜もぐったって情報が届いてると思う。きっと、私が地図を持ち出したことにも気づいているわ。多分、助けに来てくれるとは思うけど、間に合わないわよね……」

「変なこと考えるのは止やめろよ。大丈夫だって。ほら、動こう。こんな場所でじっとしてたって仕方ない。立てるか？」

「……うん」

　俺のさし伸のばした手をアリシアは素す直なおに握にぎって、立ち上がる。

　肌はだに感じるアリシアの体温。一人じゃない。そう思えたら、少しだけ力が湧わいてきた。




　会話を交かわすことで、エネルギーは消費されるかもしれない。

　そう思っていたけれど、さっきの休憩で俺たちの考えは変わった。

　この絶望的な状じよう況きようで、無言であり続けるなんて精神衛生上宜よろしくない。

「……ねえ、シャーロットさんはちゃんと帰ったかしら」

「俺と逸はぐれた場合、迷宮の外へ向かうよう伝えてある」

「すごい信しん頼らいしているのね。でも、ブロウは私を捜さがしに来るはずよ。シャーロットさん一人でこの迷宮からどうやって脱だつ出しゆつするの？」

「シャーロットには切り札があるんだ。アリシアが想像もつかないような切り札がさ」

「ふうん、シャーロットさんにもう一度会えたら、聞いてみようかしら」

　風の大精霊さんは、いざとなれば、正体がばれてもいいと言っていた。

　上層やここぐらいなら、風の大精霊さんは無む双そうすることが出来る。あいつはストレス解消がしたいと言っていたから、迷宮ダンジヨンからの脱出劇ならちょうどいいストレス解消になるだろう。

　それに上層程度なら問題ないって、本人も途と中ちゆうで言っていたからな。

　風の大精霊さんが本来の姿になることで、迷宮ダンジヨンに可笑おかしな猫ねこがいたって一時的に話題になるかもしれないが、ブロウが使し役えきしている魔ま物ものの一体だとか言いようは幾いくらでもある。




　歩き続ける。

　体感時間では、迷宮ダンジヨンに入って一日が終わったか、終わってないかってとこだろうか。

　アリシアの歩く速さがめっきり遅おそくなっている。

　口数も減って、だけど泣き言は言わない。

　さすがにこれ以上は持たない。睡すい眠みんをとらないといけない。

「……アリシア。寝ねよう」

　幸いにも、ちょうどいい場所を見つけた。

　乾かん燥そうして、カラカラになった灰色の草が敷しき詰つめられている。

　俺たちと同じぐらいの大きさの身体を持つモンスターが寝ね床どこに使っていたんだろう。

「こんな場所で寝られるわけないじゃない……」

「モンスターとは暫しばらく遭そう遇ぐうしていない。多分、モンスターも寄り付かない奥地に来たんだろう。今日は……って言い方は変だけど、そろそろ休まないと身が持たないよ」

　俺はその場にどっしりと座り込んだ。

　アリシアも俺の隣に座る。肩と肩とが触ふれ合う距きよ離り、だけどもう何も思わない。

　恥はずかしいなんて感情も湧わかないぐらい、俺たちは疲ひ労ろうしていた。

　この地は敵地。短時間お互いに変わるがわる眠りにつく。

　そう、約束する。

「スロウ。あのでっかい鳥に連れ去られたとき、私を放っておいてくれても良かったのに……」

「馬ば鹿かなこと言うなって。こんな危険な場所に、お前一人を置いていくわけないだろ」

　あの時の俺はアリシアを置いて逃げるなんて考えもつかなかった。

　身体は意識するよりも早く動き出していた。後こう悔かいの気持ちも一いつ切さいない。

「……どうしてここまでしてくれるの？　サーキスタ大迷宮についてきてくれたこともそうだし……こんな場所まで……」

　アリシアは体育座り。肩かた同士はくっついたままで、アリシアの顔は下に向いている。そのため、表情を窺うかがい知ることは出来なかった。

「何言ってるんだよ。俺たち二人の問題だろ」

「……私だけの問題よ。だってスロウは私との婚こん約やくに関して、断ればいいだけの話だもん」

「そりゃあそうかもしれないけど。それじゃあ、お前はどうなるんだよ。好き勝手に結婚相手を選ばれて、それで満足なのか」

「そんなわけないでしょ……でも、こんなことになるのなら、そっちのほうが良かったかもって……」

　初めてこぼれた弱音だと思った。アリシアはサーキスタに向かう馬車の中から、サーキスタ大迷宮中層に潜るまで一いつ貫かんして強気だった。

「……」

　それきり、アリシアは眠ってしまった。

　静かな寝ね息いき。こてんと、頭が俺の肩にのっかっている。アリシアの重さが、俺に寄りかかってくる。俺は素直に受け入れた。

　頑がん固こで、意地っ張りなアリシアが、やっと弱音をこぼしてくれた。

　少しだけほっとする。

　今までアリシアが無理をし過ぎているような気がしていたから。




　でも、俺がアリシアに協力する理由？　そんなの当たり前だろ。

　俺の都合で、アリシアとの婚約をぶち壊こわしたんだから。

「……はあ」

　希望はあまりにも少ない。

　助けは、こないだろう。

　ブロウらは、まさか俺とアリシアが二属の杖ダブルワンド奪だつ還かんに向けて動いていたとは夢にも思っていないだろう。アリシアが知識を持っていて助かったが、地図はあいつが持っているんだ。選せん択たくを間ま違ちがえたと強く後悔する。

「……」

　眠っているアリシアの顔を見た。あの場で引き止めて、砦とりでを出てブロウと合流すればよかった。あいつは、冒ぼう険けん者の中の冒険者だ。

　多少の困難でも、平気な顔で乗り越こえそうである。

　サーキスタは、アリシアが言う通りもう気付いているだろうか。こんなことになるのなら、サーキスタ大迷宮に潜るなんて方法より、もっとましなやり方があったかもしれない。




「ごめん。私ずっと寝ちゃってた……」

「いいよ。俺も寝ていたからさ」

「本当？　スロウも、寝た？」

「……おかげ様で、ちゃんと眠れたよ」

　アリシアが眠っていたのは二時間ぐらいだ。

　俺は数分刻みの軽い睡眠を、何度も繰くり返していた。

　ここは敵地だ。気を研とぎ澄すませて、何があっても反応出来るように準備していた。

　それに公こう爵しやく家の人間は、一日や二日寝なくても問題はない。

　幼い頃ころに経験した合宿に比べれば、数分刻みの睡眠をとれただけでも遥はるかにマシだ。

　だから、俺は大だい丈じよう夫ぶ。強く自分に言い聞かせる。

「……ねえ、スロウ。私たちの婚約の話が出たとき、クルッシュ魔法学園の人たち、凄すごかったわよね。有名人になった気分だったわ」

「お前は元から有名人だよ」

　歩きながら、たわいもない会話を繰り返す。

　クルッシュ魔法学園での話。授業の話とか、休日は何してるとか。

　本当にたわいのない話だ。

「ねえ。学園に戻ったら、一いつ緒しよにあそこに行きましょ」

「いいぞ。でも、シャーロットも一緒でいいか？」

「勿もち論ろんよ。ふふ、学園の人たち。私とスロウが仲良くしていたらどんな反応するかしら」

　あの砦の中から逃にげ出して、丸々半日ぐらいは時間が経たったように思う。

　ちょっとした睡眠をとったことで、アリシアは元気に振ふる舞まっているが、やせ我が慢まんであることは明らかだった。俺たちの目に映るのは、暗い、同じ光景ばかり。

「……」

　アリシアが休息をとれたのは、たったの数時間なんだ。

　それも、こんな恐おそろしい迷宮ダンジヨンの地中深く。

　目に見えて憔しよう悴すいしていた。すぐに会話を交わすことも少なくなった。

「アリシア！」

　転びそうになったアリシアの手をとる。

　アリシアは何も言わずに握り返してきた。

「……ありがとう」

　ずっと仲が悪かった俺たち。

　だけどこんな異常な空間になると、つい相手に縋すがりたくなってしまう。

「……ごめんね、巻き込んじゃって」

「何度も言ってるだろ。覚かく悟ごの上だ。俺は自分の意思でお前についてきたんだ」

「うん」

　二人だけの逃とう避ひ行こう。

　今日はモンスターを八体、倒たおした。今日という言い方が正しいのかは分からない。既すでに俺たちの時間感覚は狂くるっている。

　疲労のせいか、俺の魔ま法ほうの切れも悪くなってきている。無傷なのが奇き跡せきだった。




　また、昨日きのうと同じように、モンスターが寝ていたのだろう寝床を見つけた。

　そろそろ睡眠をとるか、そう提案しようとした矢先だった。

　限界がやってきたのかアリシアが体調を崩くずした。

「……お前熱があるんじゃないのか」

「大丈夫よ……それより、スロウ。進みましょ……」

　迷宮の中で何より重要なのは健康であることだ。

　だからあの女冒険者、ブロウだって食料の持ち込みは最小限で薬は潤じゆん沢たくに持っていた。

　アリシアの額に手を当てて……まずいことになったと思ったが、内心の動どう揺ようを隠かくす。

　これがこの迷宮特有の霧きりの影えい響きようであることは間違いがなかった。ブロウが言っていたそのままの症しよう状じようだ。

「今は寝て、少しでも体力を回復させよう」

　俺はアリシアの小さな身体を後ろから包み込むようにして、目をつぶる。

「……そうね」

　すべては体温を逃のがさないためだ、断じてやましい気持ちがあるわけじゃない。

　アリシアも俺に抱だきしめられることに抵てい抗こうは無いようだった。

　もう俺たち二人ともそんなわがままを言ってる場合じゃない。

　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだ。

　アリシアの体温を逃がさないように、強く抱きしめる。

　アリシアは俯うつむいたまま、言った。

「……スロウ。貴方あなたに感謝しているの」

「お前、寝てなかったのか……」

「だって、これが最後かもしれないじゃない……」

「本当に縁えん起ぎでもないこと言うなよ……でも、今のは俺の聞き間違いか？　お前、俺との婚約に賛成だったの？」

「……ち、違ちがうわよ……私がこの婚約に賛成ってことじゃない……貴方が可笑しくなって、私たちの婚約の話が流れたことよ……」

　俺は知っていた。アリシアと俺の婚約が破談になって、サーキスタでは見る目の無い王室としてアリシアたちが嫌いやがらせを受けたこと。

　だから、そんなことを言い出すことが不思議でならなかった。

「……確かに最悪の経験はしたわ。他ほかの姉弟きようだいの笑い者だし、絶対に許せないってずっと思っていた……でも、ある日思ったの。自分の未来は、自分が決めるものだって……スロウとの婚約が破談にならなきゃ……気づけなかった……」

「そうだな……お前の言う通りだと思うよ」

「だから……スロウ。私に罪悪感を持ってるとかそんな理由で、自分の命を捨ててでも私を助けようとするのはやめて……ね？」

　言い終わると、アリシアの口からは規則正しい寝息が漏もれ出す。

　俺は、以前、ブロウに言われた言葉を思い出していた。

　アリシアは俺が考えているよりもずっと強いってことを。







「……スロウ。ごめん」

「気にするな。こんな状じよう況きようなんだ、仕方ないさ」

　翌日、アリシアを背負ったまま進んでいく。

　ずいぶんと軽い。首筋にアリシアの吐と息いきが当たって意識せずにはいられない。

　身体のぬくもりを感じる。時間の感覚はとっくに狂っている。同じ場所をぐるぐると回っているような錯さつ覚かくさえ感じた。

「私……故郷じゃ、お見合いを嫌って程ほどさせられたわ。それが嫌でダリスに逃げてきたの」

「……そうか」

「家族からすれば、私が騎き士し国家の貴族と仲良くなればそれはそれでいいと思ったんでしょうね。もっとも、私は良いいと思える人なんて一人も出来なかったけど……」

「シューヤはどうなんだよ。お前ら、仲がいいだろ。お前の婚約相手としてなら、あいつが一番適任なんじゃないか？」

「……ただの友達よ。あいつは私に借りがあるから、それだけのこと。でも、私の婚約相手……そうね。クルッシュ魔法学園だったら……」

　沈ちん黙もく。

　お互たがいに喋しやべることがなくなって、ただ漏れ出す呼吸の音だけが道に響ひびく。

「……今なら、別にいいかも」

「……え？」

「何でもない…………ねえ、この先、風が強くない？」

「本当だ」

　道の先に光が見えた。

　こんな地下深くに自然の光源があると思えないが、アリシアを背負ったまま、窮きゆう屈くつな道を抜けると、まるで洞どう窟くつの中をスプーンでくりぬいたかのように、巨きよ大だいな空間が現れた。

　しかも俺たちがやってきた道と同じような数十にも及およぶ道がこの空間につながっているようだった。警けい戒かいしながら周りを窺うかがうが、生き物の気配はない。

　この場所は何なんだ。

　岩いわ壁かべには、俺たちがやってきた洞窟のようにいくつも穴が開いている。

　歩くと足に当たる白骨化した骸がい骨こつ。一体何人分あるんだよこれ。

　しかも地面に武器が突つき刺ささっている。

　地面には何冊か、アリシアが持ってきた地図と似たものが転がっていた。

「アリシア。お前が持ってる地図っていうのは他にもあるのか？」

「……数年おきに更新してるから、そりゃあね」

「なら話は簡単だ。お前以外の王族も、その地図を冒険者に渡わたして自分たちが富を独ひとり占じめしようとしたんだろう」

　これはきっと、高位冒ぼう険けん者が辿たどり着いた末路だ。

　冒険者たちが殺されてこの場に集められたのか、それともこの場で何か恐ろしい存在に殺されてしまったのかは分からない。

　けれど、どうやら俺たちは袋ふくろ小こう路じに誘さそい込まれてたらしい。

　サーキスタ大迷宮の中層に潜もぐり、富を手にしようとするだけの野心家が、ここで大勢その人生を終えた。冒険者の墓場、隅すみにはごみの山があった。

　ここに追い込まれた冒険者が持ち込んだ荷物の山。

　凄い量だ。その頂点に、器用に椅い子すが置かれていた。

　それは、骨で作った椅子だ。その椅子にスケルトンが座っていた。

　何故なぜか……考える人のポーズで。

「……なぁ、そこで俺たちの話を聞いているのはわかってるんだぜ。スケルトン」

「驚おどろいた！　よく俺が生きてるって気づいたな！」

　強い怨おん念ねんを残した冒ぼう険けん者がそのままモンスターになる。ありふれた話だ。

　骸骨がカタカタと喋り出す。心臓には、弓矢が刺さっていた。

「俺は、この場所で門番をやっている哀あわれなスケルトンだ！」

　そのスケルトンはまるで人間らしく、饒じよう舌ぜつだ。

「ちなみに、お前らみたいな哀れな冒険者を殺す役割を務めている。自己紹しよう介かいはここまでにして、始めようか冒険者！」

　スケルトンが、襲おそいかかってくる。

　俺はアリシアを地面に下ろして、スケルトンを迎むかえ撃うった。

　奴やつが持つ剣けんから、魔法の刃ブレイドが次々に飛んでくる。興味深いのは、魔法の刃ブレイドの属性が変わっていることだ。火から、水、流れるような属性の変化。

　あの剣……属性が付ふ与よされた魔ま法ほう剣か。

「悪いと思うなよ！　俺だってこんな状態から抜け出したいんだが、動けない！」

「……よく喋るスケルトンだな！」

「楽しみはこれぐらいしか思い浮うかばないからな！　でも、俺を倒せば未来が広がるかもしれないぜ、色男！」

　スケルトンの魔法剣、攻こう撃げきの全すべてに反応する。

　反属性の結界で、打ち出される魔法を消していく。魔法の刃ブレイドから身を守るには、それが一番楽だからだ。けれど驚くべきことに、斬ざん撃げきの属性は二つや三つどころじゃなかった。

　全属性に至る攻撃をあのスケルトンは飛ばしてくる。

　見たところ、あのスケルトンは魔法使いって感じじゃないし、あの剣が特別なのか。

　冷静に分ぶん析せきする余よ裕ゆうがあった。

　あのスケルトンは意外に紳しん士しなようで、俺だけを相手にしているからだ。

　アリシアへは攻撃が当たらないよう魔法の範はん囲いを器用に調整している。

　元人間のスケルトンだと自分でも言っていたし、意外と生前の意識を色いろ濃こく残しているタイプなんだろう。話し合えば、俺たちのことを見み逃のがしてはくれないだろうか。

　思わずそう思ってしまう。

　だって、わざわざ最初に自己紹介を挟はさんできたぐらいだからな。

　……けれど、相手は今はモンスター。そろそろ勝負をつけるか、そう思っていると、突とつ然ぜん、スケルトンは剣を仕し舞まう。

「色男──提案だ。戦いはやめよう」

「……は？　そっちから始めたんだろう……」

　攻撃してくるのも早かったが、諦あきらめも随ずい分ぶん早いスケルトンのようだ。

　生前も、そんな性格をしていたんだろうか。

「色男。全属性の魔法使いだな？　名前はなんて……」

　だけど、スケルトンの言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられる。

　アリシアが、ふっと倒たおれたからだ。

　けれど、誰だれよりも早く役者のように、スケルトンがその身体を抱きとめる。

「……熱いな、熱があるのか」

　骨なのに温度とか分かるのかって突っ込みは置いといて。

「アリシアを返せ！」

　しかし、ひょいとスケルトンに避よけられてしまう。身軽だ。

　そいつはゴミ山の上にアリシアを寝ねかせる。しかもアリシアを置いたのは棺かん桶おけの中だった。不ふ吉きつだ。冗じよう談だんにしても、笑えない。

「おい、何するんだよ！」

「お前は女の子に地じ獄ごくを見せる気か？　しかし、アリシア？　この子もお前のことを、さっきスロウと呼んでいたな……しかも全属性の魔法使いときたか……」

　骸骨はまた、あの椅子に座った。足を組んで、考え込むポーズをとる。

「……これは、奇き跡せきか？　……いや、でもな……よし、決めた」

　その姿は隙すきだらけだが、何故か攻撃しようという気にはならなかった。

「改めて自己紹介をしよう──俺は、お前と同じ、公こう爵しやく家の人間だ」

「……は？」

　このスケルトンは、自らを公爵家の人間だと名乗った。

　公爵家？　どこの公爵家だ？

　スケルトンは、ガラクタの中から、瓶びんを取り出して、俺に放ほうり投げてくる。中は、水？　俺に飲めって？　確かに喉のど渇かわいてるけど……敵意の無さを表現しようとしているのか？

「スロウ。ルイスだよ、お前の叔父おじさんだ。もう、忘れたのか？」




　　　　●




「シャーロット。本当に困ったことになった。ここまで捜さがして、あの二人の情報が全く出てこないなんてな……さすがにお手上げだよ」

　アリシアらを捜して二日が経過した。

　ブロウが使し役えきしている数多くのモンスターを砦とりでの中に送り込んでいたが、二人の居所がつかめないのだ。

「しかし、まさか杖つえを盗ぬすみ出すとは……アリシア様の度胸には恐おそれ入ったよ」
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　あの二人はブロウの想像を超こえて、杖の奪だつ還かんという道を選んだ。

　どうやら杖の奪還には成功したようだが、スライムが支配するモンスターに追われて逃とう走そうしたというのだ。二人の居場所さえわかれば、ブロウは街の中に突とつ入にゆうして二人を奪還しようと考えていたが、その居場所がわからない。本当にお手上げだった。

「砦の中にはサーキスタ王室のみが知る秘密の逃にげ道がある……そんな噂うわさを聞いたことはあるが、おそらくアリシア様はそこを使ったのだろうな」

「……ど、どうするんですか！　責任は全部、あなたにあるんですからっ！」

「文句ならあの二人に言ってくれ。たった二人でステインの宝物を盗み出すなんて、私の知る限りでも前代未み聞もんだよ」

　確かに杖を奪だつ還かん出来ればそれはアリシアの功績となり最高の未来に繋がる。

　けれど、それが不可能だから次善の策として今回の策を思いついた。

　しかし、ブロウの考えは完かん璧ぺきなまでに裏目に出たということだ。

「……前代未聞って」

　シャーロットもブロウが努力して、二人の居場所を捜そうとしていることは分かっている。

　苦労してモンスターを捕つかまえ、情報を吐はかせている。情報を吐かせた後のモンスターは、大たい抵ていは他のモンスターに見つからないよう堀ほりに落としている。

　そこまでやっても、どのモンスターも答えは同じ。二人の行方ゆくえは知らない、と。

　シャーロットもブロウが寝ずに捜していることは知っていた。

「……」

　スロウと逸はぐれた場合、いざとなれば自分だけ風の大精せい霊れい様と一いつ緒しよに迷宮ダンジヨンの外に向かうように言われていた。

　しかし、改めてその場面になると、二人を置いて逃げるわけにはいかなかった。

　そんなシャーロットの様子を見ながら、ブロウが考えあぐねているところに、その情報は唐とう突とつにやってくる。

「冒険者の墓場！　冒険者の墓場！　盗ぬすっ人と二人！　追い込まれた！　ステイン様の大号令！　奴らを殺せば、武器が貰もらえる！　二将と同じ、すんごい武器だ！」







　大勢のモンスターが橋を越こえて、砦から出てくる。

　そして、岩壁に開けられた、とりわけ大きな入り口のある洞どう窟くつへ進んでいく。

「……やっとあの二人が見つかったか。しかし、あの規模は凄すごいな。なあ、シャーロット。ここまでくると、壮そう観かんだと思わないか。あれ全てがアリシア様たちがいる冒険者の墓場とやらに向かっているらしい」

　己おのれの身体のみで戦うことを至上とする獣じゆう人じん。鎧よろいに身を包んだ鎧騎き士しの姿も見える。

　一目では数が把は握あく出来ない程ほどの列が、続いていた。

　シャーロットも馬車の中でモンスター図ず鑑かんを見たが、見たことがない生物ばかりだ。

　尋じん常じようじゃない事態であることは、シャーロットにも分かった。

　スロウであってもあの数を相手にするのは無理だと思える。

　しかも、二人の居場所は、冒険者の墓場だという。名前からして、不吉な場所だ。

「私は行くが、シャーロット、君は逃げるべきだ。今は戦える奴らが全て冒険者の墓場に向かっている。今なら上層への道のりは手て薄うすだ。君がその切り札とやらを使えば、乗り越えられるだろう」

　ブロウも、数日シャーロットと行動を共にして理解していた。

　もう認めている。シャーロットは勇ゆう敢かんだ。

　あの龍りゆう殺し、スロウ・デニングが従者にするに相応ふさわしい、強い気持ちの持ち主だ。

　けれど、冒険者の墓場とやらにシャーロットを連れていくわけにはいかなかった。

「……ブロウさん。私から提案があります」

　シャーロットがずっと抱かかえていたペットが地面に降りる。

「私の切り札を……使う時かと思うんです」

　そして、その後。ブロウは度ど肝ぎもを抜ぬかれることになるのであった。








五章　簒さん奪だつのステイン









「はっはっはっ！　こんな面おも白しろいことがあるとはな！　骨だけになっても生きていてよかった！　まさか兄貴の息子むすこがサーキスタ大迷宮に挑ちよう戦せんするようになるとは！　しかも、俺様が狙ねらった杖をステインから奪還したか！」

　公爵家の人間が、私的な迷宮ダンジヨン探たん索さくを禁じられた理由。

　そして現公爵家当主である俺の父上が冒ぼう険けん者を嫌きらい、サーキスタ大迷宮を目の敵かたきにしているのは……このスケルトンがサーキスタ大迷宮で行方不明になったからだ。

　公爵家次期当主の座を確定させていながら、ルイス・デニングは突とつ然ぜん冒険者になった。俺の父上を含ふくめた関係者がルイスを必死で引き止めたが、ルイスは公爵家当主の座に興味はないと語り、冒険者の道を選んだという。

「……」

「おい。ほっぺたをつねるな。夢じゃねえって。俺様はルイス・デニングだ。散々、俺とお前しか知らない秘密を語って聞かせてやっただろ。いい加減、信じろって」

　やっぱり、これは夢なんかじゃない。

　確かに噂で聞いたことはあった。サーキスタ大迷宮には、冒険者の亡なき骸がらが意思を持って彷徨さまよい続けているって。馬車の中でもシャーロットが言っていた。

　でも、まさかこんな場所で会うとは。

「しかし、大きくなったなあ。俺が知っているスロウと言えば、これぐらいのもんだったぞ？　こんなにちっちゃかったお前がなあ……」

　幼い俺にとっては友達のようで、俺はルイスから様々なことを学んだ。

　ルイスは気やすい性格で、誰にでも心を開いていた。領民にも貴族にも、慕したわれていた。本来、公爵家の人間は領民から恐れられるが、ルイスだけは例外だった。

「おい、スロウ。もっと、外の世界の話を聞かせろ。俺は、物語に飢うえているんだ」




　そんな伝説の人。いや骨か。ルイスは、確かに外の世界に飢えていた。

　冒険者としてサーキスタ大迷宮で命を落として、ずっとこんな地下深くで簒奪のステインに追い込まれた冒険者を狩かり続けていたという。

　だから俺は物語に飢えたルイス相手に、様々な話をした。

　公爵家の裏話や父上の話や俺のこと。

　どうして俺が、サーキスタ大迷宮にくることになったのかも話していた。




「風の噂で聞こえてはいたが、お前が可笑おかしくなった理由が、あのシャーロットちゃんと離はなれ離ばなれになりたくないからなんて……真面目まじめ君が面白いやつになったもんだ！　しかも、またアリシアちゃんとの婚こん約やくの話が出たから、ステインの杖を狙うなんて最高だよお前！」

　不思議な気分だった。

　サーキスタ大迷宮を構成する中層迷宮、悪魔の黒剣デーモンスライス。

　とんでもなく危険な迷宮ダンジヨンの地下深くでルイスがスケルトンの姿で生きていて、悪魔の黒剣デーモンスライスの迷宮主ダンジヨンマスターであるスライムに使役されてるなんて……正直、俺が語って聞かせた話よりも遥はるかに物語性がある。

　骸がい骨こつになったルイス。

　あのスライムが持つマジックアイテムの力で、死後も尚なお、この冒険者の墓場の番人として利用され続けているというのに、当の本人はカタカタと笑う。

　骸骨の癖くせに、笑うって何だよ。

「しかしアリシアちゃんも、大きくなったもんだなあ！」

「ルイス！　アリシアを起こさないでくれ。今のアリシアが、スケルトンが喋しやべっている姿を見たら、驚おどろいて心臓に悪い」

「そしたら、俺がルイス・デニングだってまた一から説明してやるよ！」

　冒険者の墓場、隅すみにはこれまでの冒険者が持ち込んだのだろうガラクタの山。その中にある吸血鬼ヴアンパイアが入るような棺かん桶おけに入れられたアリシアは、今はぐっすりと眠ねむっている。

　アリシアの身体を蝕むしばんでいたあの霧きりは、冒険者の墓場と言われているこの場所では存在しないらしい。

「ルイスがこの迷宮ダンジヨンで消えたから、公こう爵しやく家は揉もめに揉めたんだ。迷宮ダンジヨンに潜もぐるのは禁止になったし、散々だよ」

「こんな身体になっちまったがな、後こう悔かいしてないぞ！　俺にとっては公爵家の生き方は自由じゃなかった。公爵家当主になったところで、遅おそかれ早かれ家を飛び出していただろう」

「はあ……」

　昔からルイスはこんな感じだった。

　スケールが大きくて、外の世界を夢見ていた。ルイスにとっては、騎き士し国家という世界すらも小さすぎた。それに、骸骨になってもこの親しみやすさ。

　年上なのに、年上らしくない。俺に対しても、友達のように接してくれる。

　何も変わっちゃいない。俺の記き憶おくの中のルイス・デニングそのままだ。

　領民から公爵家の誰だれよりも愛され、騎士国家の女王陛下とも仲が良かった。

　陛下が友達のように接していたのは、貴族ではルイスぐらいのものだった。

「しかし、この二属の杖ダブルワンドをもう一度見ることになるとはな」

　ルイスは俺たちが宝物庫から奪だつ還かんした杖つえをしげしげと眺ながめ、棺桶の中のアリシアの手に握にぎらせる。しかし、アリシアのこの姿。本人が見たら、不ふ謹きん慎しんだって怒おこり出すだろうな。

「スロウ。知っているだろうが、ダリスとサーキスタは領土を巡めぐり争っていたが、全すべてをこれが解決した。この杖がどちらかの国に存在する限り、両国の間で争いはやめようと二国の大精霊が取り決めたんだ。とっくに杖としての力は無いが、それでも価値がある。これが戻もどれば、二国の同盟は磐ばん石じやくだろう。お前とアリシアちゃんの婚約も、当人が望まなかったら消えるだろうな」

「でも、知らなかったよ。ルイスがこの迷宮ダンジヨンに潜ったのも、これが目的だったなんて」

「罪つみ滅ほろぼしのつもりだった。俺だって公爵家を抜けたことに罪悪感はあった。一度ぐらいは、国に貢こう献けんしようと思ってな。だから、サーキスタの支し援えんを受けて、迷宮ダンジヨンに潜った」

　ルイスに公爵家への罪悪感があることに驚いた。

　事あるごとにルイスを悪く言っていた父上にも聞かせてやりたいぐらいだ。

「それで……聞くまでもないと思うけど、ルイスは誰にやられたんだ」

「あのスライムだ。俺たちは愚ぐ直ちよくに砦とりでへ襲しゆう撃げきを掛かけた。一度は二属の杖ダブルワンドを奪取したが、砦の中にいるモンスターの質と、あの数を見ただろう？　当然、あれが全部じゃない。砦に入りきらないモンスターが、中層には山ほどいる。俺たちは数にやられた。もう少し賢かしこければ、別のやり方もあったんじゃないかと思うが、全ては後の祭りだ。俺たちは負けた、敗北したんだ。その結果、今俺はここにいる。骸骨の姿となってな」

　冒険者の墓場。ステインのお宝を求めてやってきた冒険者を仕留める場所。

　墓場の番人を務めているルイスは、度たび々たびここにやってくる冒険者と会話をして、外の事情を知ることが楽しみの一つらしい。最終的には冒険者と戦い、殺す。だけど、元人間であるルイスの人となりもあって、ちょっとした会話をすることはよくあることらしい。

「ルイスはどうしてスケルトンに……」

「スロウ。それを詳くわしく考えるのは止やめておけ。邪じや法ほうを知れば、吞のみ込まれる。お前は、あのスライムがそういうマジックアイテムを持っている、と、それだけ知っていればいい」

「……」

「それよりスロウ。面白い話をもっと聞かせてくれよ。楽しみはそれぐらいなんだよ」

　ルイスは外の世界に飢えている。

　それは、スケルトンになりながら、人間としての意思を残しているからだ。残ざん酷こくだと思う。スケルトンにするなら、意思を全て奪うばってしまえばルイスが苦しむことはないのに。




　そんなルイスが一番、興味を示したのは、俺とアリシアの婚約情報だった。

「……そうか、スロウ。お前には悪いことをしたかもしれん。お前とアリシアちゃんの婚約だがな、きっかけを作ったのは、俺たちだからな」

「え？」

「俺たちはサーキスタの支援を受けて、この大迷宮に潜った。だけど、迷宮ダンジヨンに潜る前の下準備で結構な時間があってな。当時の仲間たちと結けつ託たくして、お前のことをアリシアちゃんに教えたんだ。そりゃもう、本の中に出てくるような王子が公爵家にいるってな。サーキスタは政略結けつ婚こんの国だろう？　アリシアちゃんに少しでもまともな相手と婚約してほしくてな」

「……」

　とんでもない事実だった。

　ルイスは何も悪びれることなく、冒険者仲間とどれだけ素す敵てきな俺の評判をアリシアに伝えたか、俺に言って聞かせてくる。

　だけど、相手は骸骨なんだ。怒る気にもなれなかった。

「しかし、スロウ。お前はやっぱり面白い奴やつだ。シャーロットちゃんを諦あきらめられず、見事に、公爵家を騙だましてみせたってか。かかか。やるねえ。お前、俺様に似てるな」

「その結果がこれだよ。こんな場所で死んでしまうなら、大人しくしていた方が良かったんじゃないかなって後悔してるよ」

　冒険者の墓場、ここは袋ふくろ小こう路じだ。

　簒奪のステイン、あいつは俺たちが二属の杖ダブルワンドを持つ限り、俺たちを逃にがす気はないだろう。

「ここには逃げ場なんてない。だろう、ルイス」

「よく分かってんじゃねえか！　この場所に追い詰つめられた時点で終わりなんだよ！」

　スケルトンになったルイスが立ち上がる。

　勢いの良い言葉だけど、内容は絶望を深めるだけだ。

「俺はこんな姿になって、みじめに生き延びているだけのスケルトンだ。でも、お前の話を聞いて最後にやりたいことが出来た。スロウ、お前も死にたくないだろ？」

「だけど、ルイス。これはもうどうしようもないだろ……」

「簒奪のステインは、確かにとんでもねえモンスターだが、無敵じゃねえ。あいつを無敵たらしめているのは、王の守りと呼ばれるマジックアイテムだ。あいつが持つ王の守りさえ突とつ破ぱすれば、ただの不思議スライムだ」

「王の守りって、あの結界だろ？　戦いの中であれを突破するなんて……」

　それが一番難しいのだ。

　宝物庫であいつと相あい対たいした俺が、難しさを何よりも理解している。

　あの場で何が起きたのか、俺はまだ信じられない。

　二つの属性を込こめた魔ま法ほう、結界が瞬しゆん時じに色を変えて、二つの魔法を弾はじき返してきた。

　あんな経験、初めてだった。

「悩なやみすぎるなスロウ。この迷宮ダンジヨンから出る方法は簡単だ。ステインを殺せばいい。あいつが死ねば、この迷宮ダンジヨンは次のボスを巡る争いで大騒そう動どうになる。この二属の杖ダブルワンドなんて、ステイン以外のモンスターにとってはただのガラクタだからな」







　ルイス・デニング。

　俺の父上を押しのけ、公爵家当主になるはずだった傑物。

　ルイスが築き上げた伝説は、いつも大逆転劇なんだ。

　絶体絶命のところを、どんでん返しでひっくり返す。

「簒さん奪だつのステインは慎しん重ちようだ。全てはこの二属の杖ダブルワンドを奪取するために、守護騎士ガーデイアンとの戦いで死にかけたことが原因だが、病的なまでに慎重になった。あいつに見つかっても追いかけてこなかっただろう？　この狩かり場ばで俺に確実に仕留めさせるためだ」

　ルイスはこの冒ぼう険けん者の墓場で、無む駄だに時間を過ごしていたわけじゃない。

　迷宮ダンジヨンの外では無敵扱あつかいされていたあのスライムをどうやって倒たおせばいいか、ずっと考えていたそうだ。ルイスは椅い子すに座り、挙句の果てには足を組んで偉えらそうに、語り続ける。

「どうしたスロウ。間ま抜ぬけな顔をして」

「ルイス。俺は……あんなスライムが実在するなんて今でも信じられない」

「実在するんだから受け入れろ、ぼけ」

　うん。やっぱりルイスだ。

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言い方はルイス・デニングだ。

　俺の父上とは折り合いが悪くて、だけど、父上でさえも公爵家当主には高い才能を持つルイスが適任だと言っていたらしい。

「何弱気になってんだスロウ。お前もあのクソスライムと同じぐらい特別だろ」

　ルイスは椅子から立ち上がる。

「お前も分かってるだろ。王の守りは、お前なら打ち崩くずせるってこと」

「……」

「自信がないか？」

　あの窓も扉とびらも無いボロ屋で、簒奪のステインは、普ふ通つうのスライムに見えたんだ。

　──俺が攻こう撃げきする直前までは。

　俺とアリシアが逃げ出すために、スライムに向かって攻撃を実行した。あいつが王の守りと呼ばれる、特別な結界を構築するマジックアイテムを所持していることは知っていた。

　けれど、二属性を込めた俺の魔法は弾き返された。

　あれが王の守り、反射の力だとルイスは語る。

「スロウ。お前はあいつの天敵なんだよ」

　王の守り。

　発動すれば、全属性の結界が所有者を守り、意に添そわぬ攻撃を反射する。

　反則的な力。ブロウが、あのスライムについては戦うことを諦めろと言った理由が分かる。

「ルイス。俺があのスライムの天敵？　理由は何だよ……」

「根こん拠きよはある。だって今も、お前の目には、これが見えているんだろう？」

　ルイスが持つ魔ま法ほう剣けんダブルが色を変える。

　火から水へ。水から風へ。

　剣に振ふり回される精せい霊れいの姿が見える。

「王の守りは、全属性の結界だ。結界の穴に向かって、反属性の魔法をぶち込めばいい」

「……」

「単純な話だろ、スロウ。お前の目は結界の穴も、結界の属性も見えるんだから」

　このように──ルイスは、俺の秘密を知っている数少ない人間だ。

　……今は、スケルトンだけど。




　ルイスが、ごそごそとゴミの山を漁あさっている。

　その姿は元公こう爵しやく家の人間としてみっともないから止やめてほしい。

「──スロウ。お前には、これをやる。ステインに、とどめを刺さす時はこれを使え」

　何かを取り出すと、ひょいと俺に投げ渡わたす。

　なんの変へん哲てつもない、でも切れ味の鋭するどそうなナイフ。それを俺は持ちたくないと本能的に感じ取っていた。じわりとナイフを持つ手に汗あせが染しみ出る。

　素材は……分からない。だけど、禍まが々まがしさに、おぞましい気を感じた。

「このナイフは特別製だ。どんな効果があるか、それを教えるには、まずこの質問をしないといけないな。ごほん、スロウ。俺はなんに見える？」

「……スケルトン」

　それ以外のなににも見えない立派なスケルトンだ。

「ところがどっこい。俺はスケルトンじゃない」

　いやいや待て待て。どこからどう見ても、白骨死体。スケルトンだ。

「自分でもよく分からないんだがな、この地で冒険者狩がりをし続けた結果、俺様はモンスターとして進化をしたらしい。外見は変わっていないから、これまで前例の無いユニークモンスターらしいんだが、今の俺様は死者を操あやつれる」

「……は？」

　目が点になる。

　このスケルトンは何を言っているんだ。

「ロクな反応が返ってこないって分かっていたけどな。まあ、俺様の力はすぐに分かる。あのクソスライムとの戦いで発揮されるはずだ。そして、このナイフは、そんな不思議な俺様の力を込めた特注品だ。ステインに近づいて、刺せ。それで全すべてが終わるはずだ」

「それだけ？」




　ルイスは自信があるようだった。

　俺の役目は、王の守りが発動した瞬しゆん間かん、時間を掛かけず結界の穴をぶち抜ぬいて。

　あのスライムにナイフをぶっ刺すだけだ。

　ルイスの作戦は単純だ。けど、それがどれだけ難しいか。

　簒奪のステインは病的に慎重らしい。

　王の守りによる結界だけじゃなく、大勢の強力な配下に守られている。

　多分、上層迷宮で見たモンスターよりも手練てだれのモンスターが沢たく山さん。気が重くなる。

　それに考えないといけないのは、それだけじゃない。

「ルイス、全てが上手うまくいった時は──」

　ルイスは、生きていない。

　スケルトンになった人間は死ぬ定めだ。確かにルイスの言うとおり、生物をスケルトンに変異させるマジックアイテムは存在する。

　だけど、総じて、使用者が死ねば、使われたほうも同じように死んでしまう。

　ルイスが、その事実を知らない筈はずはないだろう。

「……馬ば鹿か野や郎ろう。下らないことを心配しているんじゃねえ」

　そんなことを聞いた俺を、ルイスは馬鹿にした目で見ていた。

　スケルトンだから、目玉はないのだけど絶対にそうだ。




「話は終わりだ──来たぞ。スライム様御ご一行だ」

　ルイスに言われるまでもない。

　気づいていたさ。

　どんどん地じ響ひびきが大きくなってきていたからな。




　心臓の鼓こ動どうがバクバクと速くなっていく。

「楽しめよ、スロウ。こんな機会は滅めつ多たにない」

「……楽しめるわけ、ないだろ」

　冒険者の墓場。岩いわ壁かべには幾いくつもの洞どう窟くつが開いている。

　そして、最も大きな洞窟から現れたモンスターの群れ。

　上層から中層に下りる際に利用したバックルの群れ。殺さつ戮りくを楽しむモンスター。ギラギラとした視線を、この場では唯ゆい一いつの生き物である俺に向けている。

　アリシアを隠かくしておいて良かった。

　あんな奴やつらに、アリシアを見せるわけにはいかなかった。

　しかし、俺はあんな奴らを相手にしないといけないのか。

「ワクワクしてきた。スケルトンになってから、初めての感情だよ、スロウ」

　だと言うのにこのスケルトン、ルイスはこの恐きよう怖ふを楽しんでさえいた。

　あぁ、もしかして既すでに死んでいるから恐怖という感情は無いのか。正直、羨うらやましかった。







　モンスターの群れ。

　バックルだけじゃない。巨きよ人じん族も数体。首無し鎧よろいが剣を研といでいる。

　飛び回る悪あく魔まもいた。最後に現れたのは、巨人の肩かたに乗ったスライムだった。

　この迷宮ダンジヨンを支配するあのスライムが、大勢のモンスターを引き連れている。

「古いにしえの巨人か……やっぱり奴が出てくるか」

「ルイス、知っているのか？」

「俺が人間だった頃ころにも随ずい分ぶん苦しめられた。あの時に殺しきっていれば良かったんだが」

　巨人が持つ圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かん。高みから見下ろされている。

　あの舌足らずなスライムが古の巨人、その肩に乗っている。

　モンスターの質と量。それはドストル帝てい国こくの皇太子と戦った吸血鬼ヴアンパイアよりも、圧倒的だ。

「よーお、ステイン」

　なのにルイスが手を上げる。

　気心の知れた友のように、巨人の肩に乗ったスライムに話しかける。

　声には気負いもない。ルイスが喋しやべりだした瞬間、各おの々おの好きなように振ふる舞まっていたモンスターの動きがピタリと止まる。不気味な静せい寂じやくの中、ルイスが喋る。

「あっはっは！　ステイン、笑えよ！　おれは、負けちまった！」

「……あの盗人ぬすつとが番人を懐かい柔じゆうするなんて、おいら、驚おどろき」

　ぷるぷると震ふるえながら、スライムが返した。

　生物として最も単純な形。

　透すき通った身体が、赤みに染まる。それは怒いかりの感情の表れなのか。どうなんだよ。

　改めて考えても、言葉を発するスライムなんて聞いたことがない。

　しかもだ。ぷにぷにと触さわり心地ごこちの良さそうなあのスライムが、守護騎士ガーデイアンと互ご角かくに戦ったなんてさらに信じられない。

「なら、盗人……お前が次の番人だ……スケルトンにしてやる」

「おいおい、困るぜステイン！　こいつは、俺の弟分なんだよ！」

　俺が骨にされて、この場で人間を狩かるなんてぞっとする話だ。

　けれど俺が何か言う前に、俺を守るように、ルイスがずいっと前に出る。

「ステイン！　ずっと思っていたよ。どうしてお前ほど強い奴が狩りと称しようして、俺に冒険者狩りを任せるんだってな」

「……ルイス。おいらは……戦いに飽あきたんだ。前に……言っただろ？」

「違ちがうなステイン。お前、怖こわいんだろ。だから、そうやって配下を強化している。見ろよ、こんなガキ、どうやっても強そうに見えねえだろ。こんなガキすら、お前戦うのが怖くなったのかよ」

　ルイスは骸がい骨こつらしく、カタカタと笑う。

「ルイス、おいらは……君に期待していたんだよ。君は凄すごく強かったから……配下を半分も殺された。なのにおいらと……もう一度戦うんだね」

「世話になったな、ステイン。契けい約やくはここで終わりだ」

「反逆は許さない……おい、何をぐずぐずしている……中層の戦えるモンスターを連れてこい。戦える奴ら……全員だよ」







「る、ルイス。この状じよう況きようはちょっとまずいんじゃないのか」

　ステインの呼びかけによって、続々とモンスターが集まってくる。

　ゴーレム。それも材質は最高の硬こう度どを誇ほこるアダマンカイト。身体が炎ほのおで出来たサラマンダーの姿も見えた。

　他ほかにも俺が知る迷宮ダンジヨンだと最深部にいるようなモンスターが次々とやってくる。

　こんな状況で、どうやってステインに近づいてあのナイフをぶっ刺せばいいんだよ。

　特に、今現れたあのモンスターがやばい。あれは龍りゆう人じんだ。あれは、やばい。

　龍人。人の姿でありながら、龍が如ごとき力を内包する存在。

　けれど、覚かく悟ごを決める。決めなくてはいけない。この場には、アリシアがいる。

　俺が、俺たちがやられれば、アリシアがこの場に取り残される。

「安心しろって、スロウ。この場所は冒ぼう険けん者の墓場。こいつらを、俺は墓場の番人として闇やみ雲くもに殺していたわけじゃない。なあ、そうだろ！　お前ら、出番だぞ！」

　ルイスの声に反応しているのか、地面に放置されていた骸骨が起き上がる。

　全身の骨格がルイスのように完かん璧ぺきなスケルトンはいない。

　それぞれどこかが欠損している。彼らは起き上がると、冒険者の墓場内部を彷徨さまよい始める。そして、骨を拾い上げると自分の身体に嵌はめ込んでいく。

　びっくりな光景を見て、古の巨人の肩に乗ったステインも、ぷるぷると震える。

「ルイス、君が殺した冒険者たちじゃないか……不完全でもスケルトンを構築出来るなんて……やっぱり君は凄いな……おいら、びっくりだよ」

「ステイン。戦争といこうや。こいつらは中層まで潜もぐろうって冒険者の成れの果て。スケルトンになっても強いぞ」

　スケルトンの中には、武器を拾うものがいた。冒険者の墓場、その辺の地面に幾らでも武器が突つき刺ささっている。剣けんや槍やり、杖つえやグローブ。

　スケルトン、その数は増え続ける。呆あきれるぐらいに。

　あ、ルイスが椅い子すにしていた骨まで勝手に組みあがり、小さな人間を構成する。

「ルイス、一体どれだけの冒険者を殺したんだよ……」

「ここの骨は欲よくにまみれ、ステインが持つお宝を強ごう奪だつしようと行動を起こした冒険者の成れの果て。スロウ、中層に下りてきた冒険者は、大たい抵てい、この場所に誘ゆう導どうされて俺に殺される。ブロウから聞いていねえか？　このサーキスタ大迷宮で行方ゆくえ不明になる人数を。毎年、ざっと数十人はいる。非正規の入り口から侵しん入にゆうする冒険者もいるからな」

　非正規の入り口。

　それは、俺たちと同じようにあの炭鉱から潜ってきた連中だろう。

「こいつらは喋れねえのが残念だけどな。喋ることだって練習が必要なんだ。でも、分かるぜ。俺たちの気持ちは一つだ」

　ルイスの声に呼応して、スケルトン集団が、カタカタと笑い始めた。

　声が出せないので、口を開け閉めしているだけだが。

　生み出されるカタカタ音は不気味だが、今の状態では何故なぜか頼たのもしく感じられた。

　誰だれが号令を掛かけるわけでもなく、一体のスケルトンがモンスター群に向かって突とつ進しんを始める。走るのに慣れていないのか、途と中ちゆうでガシャンと倒たおれてしまう。

　だけど、再び立ち上がる姿を見て、蘇よみがえった骨たちは一いつ斉せいに走り出した。







　スケルトンと、肉体を持つモンスターが争っている。

「奴らを殺せば、おいらが武器を与あたえてやる……二将にも劣おとらない最上級の武器……」

　ステインの言葉に高位モンスターの士気が上がる。

　あの龍人や古の巨人が持っている武器を言っているのだろう。

　あの二体が持っている武器は、どう見てもとんでもない価値のあるものだろう。

　モンスターたちが、大地を踏ふみ鳴らす。

　震しん動どうで揺ゆれる。ああやって己おのれの士気を高こう揚ようさせているのか。

　そして、銀色の鎧を着たオークの一団が弓矢を放つ。

　鋼鉄の弓矢だ。木を削けずった地上のオークのとは違う。速さも強さも、段だん違ちがいだ。

　けれどスケルトンたちは、ものともしない。飛んできた矢を直に掴つかむ者もいたし、回し蹴げりで折る者もいた。少なくとも、あの程度でどうにかなる奴ではないらしい。

　心強い限りだ。さすがサーキスタ大迷宮に挑ちよう戦せんする冒険者である。

　でも、俺は見ているだけでいいのか。

　そんな俺の思いを見み透すかしたのか、ルイスが俺の横で言った。

「大将が動くのは最後だ。この場合だと、スロウ、お前が俺たちの大将だ」




　ルイスは大将が動くにはまだ早いと言う。

　しかし、大量のモンスターをスケルトンだけでステインから引き剥はがせるのだろうか。

「安心しろ。あいつらは強い」

「ルイス、あのスケルトンの元になった冒険者だけど……全員ルイスが殺したんだろ？　どうしてルイスの言葉に従っているんだ。恨うらんでいないのか」

「それはまあ……俺の人徳ってやつか？」

「……」

　ルイス・デニングという男は、生まれながらに人を統とう率そつする才能に恵めぐまれていたと聞いたことがあった。誰よりも先頭で戦い、士気を鼓こ舞ぶする。

　公こう爵しやく家に残っていれば、さぞかし名前を残しただろう。

　だけど、敵の主力はバックルの群れやオークの一団じゃない。

　──あいつらだ

　ステインが肩に乗る古の巨人、そして、仁に王おう立ちで一歩も動かない龍人。

「スロウ、これは戦争と同じだ。まず先せん陣じんを切って戦うのは歩兵だ。強い奴やつら程ほど、戦場の流れを読み切って後から投入される。公爵家の連中なら、まず自分が先陣を切って戦うべきだと言うだろうが、あのスケルトン連中は既に士気も最高潮だ。肉体が無いから、そうは見えないだろうがな。大将はお前で、副将が俺。俺が動くなら、そうだな。あの二体のどちらかが動く頃だろうな」

「ルイスが言ってる強い奴らって……」

「当然、あの二体だよ」

　やっぱりあの龍人と、ステインが肩に乗っている古の巨人だよな。

　古の巨人──巨人の中でも、とびきり知能が低く、本能のままに戦う狂きよう戦せん士し。

　龍人──人の姿でありながら、龍が如き力を内包する存在。額に生えた角に、人を凌りよう駕がする膨ぼう大だいな魔ま力りよくを蓄たくわえ、鱗うろこの生えた尻尾しつぽを三本目の腕うでのように扱あつかうという。

　非常に知的で、人間を超こえた知能を持つというが。




「ルーイス！　お前が反乱を起こすのを待ちわびていたぞ！　積年の恨み、今こそはらそうか！」

　しかし、さっきから……龍人がこちらに喋りかけているような。

「ルイス。俺の目には、あの龍人が呼んでいるように見えるんだけど……」

「ルーイス！　おい、無視するなよー。戦おうぜ！」

　龍人は一人で飛び跳はねながら、俺の隣となりで偉えらそうに腕を組んでいるルイスを呼び続ける。

　あれだけ呼ばれているのに、とうの本人は龍人をまるっきり無視して、モンスターの争いを見つめている。ある意味で、凄い精神力だ。

「ルイス」

「腐くされ縁えんだ。人間だった頃ころに、幾いく度どか戦ったことがある。全部、俺が勝利したけどな」

「そっか……」

　目の前の戦場は、いつ勝利の天てん秤びんが傾かたむくか分からない。

　スケルトンは善戦しているけど、あの龍人や古いにしえの巨きよ人じんが出てきたらどうなるだろう。

「スロウ、心配しているのか？　あのスケルトンらは冒険者として、このサーキスタ大迷宮、この場所へ辿たどり着いた猛者もさだぞ？　お前に心配される程、落ちぶれてない。でも、あいつらの強さが気になるなら少しだけ、紹しよう介かいしておくか」

　ルイス叔父おじさんはその白い骨の指先で指差した。

「あの赤いスカーフは業ごう火かのグオン、小国の英えい雄ゆうで……あっちにいる黒いマントのスケルトンは、元Ｓ級冒険者のジジャイだ。どっちもこの場所で俺がぶっ殺した。弱っていたからな、名声の割には楽だったな」

　俺は、動けなかった。

　ルイスの口から語られる名前は、俺でさえ聞いたことがある冒険者ばかり。

「ん……そろそろ、戦局が動くか」

　今の戦場は、確かにスケルトンが押しているように見えた。

　理由は進化だ。スケルトンは最下級のモンスターだけど、進化している。

　彼らが持つ蓄ちく積せきされた経験。時が経たつにつれてスケルトンの動きがよくなっているのだ。

　スケルトンの動きは流りゆう麗れいだ。特にモンスターたちが持っている武器を奪うばってからが見事だった。彼らは元々冒険者だ。高位冒険者ともなれば、武器の扱いはお手の物なのか。

　俺の見み間ま違ちがいじゃなければ、この戦いを経て進化している個体も見えた。

「このタイミングで、あいつが出てくるか……まずいな」

　龍人が一歩前に出る。

　ゆらり、ゆらりと距きよ離りを詰つめる。どこを見ているのか、それはルイスだ。

　ルイスだけだ。余りにも無視されすぎたからか、角が赤くなっている。

　龍人の力を表す角、赤色は危険信号だ。

　まさか、ルイスに無視されるから赤に染まるとは。

「スロウ。一番厄やつ介かいな奴が出てくる。あいつの力だと、あのスケルトン連中じゃ対応出来ない。戦力を減らされるのは避さけたいからな。予定より早いが、俺がでる」

　そして、ルイスはふっとその場から消えた。

　次にルイスの姿を見つけたのは、戦場の中、龍人の前だ。

「ルーイス！　俺と勝負をしよう！　ステイン様より許可を貰もらった！」

　速い、そして強力だ。

　ルイスが持つ魔ま法ほう剣けんダブルと交差した瞬しゆん間かん、爆ばく発はつが起きた。轟ごう音おん、耳を塞ふさぎたくなる。

　龍人が持つ武器。あれはバクアニーゼの爆発剣。ルイスが持つ小型の剣じゃ防ぎようもない。だが、ルイスは無傷で、爆風の上を飛んだ。

　ルイスは龍人にのしかかり、首に剣を突き刺した。しかし龍人は膂りよ力りよくだけで、ルイスを吹ふき飛ばす。あの二人の間に、距離なんてあってないようなものだ。龍人の類たぐいまれなる身体能力。

　龍人が身体に付けている飾り物、あれは全部マジックアイテムだ。

　肉体に力を、速さを、付ふ与よしている。あの尋じん常じようではない動きが、理解させる。

　高速で迫せまってくる相手が俺は一番苦手である。魔法使いの天敵は、武人だ。それはいつの時代も変わらない。そして、あの速さについていくルイスがやばい。

「……流れが変わった」

　ルイスが戦場に参加したことで、スケルトンの集団それぞれが巻き込まれないように距離を取った。同時にスケルトンの戦い方も変わり出した。

　数人で固まる者もいれば、同じスケルトンに指示を出している者もいる。

　中には身体色が変わっている個体もある。

　中層のモンスターを倒すことで、何体かのスケルトンに進化が起きたようだ。

　進化個体は身体の動きが見み違ちがえるようだった。それにスケルトンの中には、

「うおおおおおおおお、積年の恨みいいいいい」

　おおう、どうやら喋しやべれるようになった者もいるようだ。

「……ルイス！　スケルトンになってもお前の強さは健在なようだ！　嬉うれしいぞ！」

　龍りゆう人じんは、ルイスに夢中のようだ。

　その二人の距離は一いつ瞬しゆんで消える。

　すれ違ちがいの最中さなか、どれだけの手数が行われているのか俺には分からない。

　だけど、あの爆発の数が、戦せん闘とうの激しさを表しているだろう。

「いいぞ！　素す晴ばらしいぞルイス！　速さは、生前より今の方が上だな！」

　ルイスは冒ぼう険けん者時代に因いん縁ねんがあるみたいだけど、うん、あれはルイスに任せよう。

　少なくとも、俺が出る幕は無さそうだ。

　ルイスは戦いの最中、ステインが呼び集めたモンスターもついでとばかりに屠ほふっているようだ。スケルトンの活性化、ルイスの参戦によって、戦場の動きが変化する。

「……」

　龍人とルイスの戦いを見ていたステインがようやく、動く。

　己が乗る古の巨人へ、戦場を指差して何かを囁ささやいている。

　異種同士の彼らが何を話しているのか分からないが、覚かく悟ごを決めるしかないだろう。

　少なくとも、あの古の巨人は俺にとって、素早すぎる龍人よりも戦いやすい。

　一番強いモンスターをルイスが相手してくれているんだから我わが儘ままは言えない。

「おめえら、ちっちゃいくせに邪じや魔まだどー」

　先に戦場へ出ていた巨人よりもさらに巨大な身体。

　古の巨人は歩くたびに重い地じ響ひびきが生まれる。俺とアリシアが感じていた地響きはこいつの足音だったか。動きはのろそうだが、持っている武器が恐おそろしい。

　古の巨人はでっかい棍こん棒ぼうを持っている。

　衝しよう撃げきを与あたえる際に、電でん撃げきを付与するのは、ポラリスの雷らい撃げき棒。

　どうしてそんなことがわかったのかって？

　だってあれを見てみろ。

　巨人の棍棒が振ふり下ろされた先にいるモンスターたちが、絶ぜつ叫きようを上げて黒くろ焦こげになっている。古に生きた巨人の王様が振るっていた棍棒だ。あの巨人は進行方向にいる邪魔なスケルトンを、仲間であろうモンスター共々棍棒を振るい片付けている。

　ポラリスの雷撃棒、その風圧だけでオーガでさえ耐たえきれず吹き飛んで行く。

　風圧で、全身が持っていかれる。あんなものが直撃したら、一いつ巻かんの終わりだ。

　でも、ルイスはあの龍人を相手に頑がん張ばってくれている。

　スケルトン集団もさすがに古の巨人にはお手上げって感じだ。

　ふぅ、俺か。俺がやるしかないか。覚悟を決めたその時だった。

「っ」

　冒険者の墓場の岩いわ壁かべがぶち破られた。

　巨人に負けず劣おとらずの、巨大な四足歩行のモンスターが現れた。

　誰だれも予想していなかったに違いない。

　そいつは、前脚の一振りでバックルの集団を壁かべに叩たたきつけた。

　大きさで言えば　古の巨人よりもさらに大きい。白と緑の毛並には、この場所に来るまで戦っていたからか、何かの血がべったりと。

「……スロウ。おまえ、こんなとこにいたかにゃあ」

　風の大精せい霊れいアルトアンジュ、本来の姿で登場だった。

　背中にはシャーロットと、青白い顔をした女冒険者ブロウも乗っていた。







　壁を打ち破って現れた大精霊さんは、姿こそモンスターの中にいるオオカミなんかに近しいが、存在の格は圧あつ倒とう的に超えていた。

　四足歩行のモンスターは大精霊さんの睨にらみで怖おじ気けづく。

　一瞬だけど冒険者の墓場に生きるもの全ての視線をあいつが釘くぎ付づけにする。

　ルイスも、あの龍人も、古の巨人もゴーレムも、スケルトンも、敵対する高位モンスターたちも。

「──アルトアンジュ！　お前は、そのでっかいのを頼たのむ！」

　大精霊さん、背中にブロウを乗せているってことは正体がばれているのかとか、言いたいことは沢たく山さんあったけど全部、言葉を吞のみ込んだ。

　だって、最高の援えん軍ぐんだ！

　シャーロット、ありがとう。俺たちが持つ最高のカード、切り時も最高だ。

「古の巨人。オークよりはイジメがいがありそうだにゃあ」

　大精霊さんは、ちらりと古の巨人を見て、嬉しそうに牙きばを見せた。

「ブロウ、あんたはシャーロットとアリシアを守っていてくれ。特にアリシアは霧きりのせいで、体調がまずい！　アリシアは、あの棺かん桶おけの中だ！　お洒落しやれだろ！」

「ちょっと待て！　これは一体どういうことなんだ！」

「説明する時間はない！　それとスケルトン集団は敵じゃない！　そこだけ宜よろしく！」
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　冒険者の墓場、そういう場所があることはブロウも知っていた。

　ルイスの死体があるなら、そこが一番確率が高いだろうと当たりもつけていた。

　だが、シャーロットが連れていたあのモンスターの強ごう引いんな突とつ破ぱによって到とう着ちやくすると、冒険者の墓場で行われていたのは、世にも恐ろしい大戦争だった。

　スケルトンを中心とした一団と様々なモンスターが争っている。

　中々お目にかかれない、高位モンスターばかりだ。

　けれど、最優先すべきは彼に言われた通り、雇やとい主であるアリシアの容態だった。

「……申し訳ありません、アリシア様」

　ブロウは冒険者の墓場の棺桶の中に隠かくされていたアリシアを見つけ、薬を飲ませる。棺桶に寝ねかせられていたその姿はまるで吸血鬼ヴアンパイアのようで、あいつはふざけているのかと怒いかりが湧わいて来たが、無事に守ってくれていたことには感謝しておく。

　アリシアのそばに居た杖つえを持つスケルトンは、ブロウと入れ替かわりに戦場へ走っていった。そのスケルトンは高位魔ま術じゆつを展開し、巧こう妙みようにアリシアを隠していたようだ。

　声が出ないのか話はできないようだが、敵ではないらしい。

　薬を飲ますと、アリシアの顔色は途と端たんに良くなり、シャーロットと二人ほっとする。




「あそこにいるの、龍人ですよね……」

　周囲を見回す余よ裕ゆうもできて、早さつ速そくシャーロットは珍めずらしいモンスターを見つけたようだ。

「確かに龍人はそうそうお目に掛かかれないモンスターよ。だけど、何を吞のん気きに……え」

　しかし、ブロウの目は一体のモンスターに釘付けであった。

　スケルトンだ、龍人に相あい対たいしているスケルトンだ。

　龍人が地を蹴けった。

　速い、一瞬で距きよ離りを詰つめる。スケルトンが持つ剣けんが、発光する。

　その武器をブロウが見み間ま違ちがうわけがない。

　スケルトンが持っている剣はブロウが探し求めていた魔法剣ダブルなのだから。

「……まさか、そんな」

　人間ではない、あれはどう見てもスケルトンだ。

　だが、ブロウは知っていた。

　簒さん奪だつのステインと呼ばれるモンスターが、スケルトンを生み出すマジックアイテムを持っていることを。そして、冒険者の墓場には元人間のスケルトンが存在するということも。

　──しかも、人外染じみたあの動き。

　無我夢中で、顔を隠していた包帯を剥はぎ取り、ブロウは叫さけんだ。

「お前なのか、ルイス！」

　しかし、ルイスの姿は突とつ然ぜん、地面から生まれた一体のゴーレムによって見えなくなる。

　金こん剛ごう石せきよりも硬こう度どの高い、アダマンタイト。賞金稼かせぎのモンスターであれば、涎よだれを垂らしそうなゴーレムの姿を見ても、ブロウの心はときめかない。むしろ。

「……邪魔だ！」

　ゴーレムが土の魔法を使う。

　それ自体が悪あく魔まのようなものだが、ブロウは恐れない。

　ルイスが、そこにいる。

　憧あこがれた冒険者。それにあの龍人に比べれば、このゴーレムは格が一つや二つは落ちる。

　ブロウは魔物使いモンスターテイマーだ。モンスターの生態の研究に人生を懸かけてきた。

　アダマンタイトゴーレム、弱点は喉のどの宝石。

「邪魔だ！」

　ゴーレムの喉、力の源である宝石を光の魔剣で打ち抜ぬいた。

　最上級の硬度を誇ほこる鉱石、アダマンタイトで作られたゴーレムは崩くずれ落ちる。




「……ルイス！　私だ！」

　けれど、ルイスはブロウの声に反応することなく、戦い続けた。

　龍人、それはルイスの過去の戦歴を見ても五指に入る強力なモンスターであった。

　けれど、彼はルイス・デニングである。

　スケルトンになったとしても、培つちかわれたセンスは失われない。むしろ、余計な肉が削そぎ落とされ、技わざのキレは冴さえていた。心も高こう揚ようしている。

　スロウの登場で、心が躍やつ起きになって燃えている。スケルトンに心は無い。ルイス自身もそう思うが、そうならば、この心の滾たぎりは説明がつかない。

「見事だ、ルイス。やはり、お前は強いな……俺は、満足だよ」

　軍配はルイスに上がり、龍りゆう人じんは息を吐はいた。

　死んではいない、気を失ったようだ。

　当然、ルイスも無傷ではない。左手を破は壊かいされた。修復は不可能なぐらい粉々に。

「……」

　嘗かつての仲間、ブロウがやってきたことには気づいていた。

　だが、そちらを気にかけている余裕はない。

「ストレス解消だにゃあ」

「おま、おま、なにもんだべ！」

「神だにゃあ」

「ふ、ふざけんじゃねえーど！」

　古いにしえの巨きよ人じんと、あの巨大な猫ねことの戦いは圧倒的な差があるようだ。

　あの古の巨人を相手に、遊んでいる。本気になれば、すぐにでも勝敗は決まるだろう。




　あの巨大な猫モンスターは、どこか超ちよう常じよう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出し、ルイスであっても圧倒させられる。このような場においても威い風ふう堂どう々どうと、まるで怯おびえている様子がない。

　むしろ楽しんでいる様子でもある。

　あの生物の周りで起きているのは虐ぎやく殺さつであった。

　尻尾しつぽの一いち撃げきで、モンスターが消し飛んでいる。

「お前、そのビリビリする棍棒、鬱うつ陶とうしいにゃあ」

　風の大精霊が見事なタックルを、古の巨人相手に決める。

　古の巨人は吹ふっ飛び、壁に激げき突とつする。その衝撃で、天てん井じようからバラバラと巨きよ大だいな土の塊かたまりや岩石が落ちてくる。その姿を見て、一部のモンスターは慄おののいているようだ。

　対してスケルトンは問題がない。

　首が飛ぼうが、もう一度捜して付け替えればいいだけだ。

　ただ、一部では間違って他ほかの人間の頭部をつけてしまう間ま抜ぬけな冒ぼう険けん者の姿も見えるが。
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「──やあ、僕らの大将。そろそろだね」

　スケルトンに肩かたを叩かれた。

　この短時間に一体何度の進化を繰くり返したのだろう、

　黒い外がい套とうを羽織るスケルトンは俺に向かって流りゆう暢ちように言葉を喋しやべる。

「自分の名前すら、思い出せなかったけど、今思い出した。君とルイスのおかげだ」

　そう言って、黒いスケルトンは、倒されたスケルトンたちに起き上がって再びモンスターと戦うよう指示した。

「僕はＳ級冒険者になって有う頂ちよう天てんだった。けれど、ここでルイスに殺された。仮かり初そめの命を与あたえられて、ルイスを何度も殺そうとした。でも、簒奪のステインを殺すために協力しろと言われて僕たちは誰かを待ち続けた。そして、君が来た」

　それは信じられない光景であった。

　地面に倒たおれていた骨が、黒いスケルトンの声で再び動き出し、モンスターに襲おそいかかる。

　スケルトンの集団が道を開く。

　それは、簒奪のステインに続く道だ。

「ルイスの言葉を信じれば、君の力に気づかれたら終わりのようだ。限界まで、君を隠す役目をルイスから仰おおせつかった。雑魚ざこの相手は彼らに任せて、少しでも僕らはステインに近づこうか」

　ステインが死ねば、スケルトンである彼らも死ぬ。

　彼らも十分に理解しているだろうに、彼らの姿には明るささえ感じられる。

　この暗い墓地で、ルイスが死ぬべき冒険者に仮初の力を与えた。

　けれど、彼らはルイスに感謝している。Ｓ級冒険者と名乗ったこの紳しん士し的なスケルトンもルイスを信奉している。どんだけの人徳なんだよルイス。

　スケルトンが巨人に群がり、その命を刈かり取っていく。

　彼らは死ぬために戦っている、それを口に出すことがどれだけ野暮なことであるか。

　俺はただ、彼らが作る道を進むだけだ。決意する。行こう。

　ここまでお膳ぜん立だてされて、何を恐おそれる必要がある。

「あの巨大な猫は味方のようだけど、化け物のようだ。古の巨人を倒し切るとは、恐れ入ったよ。死んでから驚おどろくことがあるとは、思ってもみなかった」

　風の大精せい霊れいさんが暴れている。

　でかいってのはいい。大精霊さんに注目が向かうから、俺が動いても気付かれない。

「さあ！　僕のマントの陰かげに隠れて！　厄やつ介かいなバックルの本隊がやってきたようだ！」

　紳士スケルトンが黒マントで俺の姿を隠して、壁かべになってくれる。

　ステインは戦場を見ている。俺に注意が向いていない。それでいい。

　今はまだ、冒険者の墓場の主。ルイス・デニングの反乱で収まっているのだ。この反乱に、ステインにとっての天敵が紛まぎれ込んでいることを悟さとらせるわけにはいかない。




　ステインを守る護衛のモンスターは、今はスケルトンを相手にするだけで精せい一いつ杯ぱい。

　骸がい骨こつ集団の奮ふん闘とうによって、簒奪のステインまでの道が出来ている。




　ステインは本来、非常に臆おく病びようらしい。

　既すでに王の守りを発動させ、ステインに直ちよく撃げきする攻こう撃げきは全すべて跳はね返している。

「皆みな、耐たえろ耐えろ耐えるんだ！　耐えれば、ルイスの弟分がステインを殺す！　ステインを倒したら、天国で自じ慢まんしてやろうじゃないか！　僕たちは犬死にじゃなかったと！」

　紳士スケルトンが檄げきを飛ばす。

　しかし、なんともまぁ、勝手な期待を掛けてくれたものだ。

　スケルトンたちは、俺がステインを倒すと疑っていない。

　自分たちはステインを倒して伝説になるんだと息巻いている。

　──全て、ルイスの人徳だ。

　俺一人では、ステインに玉ぎよく砕さいして終わっていただろう。

「大将。王の守り、結界の穴は見えたかい？」

「ばっちりと」

「……凄すごいな。ルイスは君の目が精霊を映すなんて言っていたけど、本当なんだね」

「精霊が見えるなんて、信じるのか？」

「ルイスは嘘うそをつかないからね。信じるよ」

「……そっか」




　スケルトンの皆が戦っている間に、俺は観察し続けていた。

　幾いくつもの結界が、何重にも重なっている。

　ステインに近づいたことで、よりはっきりと結界の穴が見えるようになった。

　王の守りによる多重結界展開、あれを一つ一つ引き剥がすのだ。

　所有者の危機を感じ取り、自動で属性が変わり続ける不思議な六枚の結界。

　ステインを守るように、構築されている。

　本当に、面おも白しろい結界だ。六枚の結界が、意思を持っているかのように瞬しゆん時じに切り替かわる。火属性のモンスターが近寄れば、前面に水の結界が出現し、ステインに直撃する前にそのモンスターを弾はじき返す。土のゴーレムが近づけば、風の結界に変わったり。

「……まずは、一枚」

　闇やみの属性が付ふ与よされた結界に、俺が放った光の弾だん丸がんが直撃する。

　一枚目を破壊するが、あの結界は時間が経たてば再構築されることをルイスから聞いていた。時間を掛かけずに二枚目の結界を破壊しなければいけない。

　残る結界は五枚、闇の結界が破壊されたことで、代わりに前面に出てきた結界は水だ。

「ん？　おいらの結界が崩された？　おい！　魔ま法ほう使つかいを優先的に殺せ！」

　ステインは、ぷるぷると震ふるえながら、周囲を見み渡わたし号令を出す。

「あの慌あわてよう……結界を壊こわしたようだね」

「あの……もう少し近寄りたいんですけど」

「勿もち論ろんだ、行こう」

　まだ、俺の存在は気取られていない。

　この場には、モンスターが大勢いるから。

　きっと……俺以外の人間だったら、あの結界を剥はがすのに苦労するんだろう。

　あの守護騎士ガーデイアンしか、攻撃が届かなかったって話だからステインの実力はとんでもない。




　でも、俺には見える。王の守り、その唯ゆい一いつの弱点が。

　一枚目を破壊したけど、まだ偶ぐう然ぜんとも思えるからか、ステインはそれ程ほど気にした様子もない。

　俺は紳士スケルトンのマントに隠かくれながら、次の機会を窺うかがう。

　それは、すぐにやってくる。

　水の結界には、風の矢をぶつけるのみ。二枚目を、破壊する。

　瞬時に、三枚目の結界が展開。次は火の結界か。水の球を発現させる。

「な、なんだ？　おい！　狙そ撃げき手しゆがいるぞ！　おいらの結界が二枚も破られた！」

　二枚も瞬またたく間まに破壊されたとしたら、偶然では片づけられない。

　ステインが直ちに号令を下した。

「集まれええええええ！　危険だ！　危険な奴やつがいる！　狙撃手を見つけろ！」

　ステインの焦あせりを表しているのだろう、三枚目の結界範はん囲いが広がっていく。

　どんな攻撃も受け付けないように、火の結界が展開。

　王の守りによって、仲間であるモンスターすら攻撃を受けている。

　だけど、ステインに気にした様子はない。

　ただ、自分だけを守るためにあいつはマジックアイテムの力を発動し続けている。

　でも、クソ野や郎ろうだからこそ俺も力を存分に発揮できるってもんだ。

「おいらが狙ねらわれている！　狙撃手を見つけた奴に宝物庫から武器を与えてやる！」

　火の結界、その一点を、水を鞭むちのようにしならせて打ち抜ぬいた。

　三枚目を、破壊する。折り返しだ。

「お、お前かああぁぁああ！」

　三枚目の結界を破壊する頃ころには、ステインが声を上げて、こちらを見た。

　ちっ、さすがに俺の存在に気づいたか。

「気づかれたね。ここから先は分かれよう。君は好きに行動すればいい。僕が君を守る」

　走り出す。俺を潰つぶそうとするモンスターを紳士スケルトンが潰してくれる。

　俺の目は既に、結界の穴を捉とらえている。

　魔法を放つと同時に風の結界、四枚目を破は壊かいする。

「な、なんなんだ、お前ええええ」

　俺があのスライムだけに集中できる環かん境きようを作ってくれたからこそ、この状じよう況きようは実現した。

　ルイスのナイフでトドメをさすために、ステインへ近づいていく。

　ライオンの頭を持つモンスターからタックルを食らいそうになった。

　だけど、紳士スケルトンが代わりに受ける。

　吹っ飛ばされながら、紳士スケルトンがビシッと親指を立てる。

「残念。僕は、ここまでだ」

「ありがとうございます！」

　もうすぐ、終わる。

　あと二枚、結界を破壊すれば、終わるのだ。

　この長い迷宮ダンジヨンの戦いが終わりを迎むかえる。

　クルッシュ魔法学園を出て馬車に乗った。

　見知らぬ冒ぼう険けん者と共に、国境沿いでは盗とう賊ぞくに襲われた。

　迷宮ダンジヨンに入ると中層までは順調すぎて、そこから試練に見舞われた。

　アリシアと二人、砦とりでの中で宝物庫に向かい、杖つえを奪だつ還かんした。

　そこからモンスターに追われて、数日洞どう窟くつの中を彷徨さまよった。そして、冒険者の墓場と呼ばれる墓地で、俺は懐なつかしい人と、ルイスと出会ったんだ。




　二国の友好を願った二属の杖ダブルワンドがあれば、アリシアとの婚こん約やく問題だけじゃなく、サーキスタとダリス二カ国にとって大きな貢こう献けんが出来る。

　そのときには、ルイス・デニングという男が、公こう爵しやく家を脱ぬけた恥はじ晒さらしと父上に罵ば倒とうされている男が、どれだけ助けてくれたか皆に教えてやろう。

　──もう少しで、帰れる。




　そんな油断が、俺とステインの攻こう防ぼうを僅わずかにあいつの側へ傾かたむけたのかもしれなかった。

　何かが、飛んでくる。結界の中から俺に向かって。

　濃のう密みつな死の気配。避さけられない、速い。

　ステインが使うマジックアイテムは、王の守りだけじゃない。

　分かっていた、分かっていた筈はずなのに。

　それでも次の五枚目の結界を壊すために、力を込こめる。

　六枚目には及およばないけれど。奇き跡せきが起こるかもしれないから。

　──シャーロット、ごめん。




「スロウ！　お前もまだ半人前ってことだ！　俺がいて、よかったなぁ！」




　光が俺の顔にぶち当たる寸前、目の前に白い何かが差し出された。

　俺の前に誰だれかの白い骨。小さな背中なのに、随ずい分ぶんと大きく見える。

　そう、骨だ。ルイスが、俺の代わりに攻撃を受けた。だから、俺は無傷だった。

　骸骨が、地面に落ちる。右足の骨を砕くだかれたルイスは、カタカタと叫さけぶ。




「スロウ！　止まるな！」




　ルイスに助けられた。

　ルイスが来てくれなければ、俺は死んでいた。




「ルイス！　無事か！」

「俺に構うな！　王の守りが無くなっても、あいつは強い！　身に染しみたろう！」

　分かっている。分かっていた。──ここからだ。結界を破壊してからが、スタートだ。

　俺は崩くずれ落ちるルイスを越こえて、走る。

　足元で火薬を爆ばく発はつさせるように、激しい勢いで駆かけ出した。

　ステインとの間に距きよ離りはない。王の守りが発動し、最後の結界が展開される。

　光の結界は、闇の刃やいばで穴を切り裂さいた。

　これで、ステインを守る、全属性の結界は崩れ去った。




「行け！　お前の目には、精せい霊れいが見えているだろう！」

　父上から、言われていた。

　精霊が見えること、それは絶対に誰にも打ち明けるなって。

　打ち明けてしまえば、終わりだと。

　肉体強化、身体が悲鳴を上げている。

　王の守りがなくなったステインは、丸まる裸はだかになった。

「おいらを、助けろおおおおおおおお」

　それでも身体から触しよく手しゆを何本も伸のばしてくる。

　だけど、俺の目には、見えている。ステインが何かの魔法を自分の身体に付与し、ノータイムで自分の身体を作り変えている。それを躱かわしながら、近づいていく。

　見える。触手は素す早ばやいけれど、見える。

　一本、一本の動きが、そしてステインと目があった。

「せ、精霊が見えている？　おまえ、なんなんだよっ！」

　怯おびえている。

　あれ程、世界を震しん撼かんさせたモンスターが俺から逃にげようとしていた。

　身体から発出される触手。気持ち悪い。こんなスライム見たことないぞ。

　ステインの身体を、その粘ねん膜まくを、俺は淡たん々たんと削けずっていく。

　今なら、分かる。確かに俺が、天敵だ。

「ひいいいいいいいお前、何者なんだよ！　お、おいらを、み、見るなア！」

「お前こそ、何者なんだよ！　お前みたいなスライム、俺は知らないぞ！」

　認めざるをえなかった。

　スライムに生まれ、どれだけの研けん鑽さんを繰くり返したのか。

　マジックアイテムに魅みせられ、己おのれの身体を強化し続けたスライム。

　龍りゆう人じんや古いにしえの巨きよ人じんまでも支配下に置き、異種のモンスター軍団を作り上げた。

　見上げた出世物語だ。

　成り上がりって言葉はこいつのためにあるんじゃないかとも思えた。

「おいらは、スライムだよお!!　こいつらを支配する、モンスターだあああ！」

　違ちがうって。

　いいかスライムってのはな。

　ぷよぷよしているから可愛かわいいんだよ。

　お前みたいなスライム、俺はスライムだと認めないぞ。

　削り続けると、触手の数も減っていく。

　回かい避ひ不能に思えたその動きも、速度が落ちている。

「だから、お前は、なんなんだよおおおおおお!!」

　ステインが、自分を助けるように、周囲のモンスターに呼びかけている。

　けれど、骸がい骨こつ軍団が邪じや魔まをする。

　俺たちの戦いに邪魔が入らぬよう、各自で動いている。

　その中には、あの紳しん士しスケルトンや、風の大精霊さんもいた。

　大精霊さんはすっかり退たい屈くつそうに、でっかい姿で毛づくろいなんかをしてやがる。

　あいつと目があった。視線が言っていた。

　──スロウ。やれ、にゃあ。ってさ。

「どうやら」

　だから、全身全ぜん霊れいの力を込めて。

「俺はお前の天敵らしい」

　ルイスナイフをステインの身体の中に突つっ込んだ。




　　　　●




　逃げなければ。

「ひい」

　簒さん奪だつのステインは、知らなかった。

　自分は無敵だった。

　他のモンスターに武器を与あたえ、最強の軍団を作り上げる。

　果てには、この大迷宮下層の乗っ取りすら、考えていた。

　逃げなければ、逃げなければ。

　恐きよう怖ふだ。あの人間に、恐怖を覚えたのだ。

　簒奪のステインは捕ほ食しよく者である。

　それもこの大迷宮においても、圧あつ倒とう的な力。

　力だけでなく、大迷宮を構成する中層の一つの迷宮主ダンジヨンマスター。
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　それが、恥はじも外聞もなく、逃げ出していた。

「……が」

　急に視界が暗くなる。

　スケルトンになった、ルイス・デニング。

　高位冒険者を殺し続けたスケルトンは進化を繰り返した。

　本人すら気づくことはなかったが、スケルトンの最終進化形。

　死者の王が込めた力は、死の概がい念ねんそのもの。

「ルイス……どうして……」

　その日、一体のスライムが長い生命を終えた。








終章　大迷宮からの帰き還かん









　今でも興奮が冷めやらない。

　だけどそれは、今まで誰も倒たおせなかったモンスターを倒したという、湧わき上がるような興奮とは違って……心の深い場所からくる、充じゆう実じつした気持ちとでも言おうか。

　ええと、難しいな。とにかく、俺たちはやり切ったのだ。

「アリシア、体調は大だい丈じよう夫ぶか？」

「もう大丈夫だから。変な気を回さないで」

　登山は家に無事、帰りきったときまでを含ふくめてを登山と言うらしい。

　帰り道は目的を達成したことで気が緩ゆるんで、怪け我がをしてしまうことが多いからだと言う。

　成なる程ほど、含がん蓄ちくのある言葉だ。その通りだと思う。

　だけど今回の俺たちの旅はもしかしたら、中層に向かっていた行きのあの緊きん張ちよう感かんよりは少しぐらい気を抜ぬいてもいいのかもしれない。

　何故なぜなら、迷宮ダンジヨンの帰り道は、余りにも行きと様子が異なっていたから。

「数十年に一度の、お祭りだぞお！　この機会を逃のがすな！　取って取って取りまくれえ！」

　サーキスタ大迷宮の上層。

　道の所々に、幾いくつもの天幕が張られている。天幕は冒ぼう険けん者の拠きよ点てんの証あかしで、他ほかの冒険者は他所よそにいけという意思表示でもあるらしい。

　行きは冒険者に会わないよう意識していたが、帰りの道で出会う冒険者の数々。

　大勢の冒険者が、上層でモンスターを駆く逐ちくしていた。これだけの数はサーキスタ大迷宮の経験が深いブロウでも初めて見る光景だということだ。

「あんたら、中層からの帰りか!?　だったら、中層で起きたこと知ってるよな！　どうやら迷宮主ダンジヨンマスターが死んで、モンスター同士の争いが始まっているらしいぜ！　どの中層を治めるクソ野や郎ろうがくたばったのかは知らないがな！」

　俺たちに興奮した様子で話しかけてきた冒険者によると、上層でモンスターの数が急激に減少したことを冒険者ギルドが感知し、迷宮内にいた彼らに大号令を掛かけたらしい。

　彼らのいう言葉は何も間ま違ちがっていない。

　中層、悪魔の黒剣デーモンスライスでは、次の迷宮主ダンジヨンマスターを決めるために、激しい戦いが起きているのだから。







　俺がルイスのナイフを刺さすと、ステインは冒険者の墓場から逃とう亡ぼうした。

　奴やつが逃亡してすぐ、冒険者の墓場では今までの比じゃない程の暴動が発生。

　ルイスが倒した龍人は意外と話が分かる奴で、奴が事情を説明してくれた。

　皆みなは中層の迷宮主ダンジヨンマスターであるステインの死を察し、次のボスを決めるための戦いを始めたらしい。

　ステインは、ルイスを倒すために、中層だけじゃなく上層からも戦力になるモンスターを次々と呼び集めていた。

　まさに戦国時代さながらの戦せん闘とうが、冒険者の墓場や中層の至る場所で起きていた。

　幸運なのはモンスターたちが、ステインの逃亡後、人間である俺たちへの興味を完全に失ったことか。




　俺たちは中層から上層までは、風の大精霊さんの背中に乗って帰ってきた。

　上層へ続く階段を上る時なんか、遠目でもあの砦とりでが破は壊かいし尽つくされているのが分かって驚おどろいたもんだよ。

「さっきからずっと黙だまってるけどアリシア……何も聞かないのか？　例えば俺たちが乗ってた獣けものは何なのかとか」

「後で！　聞くわよ！　何がなんなのか！　まだ分かってないんだから！」

　霧きりの悪あく影えい響きようから回復したアリシアは、地上までの帰り道、あの冒険者の墓場で何が起きたのか、何も聞いてこなかった。




　後で何があったか教えてと言われたが、果たして迷宮ダンジヨンの外に出た時にそんな余よ裕ゆうはあるのだろうか。二属の杖ダブルワンドを持ち帰ったことで激動の毎日がやってくる予感しかしなかった。

　ただ、少なくともアリシアは自分が冒険者の墓場で寝ねかされていた場所が棺かん桶おけの中だったとは気づいていないようで、ほっとする。

　少なくともその時は、今は迷宮ダンジヨンを脱だつ出しゆつすることが一番大事だと俺たちは認めあったのだ。

「ひゃっはー！　何だ最高じゃねえか！　よりどりみどりだ！」

　上層中が高位冒険者によるフィーバータイム。

　どういうことかというと、モンスターが減ったことでお宝が取り放題なのだった。

　通常、価値の高いお宝なんかは強力なモンスターが傍そばにいるが、奴らは中層での新迷宮主ダンジヨンマスターを決める戦いに参加するために上層を離はなれている。

　どうやらあの階段以外にも、中層に向かう道はあるらしい。

　高位冒険者がヒャッハーしている姿は、世にも恐おそろしい光景だった。

　手段は知らないけど、迷宮ダンジヨン中層での異常を冒険者ギルドは速そつ攻こうで感じ取り、迷宮ダンジヨン内部にいた冒険者に伝達したらしい。

　そして黙り込んでいるアリシアと違い、あの女冒険者ブロウはといえば。

「シャーロット。君は素す晴ばらしいな……どうやってあんな恐ろしいモンスターを手て懐なずけたんだ」

「え……いや、それは」

「私がフテイと……あの八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスと信しん頼らい関係を結べたのは、生まれたばかりのフテイを偶ぐう然ぜん手に入れることが出来たからだ。だが、その猫ねこは違うだろう？　私が思うに……数百年は生きている筈はずだ」

　やたらシャーロットを褒ほめたたえている。

　同じ魔物使いモンスターテイマーだと勘かん違ちがいして、親近感が湧いているようだ。

　シャーロットが説明に苦労していたが、元げん凶きようの風の大精せい霊れいさんは素知らぬ顔で足元を歩いている。あの古いにしえの巨人と遊んだことで、ストレス発散出来たようだ。

「数百年も生きる化ばけ猫に私が気付けなかったこと、同じ魔物使いモンスターテイマーとして恥はずかしい」

　魔物使いモンスターテイマーは使し役えきしているモンスターの格で、魔物使いモンスターテイマーとしての格がわかるらしく、ブロウは己おのれの未熟さに恥じ入っている。

　そんなブロウとは打って変わって、アリシアは仏ぶつ頂ちよう面づらだ。クルッシュ魔ま法ほう学園でもたまに遊んでいた猫の正体がアレと知って、その一挙一動にびっくりしている。

「ちょっと！　ち、近づけないで！　シャーロットさん！　その子、抱だっこしててよ！　危ないでしょ！」

　さて、アリシアの収しゆう穫かくが二属の杖ダブルワンドなら、俺の収穫はこれだろう。

　ルイスの武器。魔ま法ほう剣けんダブル。

　全属性に姿を変える、公こう爵しやく家の至宝の一つ。

　ルイスが生きた証でもあるこれを、冒険者の墓場に置いておく気にはなれない。

　ブロウの目的らしかったのだが、ブロウは俺が持っていることに何も言わなかった。







　迷宮ダンジヨンを上層に向かって進んでいると、面おも白しろい連中に出会う。

　青と白を基調にした制服を着た連中で、アリシアを見ると涙なみだを流して喜んでいた。

「アリシア様──良かった。ご無事でしたか」

　彼らは冒険者ではなく、サーキスタの兵士である。

　迷宮ダンジヨン内でありながら、きびきびとした動きが目を引いた。

　ここはサーキスタ大迷宮だ。迷宮ダンジヨン慣れしていないダリス兵士に比べ、規律正しい隊列。

　彼らの服にはモンスターの返り血だろうものがべったりと染しみ付いている。やはりサーキスタの兵士は迷宮も恐れない。

「本当にご無事でよかった。国王様たちは、大おお騒さわぎしておられました」

「……悪かったわ」

　アリシアがサーキスタ大迷宮の中に潜もぐっているという事実はとっくにばれていたらしい。彼ら兵士はアリシアの父親が差し向けた追っ手だ。兵士でありながら、アリシアが見つからなかったら中層に潜ることまで覚かく悟ごしていたらしい。大した度胸だよ。

「それでアリシア様……あれは……」

「ここにあるわよ」

　アリシアがサーキスタ王室からこっそり持ち出した地図を、お偉えらいさんらしき兵士が丁てい重ちように受け取る。

　それはサーキスタ王国が積み重ねた迷宮探索の歴史。外部に流出すれば、えらいことになる。危険を顧かえりみず、迷宮ダンジヨンの中にやってきた兵士らを労ねぎらうアリシアを見ると、途と端たんにちゃんとした王女様っぽく見えることが不思議だった。

「アリシア。俺たちの行動、バレバレだったみたいだな」

「私の身が心配だったってのもあると思うけど、同じぐらいこっちも大事なのよ」

「……成程な。しかし、仲間が多いと緊張感がなくなるもんだ」

　兵士と合流してからは、あのサーキスタ大迷宮の中にいるというのに、帰路はさらに安全になった。それまではあの地図を見ながら、ブロウが最短経路を先導してくれていたが、その役目が兵士に替かわった。中層に向かう途と中ちゆうは喋しやべる声の大きさすら絞しぼっていたのに、今は大声で喋っていてもブロウに怒おこられることもなかった。

　兵士からは食料を分けてもらい、口にすると美味うますぎて涙が出る。

　塩を振ふって焼いただけの骨付き肉なのだが、天にも昇のぼる気持ちになった。

「私はここでお別れだ」

　帰り道の途中で、ブロウが消えた。

　あいつは炭鉱に残してきた八脚鬼蜘蛛ハツケイダラスが心配だと言っていた。

　それに、もう自分がいなくても問題無いだろうとのことだった。

　ブロウがアリシアやシャーロットと別れを惜おしんでいる間、俺は兵士から貰もらった燻くん製せい肉をがじがじと噛かみながら、思いをはせる。

　アリシアが雇やとった冒険者、彼女を雇えたのは奇き跡せきだった。

　サーキスタ大迷宮に詳くわしく、風の大精霊さんが本気の姿を見せても、スケルトン集団の戦いに合流しても文句を言わず全すべてを受け入れ、柔じゆう軟なんに対応してくれた。

　……シューヤ、お前が見つけた冒険者は凄すごかったぞ、よくやった。

　クルッシュ魔法学園に戻もどったら、あいつにもそう伝えてやろう。

「スロウ・デニング。お前にも言いたいことがある」

「……俺に？」




　──お前に、会えて良かったと、最後にブロウは言った。

　まさかこいつから感謝される日がやってくるとは。

　だけど、アリシアを棺桶の中に入れていたのは苦言を呈ていされた。

　あのようにふざけるのは止やめろと。

　全然ふざけていない。あの棺桶はブロウも心しん酔すいしていたルイスの睡すい眠みん場所でもあったんだから。別れ際ぎわに何故なぜか、真実を知って怒るなよと耳元で囁ささやかれる。意味が分からなかい。







　──出口が近いと、先導する兵士が教えてくれた。

　だから、俺はあえてこれまで話題にしていなかったあれに触ふれることにする。

　地上に出れば、迷宮ダンジヨンでの思い出が、途端に空くう虚きよなものになってしまう気がしたからだ。

「シャーロット。父上は……ルイスが大迷宮でスケルトンとなって生きていたこと、父上は、信じるかな」

　隣となりを歩くシャーロットに、不意に聞いてみた。

　大迷宮の奥地で出会った懐なつかしい人。

　底そこ抜ぬけに明るく、自分の生き方を貫つらぬいた人。

　姿形は変わっていても、あれは間ま違ちがいなくルイスだった。

　迷宮ダンジヨンに消えたルイスの話題は今でも、公爵家ではタブーの一つになっている。

「……信じないと思います。モンスターになったルイス叔父おじ様なんて……」

　ルイス・デニングは十年以上昔にサーキスタ大迷宮で消えた、大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ。

　その事実は公爵家の中では変わることのない不変の事実である。

　シャーロットの言う通り、父上は、ルイスの存在を認めないだろう。

「そうだよなあ、俺もこの目で見ないととても信じられないと思うしさ」

　だけど、俺は確かにあの冒ぼう険けん者の墓場で、ルイスと出会ったんだ。

　そして、その証しよう拠こも形として残っていた。

　この……魔法剣ダブル。

　公爵家を出る際にルイスがかっぱらっていった武器の一つ。

　これを父上に渡わたせば、あの人はどんな反応を見せるだろうか。

　喜ぶか、悲しむか……勿もち論ろん、表向きはそんな感情見せないだろうけどさ。

「スロウ様。ルイス様は、昔のままでしたか？」

「何も変わらない。昔のままのルイスだったよ。笑っちゃうぐらい、そのままだった」

「スケルトンになってもそのままなんて、やっぱりすごい人ですね」

「ルイスも、自分はよく分からない存在になっちまったって笑っていたな」

「ルイス様は、満足していたと思います。私も最後にほんの少ししか喋れませんでしたけど、それでもわかります」

「……俺も同じ気持ちだよ」

　ナイフを刺さしあいつが逃げた後、ルイスが高らかにステインの死を宣言した。

　同時にスケルトン集団も戦いをやめた。

　モンスターに動どう揺ようが走り、奴やつらは気持ちをどこに持っていくか迷っているようだった。

　俺はすぐにルイスの元に戻った。ルイスは、地面に崩くずれ、もう動くことも出来ないようだった。そして、言葉を少しだけ交かわした。交わした言葉の大半は、俺を安心させるためのものだった。

　その中で、ルイスと約束をした。

　──俺のようになるなと、ルイスは言っていた。

　理由を聞こうとして、俺が喋りかけたら、ルイスはもう動くことはなくなった。

　ただの骸がい骨こつに、あるべき形に戻っていた。

　ルイスとの最後を思い出していると、いつの間にか迷宮ダンジヨンの出入り口に到とう着ちやく。

　中層脱だつ出しゆつから半日程ほど経過していたが、あっという間に感じられた。







　冒険者ギルド、サーキスタ支部『矢や切きりのボイド』、それは山脈の麓ふもとに造られた砦とりでだ。

「生き返るってこういうことなんだよなあ……」

　地上に出ると、太陽が見えた。

　日の光が俺たちを歓かん迎げいしてくれている。

　時刻は昼。夜だと思っていた。

　やはり迷宮ダンジヨンの中では時間感覚も分からなくなっていたようだ。

「スロウ様、やっと帰ってきましたね……」

「感かん慨がい深いぶひい」

　地上はいい。空気が澄すんでいて、生き返る。自分たちが本来いるべきは地中じゃなくて、色とりどりに色しき彩さいづけられた地上世界なのだと実感した。

　俺はもう迷宮ダンジヨンに潜らない。それはアリシアもシャーロットも同意見のようだった。

　兵士のお偉いさんが、俺たちに向かってくる。

「諸君らには、部屋を用意している」




　冒険者ギルドが管理する砦といっても、中層の砦よりは遥はるかに奇き麗れいだ。

　兵士らが言うには、ここは国防の拠きよ点てんでもあるからサーキスタも金を出しているらしい。酒場や鍛冶かじ屋なんかもある。色々な店があり、旅館だって幾いくつもある。

　砦の中は空前の活気に沸わいていて、俺たちは最高級の宿に案内されることになった。

「アリシア様は我々と共にきていただきます。こちらへ！」

　そこで、俺とアリシアは引き離はなされることになった。

　だが、悪いことにはならないだろう。兵士らはすぐにサーキスタ国王へアリシアが無事見つかったことを伝えるようであったし、アリシアも今すぐにでも二属の杖ダブルワンドの奪だつ還かんを、父親である国王へ知らせたいようだった。

　アリシアは杖つえの奪還を知らせて、俺たちの婚こん約やく関係を早さつ急きゆうに潰つぶしたいようだった。

　ちなみにアリシアを連れて行った兵士は二属の杖ダブルワンドを見て、腰こしを抜ぬかしていた。

　自分らで預かることも拒きよ否ひするぐらいで、その反応だけでアリシアが持つ杖がどれだけの価値を持つか、俺たちは再確かく認にんしたんだ。




　偉そうな兵士に連れられて行く。

　俺たちはアリシアとは別に、部屋を宛あてがわれた。

「スロウ様、私たちはどうしましょう……」

「とりあえずは……」

　クルッシュ魔ま法ほう学園を出て、もう半月以上は経過している。

　公こう爵しやく家にも、クルッシュ魔法学園にも、何も言わずに出てきた。

　俺たちは無断で外がい泊はくを繰くり返しているんだ。

　アリシアの場合はああやって兵士が動いた。俺の場合ももう少しすれば公爵家が何らかのアクションを起こしてくるだろうとの予感があった。それでもまずは……。

「寝ねよう」

「賛成です……ふわあ……」

　疲つかれていた。例えようがないぐらい、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていた。

　部屋に入ると清潔な白いシーツしか目に入らない。

　身体が安心安全で快適な睡眠を求めていた。

　俺とシャーロットは俺たちに宛てがわれたベッドに倒たおれ込むと泥どろのように眠ねむった。




　ふかふかのベッドに清潔なシーツ。身体を遠えん慮りよなく横にできるってだけでもう最高だ。

　数日は、そうして身体の疲れを取る必要があった。

　翌日には冒険者ギルド『矢切のボイド』を仕切る老年のギルドマスターに、迷宮の中で何が起きたのか、話をすることになっていた。

　冒険者ギルドのお偉えらいさんは俺たちが迷宮ダンジヨンで何かをしでかした結果、上層からモンスターが消え、中層では次の迷宮主ダンジヨンマスターになるための争いが起きたと推測しているらしかった。

　その考えは非常に正しい。

　実際に迷宮主ダンジヨンマスターである簒さん奪だつのステインを俺たちは倒したのだから。

　偽いつわりを言っても仕方がない。

「……なんと。数十年は倒す者が現れないと思っていたが、あのステインを攻こう略りやくしたか」

　彼らは、驚おどろいていた。特にあのステインの堅かたい守りをどうやって突とつ破ぱしたのか、聞きたがっていたが、そこはぼやかした。バカ正直に、俺は精せい霊れいが見えるから、全属性の結界の穴を短時間で見つけて破は壊かいすることが出来たんですなんて言えるわけがない。

「Ｓ級冒険者のジジャイ？　懐かしい名前だ……確かにサーキスタ大迷宮で命を落としたとされているが……奴の愛用の武器でも見つけたか？」

　俺からも、ルイスから聞いたあのスケルトンたちの名前を確認したが、まさかスケルトンになった本人らと会ったなんて口が裂さけても言えなかった。

　俺は自分たちを助けてくれた彼らが実在し、大迷宮で姿と命を失ったことを確認した。

　改めて、誰だれに助けられたかを知って驚いた。




　シャーロットからは、ブロウの話を聞いた。

　アリシアが中層ででかい鳥によって砦の中に連れていかれたのは、あいつのせいだった。つまり、ブロウは謝りもせず逃にげやがったということだ。最後に怒おこるなよって言っていたのはそういうことだったのか……。




「す、す、スロウ様！　大変です！」

　俺宛あてに手紙が来たらしい。俺宛てってどういうことだよ。

　俺がこの場所にいるなんて知っている奴は少ない筈はずだ。だって、国外だぜ国外。

「真っ赤な手紙！　つまり、スロウ様宛てです！」

　しかし、公爵家からだと知って驚きは消えた。

　一応、うちは他国にも根を張っている。それに今の俺は多少は有名人であるとの自覚もあるからな。公爵家が本気を出せば、俺の居場所なんてすぐに知れるだろう。

　別にこの冒険者ギルドで、隠かくれていたわけでもなかったし。

「さてさて、一体何が書かれているのか。まあ、何となく想像はつくけどさ」

　束つかの間の休息は終わりらしい。どうせ、すぐに家に帰ってこいって言われるんだろう。

　家では何を言われるのか。アリシアとの婚約の話だろうか。

　だけどあれは、今朝アリシアに会った時、完全に消えたと教えられた。

　既すでにアリシアが二属の杖ダブルワンドを持ち帰ったことは公爵家も知っているはずだ。

　二属の杖ダブルワンドを奪だつ還かんするために、俺が協力したことも含ふくめてな。

　それなら、何だろう。俺を称しよう賛さんする手紙かな。

　俺は内容を見た。




　……げえ。

「スロウ様、どうでした？」

　恐おそる恐るシャーロットが聞いてくる。

　赤紙は、従者には見せられない。その内容は公爵家の直系のみに知らせられる。

　中身を見て、硬こう直ちよく。うん、まあ予想していなかったとは言わない。

　幾つかの可能性のうち、あるかもしれないとは思っていた。

「べ、別になんでも、なかったよ？」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　けれど、声の震ふるえはシャーロットにもばれていただろう。




　手紙の内容は、シャーロットが俺の従者に相応ふさわしくない、と。

　二属の杖ダブルワンドの奪還は英えい雄ゆう的偉業だが、アリシアの愚ぐ行こうは止めるべきであった、と。

　今回は俺じゃなくて、シャーロットの立ち位置を断罪する手紙だったのだ。

　頭の中には、迷宮ダンジヨンの中で聞いたスケルトンからの言葉が残っている。

　──俺のようには、なるな。とルイスは言っていた。

　だから、決めた。

「シャーロット。今いま更さらだけど、俺たちの関係について、家族と話し合おうと思う」

　遂ついに、この時がきた、というわけだ。








あとがき









　想像力をかきたてられるキャラクターが好きです。

　キャラクター同士の掛かけ合いの中で、過去に何かがあったと匂におわせる会話や意味深な二つ名や称しよう号ごう、そんなものが大好きです。

　豚ぶた９巻では意識してそんなキャラクターを出してみました。本当はサーキスタ大迷宮の中層ということもあって、名前有りのモンスターを後数種類出したかったんですが、これ以上にすると手に負えないので泣く泣く没ぼつに。




　さて、これまでの巻ではスロウが公こう爵しやく家の家族と会うことを意図的に避さけていました。

　そんなスロウの努力もあって、公爵家の人たちにあえて触ふれておりませんでしたが、そろそろかなと。

　豚10巻では物語に一区切り、ということで公爵家の人たちを出してみようと考えています。




　本９巻を世に出せたこと、関係者の皆みな様さまに大いなる感謝を。

　それでは、また。





合あい田だ拍子りずむ
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